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第一章　裏世界







「暑いなァ……」

　サンドラの事件が片付いたと思ったら、すっかり夏になっていた。

　ブリュンヒルドの夏は、サンドラ王国のような灼しやく熱ねつの暑さはないが、それなりに暑い。

「【風よ流れよ、穏おだやかなる涼りよう風ふう、クールウインド】」

　魔ま法ほうで涼すずしいそよ風を起こし、城のテラスで琥こ珀はくと涼んでいるとリーンがやってきた。足あし下もとには当然のようにポーラが付き従っている。テラスに入ってくると、彼かの女じよの白いツインテールが風に揺ゆれた。

「だらけてるわね。もっとしゃんとしないと示しがつかないわよ？」

「今さら取とり繕つくろったって仕方ないさ。暑いものは暑い」

　相変わらずの黒いゴスロリ服で、そっちこそ暑くないのかと思う。と、思ったら、彼女の周りがひんやりと冷たい。どうやら魔法で冷気をまとっているようだった。リーンだって暑いんじゃないか。後でその魔法教えてくれ。

「まあ、ちょっとこの暑さはキツいわね。町でも倒たおれる人が出ているようだし」

「そんなにか。水分補給はちゃんとしとかないとなあ」

「どっちかというとダンジョン島の方が涼しいから、向こうに行って涼んでくる人も多いみたいよ。さすがに魔獣が出るので、冒ぼう険けん者しや以外の一いつ般ぱん人じんは無理だけど」

　そうか、向こうは海からの風が吹ふくし、ここより涼しいかもしれないなあ。気温の差が激しいから夜はかなり寒いとは思うけど。

「で、相談なんだけど。あの島のひとつを海水浴場にしちゃわない？」

「え？」

「海で涼みたいって人たちがたくさんいるでしょう？　転移門の料金や、水着の販はん売ばい、飲み物や食べ物、大きく稼かせぐチャンスだと思うのよね」

「ほほう。それはいい考えですな」

　テラスのテーブルに座すわっていた僕ぼくらの頭上から声がかかる。いつの間にか高坂さんが来ていた。

「サンドラからの移民により、住人がけっこう増えたので金は多ければ多いほどありがたいですからな。それでリーン様。どのようにお考えで？」

　テーブルに座ったまま、リーンが持っていた地図を広げて見せる。

「ええ。まずはこれを見て。あの島々の地図なのだけれど。ダンジョンのないこの島、この海岸線のところを全すべて遠浅の砂すな浜はまに土魔法で変えてしまうの。そして強力な結界で魔獣の侵しん入にゆうを阻はばんでしまうのよ。そしてこの島専用の転移門を作る」

「なるほどなるほど。ギルドが料金を取っているダンジョン島への転移門とは別にするということですな」

「そう。もちろん他の島から渡わたってくることはできないわ。この島だけで独立させてしまうのよ。あとはここに簡単な飲食店を作ったり、海で楽しめる道具を貸し出だしたりすれば……」

「ふむふむ。かなりの収入を見込めそうですな」

　うおーい。僕を置いてけぼりにして、二人でズンドコ決めないでくれよ。誰だれがその海岸線を砂浜にしたり、強力な結界を張ったりするんだよ。絶対に僕だよね？

「安心なさいな。私も手伝うから。言い出したのは私だしね」

　いや、リーンやバビロン博士だけでもできるんじゃないの？　まあ手伝うけどさ……。

「……琥珀。僕って働き者だよな」

『主あるじの意思に関係なく、そうだと思われます。頼たよりにされているとお思いになられませ』

　そうかもしれないけどさ。今日はのんびり休日モードだったんだけどなあ。短かったな……。夏休みがほしい。










「っと、こんなもんか？」

　砂浜にした海岸を素す足あしで踏ふみしめながら、僕は独りごちる。

　キュッキュッと鳴る白い鳴き砂が気持ちいい。そのまま海に入ると、足下の砂が波に流されていく。こそばゆい感覚がいいな。

　さすがに遠くまで泳がれて、海の魔獣にパックンされるのは避さけたいから、目印としてブイを浮うかべておいた。

　結界も万ばん全ぜんなので危険な魔獣はいない。子供でも安心して泳げる。とはいえ、海に事故はつきものだからな。医い療りよう班はんも海岸に常じよう駐ちゆうしていた方がいいだろう。

　一応、こことは別の小さな島にも、同じようなビーチを作っておいた。そっちは僕らのプライベートビーチだ。

　僕らだって海で楽しみたい。

「一応これで完成か。あとは転移門を作ってつなげるだけだな」

『それはもうちょっと後にしない～。久しぶりの海を楽しみたいわあ』

『うむ。黒曜に賛成よの。我らは水の守護獣であるからして』

　黒曜と珊さん瑚ごが海の中をすい～っと泳いでゆく。気持ちよさそうだなあ。

「気持ちはわかるけど。プライベートビーチの方なら毎日行ったっていいからさ。一いつ旦たん帰るよ」

『残念ねぇ』

　海からふよふよと黒曜と珊瑚が上がってくる。

　転移門をつなげるとして、あとは何が必要だ？

　水着はザナックさんのところの『ファッションキングザナック』に販売を任せているし、出店は『銀月』のミカさんや商店街の人たちに、浮き輪わやビーチボール、ビーチサンダルからパラソル、レジャーシートまで、そこらへんはオルバさんのストレイン商会に任せてあるしな。

　あとは……監かん視し員いんとかか。

　騎き士し団だんの方で、泳ぎが達者な者を数名、夏の間だけ監視員として常駐させることにした。ライフセーバーってところかな。

　もちろん、他の騎士団員も非番なら海に行っても構わないですけどね。

　とりあえず準備は整ったので、ブリュンヒルドの海開きとなったわけで。

　それから数日後。

　結果は大成功。リーンと高坂さんが睨にらんだ通り、連日ビーチには海水浴客が溢あふれていた。噂うわさを聞きつけたのか、近きん隣りんのベルファストやレグルスの村からも海へやって来るほどだった。

　まあ、確かにこの辺りに海はないし、レジャースポットとしては手て頃ごろだったのかもしれない。

　人が集まれば当然、揉もめ事ごとも多くなる。騎士団が毎日それに出動しては対処に追われていた。うーむ、彼かれらの仕事を増やしてしまっただろうか。後日、ポケットマネーで特別手当を出しておこう。

「さーて、今日こそはゆっくりとくつろぐぞ」

「最近忙いそがしかったですものね、冬とう夜やさん」

　パラソルの下、ビーチチェアに身を委ゆだねた僕に、フリルの付いた白いワンピース水着のユミナが声をかけてきた。

　ここ、ブリュンヒルドのプライベートビーチでは身内だけが海で戯たわむれている。

　エルゼと八や重え、ヒルダは諸もろ刃は姉さんとスイカ割りをしているし、リンゼとリーンはサンシェードの下でおしゃべりをしている。ルーはクレアさんと昼食の用意をしているし、スゥと桜は花恋姉さんと海でビーチボールを弾はずませていた。

　狩奈姉さんは銛もりを持って、素す潜もぐりで魚を仕留めていたし、酔花はいつものように酒を飲んでへべれけになっていた。どこからか聞こえてくるハワイアンなウクレレの音楽は、奏助兄さんだろう。ちなみに耕助叔父おじは来ていない。

「いい若い者がこンなハーレム状態でゴロゴロとくつろぐトは……。情けないマスターでスね」

「ほっとけ」

　トロピカルドリンクを持ってきたシェスカが人聞きの悪いことを抜ぬかしていた。ハーレム状態って、姿は見えないけど一応奏助兄さんもいるだろ。どこかに。

　バビロンナンバーズのみんなも誘さそったのだが、博士、ロゼッタ、モニカは開発やら整備やらで、リオラは相変わらず寝ねっぱなしのノエルを残しては行けず、ファムは『図書館』から出ようともしない。フローラは何かあった時のために城の医務室にいてもらいたいし、パルシェとティカは……ドジっ子とロリコンは危険なので。

「なンでマスターはこう枯かれた感ジなのでしょウ。もっと水着の女性をガン見スるべきでは？　……ああ、マスターの眼力でなら水着の下まで透とう視しできるのデ必要がないト？」

「できるか、そんなこと！」

　ユミナが顔を赤くして手で身体を隠かくすようにする。いや、できないからね!?

　……ひょっとして神眼を使えば見えるのかもしれないけど。使う気はない。……一応。

　シェスカを追おい払はらって、なんとかユミナの誤解を解いた。そんな能力を持っていると他のみんなにも誤解されたら困るからな。

　やれやれ。

「以前のようにお父様も呼べれば良かったのですけれど」

「あー……。呼ぶとベルファストだけじゃなく、他の王様たちも来たがりそうだからなァ……」

　あのときと違ちがい、今じゃ付き合いのある王様たちも多い。ベルファストの王様だけ海に呼んだとなったら後できっと文句を言われるからな。結局他の王様たちもみんな呼ぶ羽目になるのが目に見える。

　そんなカオスの状態じゃ正直くつろげない。そのうちに呼んでもいいが、今日は勘かん弁べんしていただきたい。

「少し前なら各国の王が一堂に揃そろうことなどありえなかったのに、なんか変な感じですね」

「仲良くやれるならその方がいいさ。ま、どうしても仲良くなれない奴やつもいるけどね」

　例のサンドラ王国とかな。

　ユーロンの時とは違って、今回のサンドラ滅めつ亡ぼうは、僕が自ら関かかわっている。戦いの引き金を引いたのはあちらだが。

　結局、他の国の王様たちの言う通りにしてしまって少し癪しやくだが、仕方が無い。ユーロンの時ほど、悪名がさほど高くなっていないことぐらいが救いか。世界中に散って行った元奴ど隷れいたちのおかげかもしれないが。

《主、今よろしいでしょうか？》

《ん？　紅玉か？　どうした？》

　不意に城の方にいる紅玉から念話が届いた。何かあったのだろうか。

《はい。例の島のことなのですが。四つの結界都市の一つ、南方にある都がどうやら現在、巨きよ獣じゆうに襲おそわれているようなのです》

《巨獣に？　でも確かあの島の都には投石機カタパルトや大型弩砲バリスタなんかが装備されているんだろ？　撃げき退たいできないことはないよな？》

《普ふ通つうなら。しかし、数すう匹ひきの巨獣に囲まれてしまってはどうかと》

　あらら。さすがにそれは結界が持たないんじゃないか？　いくらなんでも限界ってものがあるだろうし。

　侵入を拒こばむ物理防ぼう御ぎよ系の結界は、魔ま力りよくを使った盾たてのようなものだ。

　例えば普通の盾や鎧よろいなどなら、小さい力でも同じところに何度も何度も加えられたら、いつかは破損してしまう。長い時間をかけて、水すい滴てきが石を穿うがつように。

　だけど魔ま力りよく障しよう壁へきの場合、十の力に耐たえられる障壁なら九の力を同じところにいくら加えられようとなんともない。部分的な劣れつ化かというものがないからだ。

　問題は十の力を超こえる攻こう撃げきをされると、あっけなく消しよう滅めつしてしまうところなんだよな。

　都の結界が十まで耐えられるとして、巨獣の攻撃が九であるなら充じゆう分ぶん耐えられるだろう。だけど複数が攻撃しているとなると……。万が一、同時に攻撃されたら、十八の力を受けて十の障壁は壊こわれてしまうかもしれない。

　あくまで僕の予想であって、障壁は百の力まで耐えられるのかもしれないし、巨獣の攻撃は二とか三とかの力かもしれないけど。

　それに巨獣が同時攻撃をするような知能を持っているかどうか。偶ぐう然ぜんに、ということもあり得るが……。

《しかし……なんでまた複数の巨獣に襲われるようなことになってんの？》

《なんでも一部の者が巨きよ獣じゆう狩がりに失敗し、追われて逃にげ込んできたとか。しかも間の悪いことに、逃げ込んできた者たちが三組いたのです》

　南の都で鉢はち合あわせした巨獣たちは、なぜか互たがいに争あらそうようなことはせず、都に攻撃を加え続けているらしい。よほど怒いかりを買ったのだろうか。

　紅玉の話だと、襲っている巨獣は三匹びきで、




　猿えん人じん型の巨獣、ヘビィコング。

　猪いのしし型の巨獣、グランドボア。

　牛型の巨獣、パワーバイソン。




　と、言うらしい。

　都ではまず一匹に目標を定めて、討とう伐ばつは無理でもなんとか撃退しようとしているようだ。

　しかしそれには都を出て、犠ぎ牲せいを覚かく悟ごに戦わなければならない。

　一方ではこのまま籠ろう城じようを続けていれば、やがて巨獣たちも撤てつ退たいする、という考えの人たちもいるらしい。だが、もし結界が破られてしまったら待っているのは全ぜん滅めつだけだ。

『やられる前にやる』か、『守りを固め、運を天に任せる』か。

　さて、どうしよう。この島に介かい入にゆうするなら今のような気もする。恩を売るわけではないが、話し合いのきっかけにはなるかもしれない。

　島の外に大陸があって、その国々が交易を望んでいると伝えるだけでも充じゆう分ぶんだろう。それと島の結界を解けば、巨獣が生まれる可能性が減るということも。

　こちらの考えを伝えるだけでも、介入する価値はあるかな。

　巨獣三体だからエルゼと八重、それにヒルダ……三人を連れて行けばいいか。ルーの機体はもう少しだけ調整が必要みたいだし、今回はパスだ。

　ルーの機体は遊ゆう撃げき戦せん換かん装そう型なので、装備の数が多い。そのためそれぞれの組み合わせで調整が必要になり、ロールアウトに時間がかかるのだ。

「よし。それじゃあ用意するか。短いバカンスだったなあ」

「また、いつでもこれますよ」

　ユミナの慰なぐさめを受けながら、割ったスイカを食べているエルゼたちの方へ向かう。

　ああ、そうか。騎士団のみんなにも用意してもらわないとな。フレームギア三機だけで乗り込んでいっても、舐なめられるかもしれないし。

　あんまり力を誇こ示じするのは好きじゃないけど、サンドラの件で有効な手であることは確かく認にん済みだからね。

　あくまで話し合いをしてもらうための布石だし。まあ、問答無用で攻撃されたら無力化させてもらうけれども。

　今度の相手は馬ば鹿かじゃないことを祈いのる。







◇　◇　◇







　島へ渡った召しよう喚かん獣の視覚を少し拝借して記き憶おくし、【ゲート】を開く。

『魔力拡散』の結界効果か、【ゲート】に使用する魔力が五倍以上かかった。魔力を流し続けないと効果が切れる感じになるな。確かにこれじゃあ、魔力で飛ぶ飛ひ行こう艇ていなんかで来たらすぐに魔力切れで墜つい落らくしそうだ。

「おお、やってるなあ」

　僕の立つ丘おかの上から島の南方にある都が遠目に見える。いかにも城じよう塞さい都市といった感じだ。高い壁かべにぐるりと囲まれた都市で、壁の上や側面には大型弩砲バリスタが設置されている。

　その都を現在、三匹の巨獣が取り囲んでいた。

　ひたすら都を包つつむドーム状の魔力障壁を殴なぐり続けているのは、赤しやく銅どう色いろの毛並みをもった猿人型の巨獣ヘビィコング。

　距きよ離りを取り、猛もうダッシュで突とつ撃げきを繰くり返かえす、猪型の巨獣がグランドボア。

　まるでドリルのような大きな角を叩たたきつける、牛型の巨獣パワーバイソン。

　三匹がそれぞれ三方向から攻撃しているが、都側はグランドボアのみに城じよう壁へきから大型弩砲バリスタの矢を雨あめ霰あられと放っていた。

「へえ、侵入のみを阻む魔力障壁か。まあ、当たり前か」

　内側からのまで阻んでいちゃ攻撃できないからな。ちなみに各国の王城に設置されてる結界もこの類たぐいの物が多い。

　しかしあんまり大型弩砲バリスタの効果はないように思える。何発か刺ささってはいるが、ほとんどが分厚い毛皮に弾かれていた。あの毛皮、硬こう化か魔ま法ほうと同じ能力があるな。たぶん。

　パッと見ただけだけど、結界の耐たい久きゆう性せいが怪あやしい気がする。僕の目算では結界が十の力を防げるとしたら、ヘビィコングは三、グランドボアは五、パワーバイソンは四のパワーがあると見た。

　二体までの同時攻撃なら凌しのげそうだが、三体同時に重なったら砕くだけるぞ、あれ。

　ヘビィコングはずっと攻撃しているし、パワーバイソンとグランドボアの攻撃が重なったらやばそうな気がする。少なくとも可能性はゼロじゃない。

「事前に話す余よ裕ゆうもなさそうだ。勝手にやらせてもらおう」

　懐ふところからスマホを取り出し、電話でブリュンヒルドにいるみんなの準備を確認したところで、目の前の空に【ゲート】を開く。

　開いた転移門から次々とフレームギアが降下してきた。ズシ、ズシ、ズシンと大地を震ふるわせて、地上に降り立ったその数、百機。

「よし、じゃあエルゼはヘビィコングを、八重はグランドボアを、ヒルダはパワーバイソンを頼たのむよ。他の者はそのまま待機。他にも巨獣がいるかもしれないから気を抜かないように」

『了りよう解かい』

　赤と紫むらさき、そしてオレンジの機体が数歩前進する。

『よーし、じゃあいくわよ！』

『参るでござる』

『いきます！』

　エルゼたちの専用機ヴアルキユリアがそれぞれの巨獣へ向けて駆かけ出す。

　巨獣たちもこちらに気付いたようで、各おの々おのへ向かってくるフレームギアに対し、攻撃体勢を取り始めた。

　まず、ヘビィコングがエルゼのゲルヒルデに襲いかかる。が、真しん紅くのフレームギアはコングの強きよう烈れつな右ストレートをひらりと躱かわし、クロスカウンター気味に相手の胸に一いち撃げきを入れた。

『粉ふん砕さい』

　ドンッ！　と打ち出されたパイルバンカーが、ヘビィコングの胸むな板いたを貫つらぬく。おびただしい量の血ち飛沫しぶきを上げて、コングが地面に盛大に倒れた。

　一方ではグランドボアと八重が対たい峙じしている。弾だん丸がんのように八重が操あやつるシュヴェルトライテに突っ込んでいったグランドボアだったが、真っ正面から一刀両断にされた。なんともあっけない。綺き麗れいな切断面を晒さらしながら、真っ二つにされた猪が倒れる。

　ヒルダが乗るジークルーネも同様に突っ込んでくるパワーバイソンを盾で受け止め、スッと横へ移動して、その首を剣けんでギロチンのように切り落とした。

　戦せん闘とう終しゆう了りよう。三匹まとめて一分もかかっていない。ちょっと早すぎない？　三人ともフレームギアの扱あつかいに慣れてきたなぁ……。

　巨獣を倒した三機が城塞都市から少し離はなれ、正門前に並んで立つ。その後ろにズラリと並んだフレームギアの中から、真白き団長機、白騎士シヤインカウントが前に進み出た。

　僕はその機体の肩かたに飛び乗り、都市全体へ聞こえるように、魔法で構築した平面スピーカーを空中にいくつも投とう影えいさせた。スマホのマイクをオンにして、城塞都市へと語りかける。

『我々は南の大陸から来たブリュンヒルド公国の者である。こちらに敵対の意思はない。都の代表者と対話を望む。一時間以内に返答されたし』

　一時間以内、と指定したのは、とりあえず有う無むを言わさず誰でもいいから引っ張り出すためだ。

『結界があるから向こうが何をしようが大だい丈じよう夫ぶ』なんて気を起こさせないために、これだけの数を揃えたわけだし。出て来てもらわないと困る。『敵対しないとは言っているけど、出て行かないと何されるかわからんぞ』と思わせられれば成功だ。

　一番いいのは市長とか領主とか、そういった者に出て来てもらうことだけど、『殺されるかも』と思っているかもしれないしな。なんなら伝令でも構わない。とりあえず話すきっかけになれば。

『出て来ますかね？』

「どうだろうね。ま、出てこなかったら、別の都に行ってみるのもいいかもしれない」

　白騎士から聞こえてくるレインさんの問いかけに軽く答える。ただ他の都に行っても、今回みたいに巨獣を倒して、敵ではないですよー、と態度で示せないので、いきなり攻撃される可能性もあるかな？

　できればこの都を取っ掛かかりにして、他の都にも話を伝えてもらえるとありがたいんだけどね。

　紅玉を呼び出し、都の中の状じよう況きようを伝えてもらう。

『都中大おお騒さわぎのようです。遠眼鏡でこちらを監かん視ししながら、大型弩砲バリスタや投石機カタパルトの用意もしているようで』

「だろうねえ」

　上がどういう結論を出すかわからないけど、戦せん闘とう準備だけはしておこうってことなんだろうな。情報を聞く限り、まだ結論は出てないみたいだけど。

　変な動きをすると大型弩砲バリスタから矢でも飛ばされるかもしれないので、ずっと待機状態だ。退たい屈くつだな。白騎士の肩の上でゴロンと横になり、空をポケーッと眺ながめる。

『陛下。門が開きます』

「お、出て来たかな？」

　白騎士のコックピットで監視していたレインさんの言葉に、僕は跳はね起おきてそのまま地上へと飛び降りた。

　城門からはぞろぞろと馬に乗った騎士たちが、こちらへ向けてやって来る。全員、全身鎧フルアーマー姿の完全装備で、かなり物々しい。

　鎧のデザインがだいぶ変わっている。どこか古い感じがするのはパルテノ文明の時代からあまり発展してないからだろうか。人間同士が戦争することもあまりなかったとすれば、そういったこともあり得るのかもしれない。

　フレームギアの前に立つ僕から、十メートルほど離れたところで、騎士たちは静止し、その中から一ひと際きわゴツそうな板金鎧プレートメイルに外套サーコートを身につけた鎧よろい騎き士しが進み出てきた。

　やがてその鎧騎士は僕の前まで来ると、馬から降り立ち、ゆっくりとこちらへ歩いてくる。兜かぶとは古代ギリシャのコリュス式と呼ばれるようなもので、顔の前面にＴ字型の鼻当てと、頭頂部には鶏冠とさかのような飾かざりがつけられていた。

　映画やアニメなんかで見る、バシネットやアーメットとかの、いわゆる顔のほとんどが隠れるクローズドヘルムではないので、その騎士の顔がはっきりと見えた。

　厳いかめしい顔をした大男だ。その目は真まっ直すぐ僕に向けられている。一応、怒りとか憎にくしみといった感情は見受けられないが……。

「南の都メリディエスの代表、四高こう弟ていの一、フライエント・サウスが末まつ裔えい、ディエント・サウスである。この度たびのご助勢、感謝する。して、そこもとは？」

「ブリュンヒルド公国公王、望もち月づき冬夜です。初めましてディエント代表」

　僕が名乗るとまさか国王とは思わなかったみたいで驚おどろいてはいたが、差し出した手を握にぎり、とりあえず友好的な態度を示してくれた。ひとまずは前進、かな。

「公王陛下は南の大陸から来たと申されたが……。世界は滅ほろんではいないのですね？」

「なるほど。やはりこの島はパルテノが滅ぶ前に、外界との繋つながりを断ったのですね。世界は滅んではいません。多数の国家が存在しています」

　スマホから世界地図を空中に投影する。この島も加工して加えた完全版だ。

「これが今の世界です」

「おお……」

　空中に映し出された地図を見上げるディエント代表。

「ここがこの島ですね。ブリュンヒルド公国はここになります。とても小さな国ですが、この巨きよ人じん兵……フレームギアと言いますが、パルテノの遺産とも言うべきこの戦力を持つのは我わが国くにだけです。それ故ゆえ、我が国はどこの国からも侵しん略りやくを受けたことがありません」

「なんと……！」

　ブリュンヒルドの小ささに舐められても困るし、ちょっと大おお袈げ裟さに話した。侵略されたことがないってのは本当だしな。なにせ去年建国したばっかりだしー。一応、サンドラと戦争にはなったけど侵略はされてない。十五分で終わったからね。

「我々はてっきり外界は水すい晶しようの悪あく魔まに滅ぼされ、支配されているのだと……」

「確かに文明としては一度滅んだのでしょう。しかし、こうして復興していますよ。とりあえず、お互い疑問に思っていることを話し合いませんか？　その上で聞いてもらいたい話があるのですが」

「……ふむ。確かに」

【ストレージ】から大きなテーブルと椅い子すを取り出し、その場に設置する。突とつ然ぜん現れたテーブルに、ディエント代表は目を白黒させていたが、おずおずと椅子に座ってくれた。
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　まずわかったことはこの島の名前。その名をパレリウス島という。これは時の賢けん者じやと呼ばれたパルテノの魔導師、アレリアス・パレリウスからとったとのことだ。

　五千年前、魔まの島と呼ばれていたこの島に単身乗り込み、自然結界とも呼べる構造を発見したパレリウスは、ここを自分の魔法の実験場とすることに決めた。彼の魔法は強大で、どのような被ひ害がいが起こるかわからないため、この島はうってつけであったらしい。

　やがてそのパレリウスがパルテノで亡なくなり、その後フレイズの侵しん攻こうが始まると、危険を察したパレリウスの弟で子したちはいち早く家族と故郷の仲間たちをこの島へと避ひ難なんさせたという。

　彼らはフレイズたちが侵入できないように、パレリウスが残した秘宝をも使い、結界をさらに強化した。結果、この島は外界とは遮しや断だんされ、フレイズに襲われることはなくなったが、人々は島を抜け出すこともできなくなってしまった。

　恐おそるべき侵攻により人間の世界は滅び、外界はフレイズの支配する世界になってしまったと思い込んだ四人の弟子とその仲間たちは、この島で生きていくことを決意、現在に至るというわけだ。

「やっぱり閉じ込められていたんですね」

「いや、我々は外の世界が水晶の悪魔……フレイズでしたか。それに支配されたとばかり思っていましたから……。閉じ込められたとは思っていませんでした。過去、何十人と外の世界へと船出した者もいましたが、全て元の場所へと戻もどってきてしまいましたし」

『針路誘ゆう導どう』の結界のせいだな。この島の近海に立ち込める魔力の霧きりを利用した結界だ。

　この島のことをだいたい掴つかめたので、本題の話を切り出すことにする。

　この結界を取り除き、他の国々と交流する気はないかということと、結界を取り除けば、巨獣が生まれる可能性が減ることなどだ。

「問題は結界を取り除けばフレイズが出現する可能性も出てくるということですが……」

「いや……それはおそらく関係ないでしょう。なぜならすでにフレイズとやらはこの島に出現していますからな」

「え!?」

　話を聞くと、ここ一年ばかりの間に、二度ほど現れたんだそうだ。どちらも下級種単体で、なんとか倒すことはできたそうだが。五千年前の伝承にある魔ま物ものの出現に、人々は恐きよう怖ふしたという。

　結界でフレイズの侵入を防げても、フレイズの出現は防げなかった。

　つまり出現したフレイズが島へとやってくることはないが、直接島へ出現することは結界では防げなかったらしい。

　じゃあますますなんのために結界はあるのか。フレイズの出現は防げない、外の世界には出られない、巨獣は生まれる、いいことなしじゃないか。

「確かにその通り……。ただ、気を悪くしないでいただきたいのですが、我々はまだ公王陛下の言葉を全て受け入れるわけにはいかないのです。どこまでが真実なのか、我々には確かめる術すべがないのですからな」

　まあ、確かに。突然やってきたわけのわからない人物の言うことを全て鵜う呑のみにはできないだろうな。……悲しいかな、自分が怪しいってのは自覚してる。

「それにこのことを私一人で決めるわけにもいきませぬ。北と東と西の代表にも話し、中央神しん殿でんのセントラル様にもお伺うかがいを立てねば……」

「セントラル様？」

「セントラル・パレリウス様です。時の賢者、アレリアス・パレリウス様の末裔で、この島の結界とパレリウス様の遺産である、『門』を守っている方です」

「『門』？」

「パレリウス様が生しよう涯がいをかけて作り上げようとした魔道具でしてな。それが完成すれば我々は新天地へと旅立てると言われています。四高弟がその後を継つぎましたが、完成させることはできなかったのです」

　なにかの転移門だろうか。それを使ってこの島からさらに脱出しようとしてたとか？　でも、パレリウスが作ろうとしてたってことは、弟子たちやその仲間、その家族がこの島へ来たときより前……フレイズが現れる前だよな。どういうことだ？

　パレリウスが作ろうとしていた何かの『門』を、弟子たちが転移門に作り変えて、結界外の世界へと戻ろうとした……とか。

「とにかく、そのセントラル様と他の代表たちで話し合ってもらえませんか。この話を断るのならそれでも構いません。この土地へ、少なくとも僕らは二度と立ち入らないようにします。結界が破られなければ、他の国々も手出しはできないでしょう」

「……わかりました。個人的な感情としては結界からの解放を望んでいます。巨獣に怯おびえ暮らすのはもううんざりでしてな」

「もちろん、その暁あかつきには巨獣退治を請うけ負おいますよ。報ほう酬しゆうは巨獣の素材をいただければ充分ですので」

　南の都メリディエスの代表、ディエントと二週間後の来訪を約束して、僕らは島を後にすることにした。

　とりあえず、悪くない感かん触しよくだ。サンドラのように揉めなくてよかった。

　それにしても五千年前、世界中にできていた『世界の結界』の綻ほころびを修復したのは誰だったのだろう。パレリウスがその人だと思っていたのだが、『世界の結界』が修復される前に亡くなっているみたいだし。

　四人の弟子たちはこの島に閉じこもることで精せい一いつ杯ぱいだったようだし、やっぱり別の人物か？

　エンデも心当たりがないって言ってたしな。ううむ。

　僕が世界の綻びを修復できるようになれば全て丸くおさまるんだけど。それには神気の繊せん細さいなコントロールが必要だとか。神様が言うには、蜘蛛くもの巣を素す手でで修復できるレベルの細かさが必要らしいが……ハァ……。

　全フレイズをぶっ潰つぶす方が簡単な気がする。だけど『世界の結界』が穴だらけじゃ、根本的な解決にはならないしな。世界を渡れるのはフレイズだけじゃないし、第二第三のフレイズなんか現れるのだけは勘弁だ。

　賢者パレリウスの子孫、セントラルとかいったか……その人になにか結界について教えてもらえるかもしれない。

　そこらへんに少し期待するか。パレリウスの遺産ってのもちょっと興味あるしな。
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　ディエント代表との会談から明日で約束の二週間だ。

　実をいうと、紅玉の眷けん属ぞくたちがディエントの周辺や、他の都に出した使いをピッタリとマークしていたため、事の推移はだいたい掴んでいたりする。

　どうも北の代表は慎しん重ちよう論ろんを出してきたらしいが、神殿にいるというセントラルの『とりあえず会ってから決める』という方針に落ち着いたようだ。僕ぼくの話を信用した、というよりも、自分たちも直に話を聞きたいということなのだろう。

　頭から反対されないで助かったかな。まずは話してからだし。

　東西同盟の各国代表にはパレリウス島への接せつ触しよくを伝えてある。主に貿易の対象となるのは、パルーフ、エルフラウ、ハノックあたりなので、同盟国には関係ないといえばないのだが。一応、パレリウス島に迷めい惑わくをかけられては困るので根回しはしてある。

　変な悪徳貿易商人が暴走したりとか御ご免めんだからな。

「にしてもパレリウス爺じいさんの遺産か。ちょっと……いや、かなり興味あるね」

「博士は面識があるんだっけ？」

「まあね。なかなかの変人だったよ。ボクが君を見つけた未来視のアーティファクト。あれもパレリウス爺さんの理論を元にしているんだよ」

　博士へんじんに変人扱いされるとは。相当エキセントリックな爺さんだったらしい。なんでもその爺さんも偏へん屈くつで、国に仕えるのを嫌きらい、弟子たちと隠いん遁とん生活をしていたそうだ。

「冬夜君、そのパレリウス島にボクも連れて行ってもらえないかな？　その遺産とやらを見せてもらえれば、なにかわかるかもしれない」

「うーん、構わないけど……余計なことするなよ？　絶対だぞ？　それでなくても微び妙みような時期なんだから」

「わかってるわかってる。そこらへんはわきまえているさ。君の愛人を信じたまえよ」

「誰だれが愛人だ」

『格納庫』のガレージで僕らがそんな会話をしていると、モニカがクレーンの上から声をかけてきた。

「おいコラー！　手伝わねえなら出て行けよナ！　集中できねえだろ！」

「おっとすまないね。じゃあ駆く動どう系けいのチェックでもするか」

「そっちは終わってる。歌唱魔ま法ほうの発動式をまだ全部入力してねえから、そっちの残りを頼むゼ」

「了解」

　博士がモニカの乗るクレーンとは別のクレーンで、ガレージに立つフレームギアのコックピットに乗り込んでいく。機体の色は白に近い桜色。桜専用の集団戦支し援えん型フレームギア、『ロスヴァイセ』だ。

　蓄ちく音おん機きにあるラッパのようなホーンが背中から左右の肩へと伸のびている。ちょっと見ると、大たい砲ほうのように見えるな。もちろん、あれは肩から伸びるキャノン砲などではなく、桜の歌唱魔法を増ぞう幅ふくする装備だ。それとは別に大音量による攻撃も可能らしいが。もちろん使わないときは肩から背中側へ回し、邪じや魔まにならないように収納変形できるようになっている。
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　ロスヴァイセのガレージを出て、今度は向かいのガレージに入ると、そこにはエメラルドのような緑色に光る機体が立っていた。

　コックピットにはロゼッタの姿が見える。機体の足あし下もとにはミニロボたちがちょこまかと走り回り、ロゼッタの手伝いをしていた。

　こっちはルー専用の遊撃戦換装型フレームギア、『ヴァルトラウテ』だ。

　状況に応じて、白兵戦装備、高機動装備、遠距離砲ほう撃げき装備、防衛戦装備、と使い分ける機体である。言ってみれば他のみんなの専用機のいいとこ取りをした機体とも言える。

　多様性を取り入れた結果、みんなの専用機よりは性能が少し落ちてしまったが。それ故、特化した強さはない。が、どんな状況にも対応できるため、苦手な戦局がないという強さを持つ。

　交こう渉しようがうまくいったら、この二つの機体のテストを兼かねて、巨獣退治をしてもいいな。ま、とりあえず明日、向こうと話をしてからだ。










　二週間前と同じ場所へ転移すると、以前のような鎧騎士が数十人並び、先頭にディエントが待ち構えていた。

　こちらも以前と同じように百機のフレームギアを引き連れている。お互い物々しいね。

「こんにちは、ディエント代表。それで話はしてもらえましたか？」

　返事の内容は紅玉の報告により知っているが、素知らぬフリして話を切り出だす。

「とりあえず、セントラル様を含ふくめ、皆と会っていただきたい。その上で返事をさせていただこうということに決まりました。お手数ですが、島の中央神殿までお越しいただけませんか？」

「中央神殿ですか。わかりました。では転移魔法で向かいましょう」

「え？」

　その場にいた全員を、一気に中央神殿のある丘の近くへと転移させた。この島の四つの都と中央神殿は、すでに紅玉の眷属から記憶を回収済みなので、地面に発動させた【ゲート】でストンと移動できる。

「こっ、これは……！」

「ち、中央神殿だ！　一いつ瞬しゆんで……！」

　ざわめく南都の騎士たち。僕が転移魔法を使えるのはこの間のことで知っているだろうが、体験するとは思わなかったのだろう。ディエントも少し動どう揺ようを見せつつ、中央神殿へ使いを走らせる。すでに他の都の代表たちは集まっていたらしく、僕らはすんなりと中へ向かうことになった。どうやら神殿の中にいる者たちにとって、この展開は予想済みだったらしい。

　半分ほどの南都の騎士たちを南の都に【ゲート】で戻す。向こうじゃいきなり消えてパニックになってるかもしれないしな。説明を頼もう。

　こちらもフレームギアに乗る団長のレインさんたちを残し、神殿へ向かうのは僕と博士、それに護衛（形でしかないが）として、八重と琥こ珀はく。

　大きくなった琥珀にだぶだぶの白衣を着た幼女博士が跨またがる。いいかげんサイズに合ったのをザナックさんあたりに作ってもらえよ……。

　正面に建つ建造物は、神殿と言っても円形の五階建てで、塔とうのような形をしていた。アレだ、ピサの斜しや塔とうをまっすぐにした感じ。ピサの斜塔よりも低いけど。

　ディエントの案内で正面の石階段をのぼり、神殿の中へ入ると、古めかしい石造りの城のような雰ふん囲い気きだった。古城って感じだな。聞くと五千年前に造られたものらしい。

「それにしてはずいぶんと状態がいいでござるな……」

「ああ、おそらく保護魔法がかけられているんだろうね。ボクの『バビロン』と同じだよ。経年劣化を妨さまたげることなんて『時あの賢者じいさん』にとっては簡単だろうし」

　なるほど。背後から聞こえてきた二人の声に僕も納なつ得とくする。時空魔法を使いこなしたという爺さんなら不思議はないか。

　警護の騎士たちの間を抜ぬけて、二階へと向かう螺ら旋せん階段を登る。二階の回かい廊ろうにある重々しい重じゆう厚こうな扉とびらを開けると、そこはかなり広めの大部屋だった。会議室だろうか。

　中央に置かれた円えん卓たくに男性と女性が二人ずつ、それと周りには護衛らしき騎士数人が待っていた。

　ディエントと同じような鎧を身に纏まとった三人は、老ろう齢れいの男性と青年、そして短い赤髪の若い女性であった。

　おそらく外見からして、この三人が残る都の代表なのだろう。

　そして残る一人、その女性は白いローブを着込み、女性には似合わない節くれだった大きな木の杖つえを手にしていた。腰こしまで伸びた少しウェーブがかかった栗くり色いろの髪に、眼鏡の奥おくには青い双そう眸ぼう。年としの頃ころは二十代半ばくらいか。隣となりの赤髪の女性よりは年上に見え、優やさしそうな微笑ほほえみを浮うかべている。過多な装そう飾しよくをつけるわけでもなく、どちらかというと地味な印象を与あたえる。

　僕が入室した後に、八重、そして博士を乗せた琥珀が入ってきたもので、皆一様にギョッとしたが、僕の召喚獣だと説明すると落ち着きを取とり戻してくれた。ま、いきなり虎とらが現れたらそりゃ驚くよな。

　白のローブを着た女性が立ち上がり、僕に手を差さし伸べてくる。

「初めまして、ブリュンヒルド公王陛下。私はアレリアス・パレリウスが末裔、セントラル・パレリウスと申します。この島の導師をしております」

「初めまして、セントラル導師。ブリュンヒルド公国公王、望月冬夜です」

　互いに軽く挨あい拶さつをして握あく手しゆする。この人がこの島の代表ということなんだろう。

　次いで、後ろの三人も紹しよう介かいされた。

　白髪と髭ひげの老人が東の都代表、モルガン・イースト。

　眼つきの鋭するどい茶ちや髪ぱつ青年が北の都代表、サジッタ・ノース。

　そして赤髪の女性が西の都代表、ミリー・ウエスト。

　それにディエント・サウスを加えて四代表か。こらまた見事に東イースト・西ウエスト・南サウス・北ノースと揃そろったもんだな。

　五千年前に何か称しよう号ごう的なものがそのまま家名になったのかもしれない。東西南北って意味の。それが僕の頭に翻ほん訳やくされるとこうなるってことなのかね。ま、気にしないでおこう。

　空いていた円卓の席に座すわると、まず僕からもう一度ディエントに話したことを説明する。

　空中に地図を展開し、世界情勢やフレイズのこと、この島が結界の影えい響きようによって、巨きよ獣じゆうがかなり高い頻ひん度どで生まれていること、そしてそれを解除する方法もあることなどをだ。

「ディエント代表にも申しましたが、この話を断るのならそれでも構いません。我々はこの島と付き合えたらいいと考えてはいますが、強制するものではないからです。むろん、その際は我々は引き上げ、この島に干かん渉しようすることを一いつ切さいやめましょう」

「二、三、質問してもよろしいか？」

　赤髪の女性、西の都のミリー代表が軽く手を上げた。僕はどうぞ、と言葉を促うながす。

「断った場合、他の国からの干渉もなくなると見てよいのでしょうか？」

「この島の結界は強力です。正直に言いまして、我々ブリュンヒルドの力なしでは、他国は到とう底ていたどり着けませんよ。よって、その心配はありません」

「結界を解いたとして、我々の領土に他国が攻せめ込む可能性は？」

「この島を攻めるには、よほどの大船団で攻めてこないと難しいでしょうが……。仮に攻めてきたとしても、都の結界は破は壊かいできないでしょうし、巨獣の多いこの島で長期に渡わたる侵略は無理だと思います。まあ、絶対とは言えませんが」

　結界を消したことで巨獣が少なくなり、内部に侵しん入にゆうした内通者などの手引きを使えば、都を落とされることもあり得る。

　ただなあ。正直言ってこの島にそこまでの価値はない。巨獣のせいで農地は少ないし、産業に至っても圧あつ倒とう的てきに生産量が少ない。あるとしたら鉱脈などだが、それにしても侵略して手に入れるほどかっていうと……。

　巨獣の素材は魅み力りよく的てきだが、それを手に入れるには多くの犠牲が必要になってしまう。

　第一、ここに攻め込めそうな国で、それだけの大船団や、国力に余裕のある国はない。ユーロンが今も存在していたら危なかったが。あそこなら嬉き々きとして破壊工作員を送り込んでいただろうな。

　あとは魔ま王おう国ゼノアスくらいか。っていうか、ゼノアスが侵略を開始するなら、まずユーロンに行くよな。

　じゃあなんでそんな価値のない島に国交を求めるのか。間ま違ちがえないでほしいが、他の国もそこまで固こ執しつしてはいない。だけど違ちがった文化は刺し激げきになるし、なにが文明発展のとっかかりになるかわからないからな。この島独自の文化や風習もあるだろうし。

　ただ、巨獣によって限られた領域でしか生きられないこの島の人たちにとっては悪くない話だと思うのだけれど。

「結界を解けば、公王陛下が島の巨獣を退治してくれると聞きましたが本当ですかな？」

　東の都代表、モルガンも質問を投げかけてきた。僕はガラス窓ではなく、木製の雨戸が開かれた窓から見える、フレームギアたちを眺めながら口を開く。

「あのフレームギアは、対フレイズ用の兵器です。その訓練、あるいは新型機のテストに巨獣はうってつけなわけでして。もちろん巨獣の素材はいただきますが、何割かはお渡ししますよ。そちらの土地で勝手させてもらうわけですから」

　ふむ、とモルガンは椅子にもたれて沈ちん思しして黙だまり込む。今度はセントラル導師から手が上がった。

「この島の結界を消す、と申されましたが、どのような方法ででしょう？　この島はアレリアス様の施ほどこされた結界で覆おおわれております。その中ちゆう枢すうとなる魔道具はこの神殿の地下にございますが、幾いく重えにも結界が施され、誰も触ふれることも破壊することもできないのですが……」

　やはりそうか。そんなことじゃないかとは思っていたので、懐から例の注射器に似た魔道具アーテイフアクトを取り出した。

「この魔道具アーテイフアクトは魔道具アーテイフアクトの効果を打ち消すという効果を持っています。つまり、魔法の付ふ与よをすべて剥はぎ取ってしまうのです。これを使えば結界の魔道具アーテイフアクトは全すべての力を失い、二度と元に戻ることはないでしょう。一回限りの使い捨てですが」

　テーブルに置いた小さな魔道具アーテイフアクト『初期化イニシヤライズ』にみんなの視線が集まる。

　僕はそれをセントラル導師の方へすっと差し出した。

「差し上げます。使うか使わないかはあなたたち次し第だいです」

　今まで外界の敵から守ってくれていると信じていた結界を消せと言うのだ。そんな簡単に結論を出せるもんじゃないのはわかっている。今すぐに結論を出せというのは難しいのかもしれないが……。

　セントラル導師がこちらをしっかりと見み据すえてくる。

「もしも、ですが。結界はこのままにして、外界への脱だつ出しゆつを望む者だけを陛下に転移してもらうことは可能でしょうか。その際、出て行った人々を受け入れてくれる国はありましょうか？」

　なるほど。そうきたか。島に残る者と出ていく者を、分けてしまおうというわけだな。

「できないことはありませんよ。受け入れてくれる国もあるでしょう。しかし、あまりお勧すすめはできません。ここと同じような暮らしはできないでしょうし、全て一からやり直しになるでしょうし」

　巨獣に襲おそわれるようなことは無くなるかもしれないが、裸はだか一いつ貫かんで、なんの当てもなく伝つ手てもなく、風習や文化の違う国で暮らしていくのはかなり大変だと思う。家族ぐるみなら尚なお更さらだ。

「もうすでにその『初期化イニシヤライズ』を渡した以上、決めるのはあなたたちです。結界を消すか、消さないか。僕らはあなたたちの出した答えをできるだけ尊重したいと思っています。どうかよくお考えください」

「……ありがとうございます。もう一度、よく話し合ってみたいと思います」

『初期化イニシヤライズ』を手に取り、セントラル導師が頭を下げる。

　とりあえず、あとは向こうに任せよう。結界を解くなら協力するし、このままでいいと言うなら干渉はすまい。何十年後かになってから向こうが解除しても構わないし。ま、その場合、力を貸すことはできないかもしれないけど。

　不意にくいくいと博士に服の裾すそを引っ張られた。おっと、そうそう。そうだった。

「ひとつこちらからも質問があるのですがよろしいですか？」

「なんでしょう？　我々に答えられることでしたら」

「『時の賢者』アレリアス・パレリウスが残したという遺産……『門』でしたか。それを見せてもらうことはできますか？」

「『門』ですか。構いませんよ。いただいた魔道具のお礼といってはなんですが。特に隠かくしてあるわけでもないので」

　セントラル導師がにこやかに微笑むが、それを聞いて、北の都代表のサジッタが口を挟はさんできた。

「セントラル様。アレリアス様の遺産とも言うべき『門』に、部外者を近づけるのはどうかと思いますが。万が一破壊でもされたら……」

「五千年もの間、何の用よう途とで造られたかもわからない、未完成の物を壊こわしてなんの得があるのです。それよりも私は陛下に見せることで、なにか『門』についてわかるのではと思っているのですよ」

　セントラルの言葉にサジッタが口を噤つぐむ。確かに僕と博士には、構造を分ぶん析せきする【アナライズ】の魔法が使える。僕が分析してもおそらく理解はできないが、博士なら何かわかるかもしれない。

「どうぞこちらへ。『門』は神殿の最上階に設置してあります」

　僕らはセントラル導師に連れられて、神殿の最上階へと螺旋階段を登っていく。

　新天地へ導くとされた『門』。世界の結界の復元に、なにか関かかわりがあるのだろうか。それとも……。










　神殿の最上階は一階丸々吹ふき抜けになっていて、高い外がい壁へきの上には空が見えた。雨ざらしなのかと思ったが、ここにも結界があり、雨は弾かれるのだそうだ。

　床ゆか一面には、様々な幾き何か学がく模様を集めたような見たこともない魔ま法ほう陣じんが描えがかれており、その中央に『それ』はあった。

　確かに『門』としか言いようがない。扉は無く、アーチ状の入り口が見えるだけだ。フランスの凱がい旋せん門もんを小さくしたような、白銀に光る『門』であるが、上の方に電気メーターの円えん盤ばんのようなものと、アーチ中央の上部に半月型のタコメーターのようなものがある。

　材質は金属か？　光こう沢たくがあるそれはとても五千年もの年月を過ごしてきたようには見えない。おそらくこれも保護魔法が付与されているのだろう。

「触さわっても？」

「どうぞ、ご自由に」

　セントラル導師に許可をもらい、手を触れる。ひんやりとした感触から、やはり金属だと確信する。それに魔ま力りよくが込められていて、複雑な流れを作っているように感じられた。

「硬かたそうでござるなあ」

「オリハルコンやミスリルとも違う……見たことのない金属だな」

　同じように門に触れていた八重の感想に頷うなずきながら、軽く手の甲こうで叩たたいてみる。金属であることは確かなのだが。

「ふむ。『クロノチウム』か。ここまで純度の高いものは初めて見たな」

　琥珀から降りた博士がペタペタと門を触る。その言葉を聞いて、セントラル導師が目を見開く。

「ひと目で見み抜ぬくとは……。陛下、この子はいったい？」

　まあ、見た目が十歳さいに満たない女の子じゃ驚くか。

「この子はレジーナ・バビロン博士。うちの魔工学士ですよ。彼かの女じよの無属性魔法でこの門を分析してもいいですか？　きっとなにかわかると思うんですが」

「え!?　あ、ああ、はい、それは構いませんが……」

　無属性魔法云うん々ぬんより、目の前の幼女が魔工学者ということに驚いているのだろう。後ろに控ひかえる他の四代表も同じで、呆あきれたような、怪あやしむような視線が博士に集中する。

　そんなことはどこ吹く風かぜとばかりに、博士は目の前の『門』に両手で触れて、魔力を集中し、分ぶん析せき魔法を発動させた。

「【アナライズ】」

　頭に流れ込んできた情報を整理しているのだろう。博士は時折、ふむ、とか、む？　とか呟つぶやいたり眉まゆを寄せたりしている。

　こっそりと僕も【アナライズ】を試ためしてみたが、二秒ほどで理解するのを諦あきらめた。材質や構造などはわかるのだが、なにがどうしてその部分に作用するのかさっぱりわからん。圧倒的に知識が足りない。理解力もだが。知識のない奴やつが電化製品の設計図を見たってわけがわからんのと同じだ。

「見たこともない構造式だ。確かにこれは大したシロモノだよ。転移魔法と時空魔法……【ゲート】と同じような効果を持つ魔道具アーテイフアクトなのは間違いないんだが……なぜ、座ざ標ひよう軸じくが指定されていないんだ？　いや、指定されていないというよりも、初めからそのことを考こう慮りよしていないような……。起動させるための魔力があり得ないほど高く設定されている。これでは……」

　ぶつぶつと自分の世界に入り込んでしまった博士を放っておいて、セントラル導師に話を聞くことにする。

「この魔道具はアレリアス・パレリウスが遺のこしたものなんですね？」

「はい。我が祖、アレリアス・パレリウスはこのパレリウス島を自らの魔学実験場にしておりました。この神殿自体がこの『門』のための土台でもあるそうです。完成を前にパレリウスは息を引き取り、そのあとを高弟の四人が引ひき継ぎましたが、結局完成することはなかったと伝えられて、」

「いや、ある意味完成はしてるよ。これは」

　セントラル導師の話をぶった切るように、『門』から手を離はなした博士が、だぶだぶの白衣の袖そでで額の汗あせを拭ぬぐう。

「効果とか用途は動かしてみないとわからないけど、魔力発動の起動式とか一通りは完成しているよ」

「じゃあなんで魔力を流しても発動しないんだ？」

「簡単さ。単純に発動に必要な魔力が足りないんだよ」

　魔力が足りないって……。この門の大きさならそんなにかからないと思うけど。まさか島を丸ごと転移させるとかの魔法式が組み込まれているわけじゃあるまいな。門の形はフェイクとか？

「起動魔力が足りない……？　私はそれなりに魔力量が高い方なのですが、それでも足りないと言うのですか？」

　セントラル導師が訝いぶかしげに博士に問いかける。

「察するに君の魔力が高いと言っても、せいぜい人の二、三人分くらいだろう？　桁けたが違うよ。この魔法式を起動させるには、少なく見積もっても十万人規模の魔力がいるね」

「じゅ……ッ!?」

「しかもそれで一秒足らずの起動だ。普ふ通つうになんか起動できっこない。一人で魔力を毎日込め続けても三百年くらいかかるね」

　三百年毎日魔力を込めて一秒足らずの起動って……なんだその効率の悪さは。

　セントラル導師は元より、後ろの四代表も唖あ然ぜんとしている。

　魔法が使えない八重だけは難しい顔をして首を傾かしげているが。イマイチ把は握あくできてないのだろう。僕だってよくわかってないから安心しなさい。

「その魔力量を得るために、魔ま力りよく増ぞう幅ふくの魔法式を組み込もうとしていたみたいだけど、うまく噛かみ合あっていないのさ。たぶんここさえ完成させることができたなら、百分の一くらいで済むだろうね」

「完成すれば三年間で起動させることができるというわけですか？」

「ま、理論上はね」

　三年か。それならまだ現実味があるかな。三人でやれば一年間で済むし、三十六人でやれば一ヶか月げつで済む。

　と、僕が発言すると、複数の魔力を混入すると起動がスムーズにいかないため、オススメできないとのこと。あれま。

　魔力にはそれぞれ個人の波長というか色がある。三十六色の絵の具の中から一色を取り出し、一ヶ月間同じ色で全部塗ぬったキャンバスと、一日一色、違う色を一ヶ月間塗ったくったキャンバスでは全く違う。純じゆん粋すいな統一された魔力を、というのなら一人でやった方がいい。

「それで未完成、と……」

「完成はしてはいるが未完成。まあ、冬夜君がいれば起動できるだろうけど」

「あー……やっぱりそうなるか」

　博士の悪戯めいた視線に、僕は頭を掻かく。

「その……あれだけの巨きよ人じん兵を転移させたことから、公王陛下の魔力量が高いことはわかっていましたが……。いったいどれほどの魔力量を……」

「さあ？　あまり減ったことがないので、なんとも。今の状態でも数百体の召しよう喚かん獣を使し役えきしていますが、ほとんど減ってませんし」

「なッ……!?」

　琥珀たち神しん獣じゆう五匹にその眷属を合わせても、全く減った気がしない。神気に目覚めてからは尚更だ。ホント、常人離れしてきた。今いま更さらだが。

「まあ、起動させることはできると思いますよ。えーっと、一応聞きますけど、起動しても？」

「は、はい。アレリアス・パレリウス様が何をなさろうとしていたのか、それを知ることができるのなら……」

　セントラル導師に一応許可をもらったので、色々と準備をすることにした。

　この形状や転移式というからには、【ゲート】のように、転移門が開くのだろう。だけど、この世界のどこに繋つながってるのかもわからないしな。

　シェスカの『空中庭園』を見つけた時のように、海中とかに開いたら大変なことになる。五千年前とは地形がかなり変わっているところもあるしなあ。

「護衛としては冬夜殿どのを危険に晒さらすことは許可できないのでござるが……」

「まあ、どこに跳とんでも僕なら戻ってこれるしね。なにかあっても対処できるし」

　僕としても八重を危険には晒したくない。渋しぶる八重にここで待ってくれるようになんとか説得して、僕らは『門』の周辺三六〇度に防護結界を張った。もし海中だったとしても、この半ドーム状の結界で防げる。そうしたらすぐ『門』を閉じればいい。

「じゃあひとつやってみるか」

　みんなを下がらせて、『門』に手を触れる。そのまま魔力を流し始めると、『門』の上部にある回転盤ばんが回り出し、中央に設置されたタコメーターの針が動き出した。ははあ、これが魔ま力りよく充じゆう填てんの目安なんだな。なんとレトロな。

　一気に魔力を注ぎ込むと、回転盤が猛もうスピードで回転し始め、タコメーターがギュンッと半分ほど上がった。それに伴ともない、『門』の床ゆか下したに刻まれた魔法陣が輝かがやきを帯びて広がっていく。

「おお……！」

「これは……！」

　周りの人たちが驚おどろいていたが、僕も別の意味で驚いていた。結構注ぎ込んだのに、まだ一いつ杯ぱいにならないのか。どんどん『門』は魔力を吸収し、やがて魔法陣だけではなく、神殿自体が光を帯び始めた。タコメーターはすでに80％に突とつ入にゆうしている。

『門』の中の空間に揺ゆらぎが生じる。もうちょっとで転移門が開くな。それを確かく認にんした僕は、さらに魔力を注ぐ。

　やがてタコメーターが完全に１００％を示した時、『門』の中の空間に別の風景が現れた。木々と空が見える。危険な場所ではないようだ。

「繋がったか？」

　魔力を流すのをやめると閉じてしまうかもしれないので、手を触れたそのままの状態で正面に移動する。閉じる前に移動しなければ。

「じゃあちょっと行ってくる」

　みんなに軽く告げると、僕は『門』の中へと足を踏ふみ入いれた。

　妙みような感覚。

　薄うすい抵てい抗こう感のあるゴム膜まくを抜けるような、泥どろの中を進むような、そんな感じ。

　多少の不快感を拭い去さるように、一気に身体を『門』から抜けさせる。

　すぐに大地を踏みしめる感覚が戻もどり、僕は見知らぬ森の中に立っていた。

　振ふり返かえるがそこには何もない。やはり一方通行の転移門なのだろう。

　かなりの疲ひ労ろう感がある。魔力を半分ほど持ってかれた感じだ。それも早々と回復し始めているが。

　さて、ここはどこだろう。大樹海……ではないな。普通の森って感じだし。

　スマホを取り出し、マップ表示をしようとしたのだが。

「あれ？」

　なぜか開かない。なんだ？　この森自体に結界が施されているのか？　これも『時の賢けん者じや』アレリアス・パレリウスの仕し業わざか？

　いや、アレリアス・パレリウスは『門』を完成できなかった。そんなはずはない。

　とりあえず八重に連れん絡らくを入れようと電話をかけるがそれも繋がらない。琥珀への念話も同様だった。よほど強力な阻そ害がい結界が施されているのだろうか。

　試しに風魔法を使ったら発動できたので、魔法を封ふうじられたわけではなさそうだ。……どういうことだ？

　一人悩なやんでいると、手前の森の奥から誰かの悲鳴と、木の倒たおれるような音が聞こえてきた。なんだ!?

　僕はすぐにそちらの方へと駆かけ出し、深い森を走はしり抜ける。やがて街かい道どうのような場所へと出たが、周りの木々が根元から何本もなぎ倒されていた。なんだこりゃ。

　そしてさらにそこで目にしたものは、大きな金属製の馬車に襲いかかる、ティラノサウルスに似た双そう頭とうの恐きよう竜りゆうだった。

「なんだありゃあ……!?」

　僕が思わず眉を寄せてしまったのは、そのティラノサウルスのような双頭竜が見たことがない魔獣だったのもある。

　だが、それ以上に見たことのないものに目を奪うばわれていた。

　金属製の馬車……普通、馬車というのは馬が引くものである。何を当たり前のことを、と思うかもしれないが、目の前のものは馬が引いてはいなかった。

　例えるなら……蟹かに？　足が左右に数本あって平べったく、鋏はさみはないが形状がよく似ている。

　ただそれが、機械仕じ掛かけの蟹であるということが僕の思考回路をショートさせていたのである。

　さらに言うならその機械蟹が引いていた馬車も普通の馬車では無く、そのまんま、『バス』と言った感じのものだった。カニバスとでも言うのだろうか。あるいはカニワゴンとか？　丸リベットがバシバシ打ってあって、古めかしいデザインではあるが、やはりバスに似ている。

「なんかのアーティファクトか……？」

　思わずつぶやいていると、双頭竜が強い体当たりで蟹もろとも馬車に一いち撃げきを食くらわせた。と、同時に馬車の中から幾いくつかの悲鳴が響ひびいてくる。おっと、見てる場合じゃなかった。間違いなくあの中に人がいる。助けなくては。

「【炎ほのおよ来たれ、煉れん獄ごくの火柱、インフェルノファイア】」

　僕の魔法によって、双頭竜が突とつ然ぜん火柱に包まれる。もがき苦しみ、双頭竜が馬車から離れたところを狙ねらって、【ストレージ】から取り出したブリュンヒルドのブレードモードで、首を二つとも一気に刎はね飛ばした。

　地じ響ひびきを立てて首の無くなった恐竜が地面に倒れこむ。

　機械仕掛けの蟹が体勢を元に戻し、馬車の中から数人の人間たちが顔を覗のぞかせた。どうやら無事だったようだ。よかった。

　そのうちの一人、商人風の男がこちらへ歩いてきて、僕に向かって笑え顔がおで話しかけてくる。

「atihsamirakusat.uotagiraomuod」

「……は？」

　いかん、言葉が通じない。あれ？　ここって共通語圏けん内ないじゃないのか？　やっぱり大樹海なのかな？

「共通語話せます？」

「era? akusedatakonukokiag? anadabotokianonotokatiik……」

　いかん。目の前の商人のような髭を生やしたおじさんも、言葉が通じないことに戸と惑まどっているようだ。

　仕方ない。言葉が通じないんじゃどうしようもないからな。

　僕ぼくは身み振ぶり手て振ぶりで敵対意思はないことを伝え、手を差し伸べた。すると向こうも手を差し伸べてきて、僕の手を握にぎる。よかった。握手の文化はあったか。この魔法は相手に触れていないと効果がないからな。

「【トランスレーション】」

　僕から流された魔力が相手に伝わり、その情報を得て、再び僕へと戻る。

「これで話がわかりますか？」

「あ、アレント語が話せるんですね！　よかった、どうしようかと……」

【トランスレーション】は翻ほん訳やく魔ま法ほうだ。相手の記き憶おくから言語に関することだけを吸収し、自らの言葉に変える。

　ふむ、この言葉はアレント語というらしい。聞いたことのない言葉だな。

「私は旅の商人でペドロ・サンチョと言います。助けてくれてありがとうございました」

「いえいえ、どうかお気になさらず。あ、僕は望月冬夜と申します」

「トーヤさんですか。珍めずらしい名前ですね。どこのお生まれですか？」

　正直に地球です、と言うわけにもいかないので、いつものようにごまかすことにする。

「生まれはイーシェンの近くですね。今はブリュンヒルドに住んでいます」

「イーシェン？　ブリュンヒルド？　聞いたことのないところですね。辺境の方の村ですか？」

　ブリュンヒルドはまだしも、イーシェンも聞いたことがないのか？　本当にここっていったいどこなんだろう……？　先ほどから疑問に思っていたことを、サンチョさんにぶつけてみる。

「あのう、こんなことを聞くのはなんなんですが、ここってどこなんでしょうか？　ちょっと迷子になってまして」

「ここは首都アレンから馬車で一日ばかり東に来た街道ですよ」

「首都アレン？　……どこの国の首都ですか？」

「どこって……。首都アレンっていったらアレント聖王国に決まっているじゃないですか。あ、ちょっと待ってて下さいね」

　サンチョさんは馬車の方へ戻ると、手になにやら紙のような物を持ってきた。

「地図です。ほらここがアレント聖王国。そしてここが首都アレンですよ」

「…………嘘うそだろ……」

　手て渡わたされた地図を見て愕がく然ぜんとする。それは世界地図に間違いはなかった。僕がスマホのマップでいつも呼び出していたものに間違いはない。一つのことを除いては。

　東の果てにあるはずのイーシェンが西の果てにある。それも左右ひっくり返った形で。

　そう。その世界地図はまるで鏡に映したように、左右逆転した地図だったのだ……。
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　どういうことだ？　あの『門』は単なる転移門では無く、異世界へと渡る次元転移門だったというのか？

　時空魔ま法ほうを得意としていたアレリアス・パレリウスならそれも可能だったのか。いや、可能じゃなかったのを、僕というイレギュラーが可能にしてしまったわけだが。それにしてもこれは……。

「トーヤさん？　大だい丈じよう夫ぶですか？」

　黙り込んでしまった僕にサンチョさんが声をかけてくる。

「あ、いや、大丈夫です。思ったより遠くへ飛ばされたようで、びっくりしてしまって……」

「飛ばされた？　じゃあ、トーヤさんは転移魔法かなにかでここまで？」

「ええ。そうみたいです……」

　心配そうにこちらを窺うかがってくるサンチョさんに、心苦しい答えを返す。っていうかこの世界にも魔法ってあるんだな。

　王都まで連れて行ってくれるというサンチョさんの申し入れを断って、僕らは別れた。移動手段はいくらでもあるし、今はちょっと考えたい気分だったので。

　王都で店を出だしているというサンチョさんに、王都に来たら必ず寄ってくださいと念ねん押おしされながら、遠くなるカニバスを見送った。

　さて、どうしよう。

「【ゲート】」

　転移魔法を発動するが、どこにも繋がらない。ええー……。

　ど、どうやって戻ろうか……。

　これってかなりヤバいかも……。向こうで消息不明になっていたら大変な騒さわぎになってるんじゃ……。

　軽くパニックになりかけていたところへ、懐ふところのスマホが着信を告げる。取り出すと『着信 神様』の文字。

　おおお！　文字通り、神の助け！

「もっ、もしもし!?」

『おお、繋がったか。冬夜君、無事かね？』

「無事は無事ですが、ちょっとパニくってます……」

『はっはっは。まさか別の世界に転移するとは思わなかったの。今から迎むかえをやるからそこで待ってなさい』

　迎え？『？』マークが頭に浮かんでくるより先に、目の前に光が集束して、閃せん光こうと共にその中から誰だれかが現れた。

「まったく……。世話をかけるのよ」

「花恋姉さん……」

　光の中から出てきたのは、恋れん愛あい神の花恋姉さんだった。呆れたような顔をして、腰に手を当てている。

「向こうじゃ琥こ珀はくちゃんたちがいきなり消えるわ、電話は繋がらないわ、何かあったんじゃないかって大変だったのよ。八重ちゃんは泣きながら連絡してくるし」

　あちゃー……。そうか、琥珀たちに供給している魔力が届かなくなったんだな。そりゃ、なにかあったかと思うのも仕方ないか。

「私たちも完全に冬夜君の存在を感じられなかったから、この世界から消えたとわかったのよ。で、世界神様に連絡をとって探してもらったのよ」

「お手数をおかけしまして……」

　時間にして一時間も経たってないはずだが、と思ったが、転移門をくぐる際に十時間ほど経過していたらしい。

　目の前にいた琥珀までもが消えたんじゃ、八重が心配する気持ちもわかる。僕がまともな状態じゃなくなったと判断したんだろう。

「で、どうやって元の世界に戻れば？」

「『異空間転移』を使えればいいんだけど、まだ冬夜君には負担が大きいのよ。なので一度神界へ行って、そこから元の世界へ戻るのよ」

　別の世界へ行くより、神の世界へいく方が楽ってのも悪い冗じよう談だんだな。

　ここと向こうの、二つの『世界の結界』を抜ぬけるよりは、『神しか入れない世界』の方が僕にとっては行きやすいのか。他の者には絶対に無理なんだろうけど。

　とりあえず【ゲート】を使って神界へと赴おもむくと、神様が相変わらずの四よ畳じよう半はん部屋に座って待っていた。

「ご迷めい惑わくをおかけして申し訳ありません……」

「いやいや、大したことじゃないさ。世界を転移することなんて、よくあることだからの」

　どうもそうらしい。世界は異世界転移で満ちている。僕らの世界で言う、神かみ隠かくしなんかもそのたぐいなんだろう。

「とにかく早く戻って安心させた方がよいじゃろ。話はまた今度な」

「はい。すいませんでした」

　もう一度神様に謝あやまって、【ゲート】を開き、パレリウス島の神しん殿でん最上階、転移した元の場所に僕と花恋姉さんは戻ってきた。

　そこで見たものは、八重が『門』の前で正座している姿と、『門』を調べている博士、そしてそれを遠くから取り巻くように見ている、この島の四代表配下の騎き士したちであった。

「ただいま」

「と、冬夜どの……？　冬夜殿！」

　声をかけると、八重が弾かれたように立ち上がり、僕へ向けて抱だきついてきた。ぐはっ。スゥとはいろんな意味で比べ物にならない……。

「し、心配……心配したんでござるよぅ……。琥珀も消えてしまうし、連絡もつかないしぃ……。もっ、元の世界に帰ってしまったかと……ううう～」

　そうか、そんな心配をしていたのか。僕は泣きじゃくる八重を抱きしめながら、サラサラの黒くろ髪かみを撫なでた。

「僕が八重たちを残してどこかに行くわけがないだろ？」

「ぐすっ……そうでござるな……」

「いい雰ふん囲い気きのところ悪いんだがね、ここにもう一人、君を心配した人間がいるんだが」

　横を見ると博士がジト目でこちらを睨にらんでいた。

「心配カケタ。悪カッタ」

「なんか棒読みで、八重との差があるような気がするけど……まあ、この際置いておこう。で、この『門』はいったいどこに繋がっていたのか、教えてくれるかい？」

「ああ、それなあ……」

　階下の階段からセントラル導師が上がってくるのを見ながら、どう説明したらいいものか途と方ほうに暮れる。

　ううむ。どうしたもんか。










「異世界……？　別の世界へ転移する『門』だったと……？」

　セントラル導師以下、四代表は元より、博士も驚きよう愕がくの事実に目を見張っていた。

　結局、正直に言うことにした。どうせ僕以外そう簡単に起動できないし。信じてくれるかどうかは別問題だったが。
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「裏世界、とでも言えばいいんですかね。僕らの世界と似てはいますが、いろいろと違う世界のようです」

　サンチョさんに見せてもらった地図をスマホのカメラで撮とっていたので、【ドローイング】で転写して、みんなに見せた。

「アレリアス・パレリウス様が仰おつしやっていた『新天地』とは、このことだったのか……」

　ディエントが小さく呟く。おそらくそれは正しい。正確には異世界転移を研究していたアレリアス・パレリウスが亡なくなり、それを受うけ継ついだ四高こう弟ていがそれを使ってフレイズのいない世界へと旅立とうとしたのだろう。

　だが、アレリアス・パレリウスほどの天才に、弟で子したちは遥はるかに届かなかった。結局、完成させることはできず、その子孫たちはこの島に閉じ込められている。

「さて、これであなたたちには選せん択たく肢しが増えました。今まで通り、巨きよ獣じゆうと戦いながら暮らしていくか。結界を壊し、外の世界と関わり合って生きていくか。結界はそのままで、外の世界に行きたい者だけ解放するか。それとも『門』をくぐり、異世界へと旅立つか」

　会議室の中がシンと静まり返る。それに構わず僕は言葉を続けた。

「言っておきますが、異世界へ行くなら最後、二度と戻って来れないと思ってください。僕は運良く戻れましたが、あなたたちではほぼ不可能です。向こうでは言葉も通じませんし、世界情勢もわかりません。そこを覚かく悟ごした上で答えを出してもらいたいのです」

　正直、双頭竜あんなのがうろついている世界だ。現代日本のような安全性はあるまい。察するにここと同じようなレベルじゃないだろうか。フレイズが来ないってとこだけ、こっちの世界よりは安全かな。

「今すぐには答えは出せません……。幾いく日にちかいただけますか？」

「構いませんよ。特に急いでいるわけではないので。じっくりと話し合って下さい」

　セントラル導師の言葉に僕は静かに頷く。彼女の言うことももっともだし、この島の住人のこれからの運命を決めることだ。ちゃんと話し合った方がいい。

　とりあえず今日のところは帰ることにしよう。いろいろ疲つかれたしな。
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　ブリュンヒルドに戻ると、みんなからもみくちゃにされた。心配してくれたのは嬉うれしいんだけど、ちょい痛い。

　あらためて琥珀たちをまた呼び出し、いきなり送そう還かんされたことを謝っておく。びっくりしたろうからなあ。

　新人冒ぼう険けん者しやのロップたちに預けたスノーラットのスノーも呼び直した。

「悪かったな。さ、みんなの元におかえり」

　スノーにロップたちへの謝罪のメモを持たせて、外へと放す。雪ネズミの召喚獣はあっという間に夕ゆう闇やみの中へ消えて行った。

　うーむ。またこういったことがないように、どこかに僕専用の魔力タンクでも用意しとくか。電池みたいに魔力を貯ためておいて、いざとなったらこっちから補給されるようにすればなんとかなるんじゃないかな？

「それにしても異世界ですか……。フレイズや冬夜さんの話から、そういう世界があることはわかっていたつもりなんですけど……」

　ユミナが白いパジャマ姿のまま、僕のベッドの上で転がりながらそう呟いた。

　ユミナだけじゃない。他の婚こん約やく者しや全員が僕の寝しん室しつへと攻せめ込んで来ていた。心配させた罰ばつと言うことだが、もちろん何もする気は無いぞ。……今はまだ。

　ベッドはそういうこと（どういうことかは語るまい）を考慮して、十人で寝ねても大丈夫なほど大きい特注品だ。ま、今回はプラス熊のぬいぐるみも来ているけれど、それぐらいは許容範はん囲いである。

　ぶっちゃけて、ベッドだけで十畳じよう以上ある。一人で寝る時はその隣となりの個人用ベッドで寝るのだけれど。

「のう冬夜、向こうの世界はどんな感じだったのだ？」

　黄色いかわいいパジャマを着込んだスゥが背中に抱きついてくる。お泊とまりのせいかテンションが高いな……。

「うーん、あまり長い間いなかったからね。大して見物して来なかったんだよ。みんなが心配してると思ったから、早く戻らなきゃって思ったし」

「心配したんですよ、みんな」

「心配、した……」

　リンゼと桜がちょっと責めるような目を向けてくる。もう何回も謝ったから許してほしいんですけど……。

「目の前で琥珀が消えた時は、拙せつ者しや、心臓が止まるかと思ったでござる……」

「あたしも八重から連絡もらった時はどうすればいいかわからなかったわね」

「でも無事に戻ってくれてよかったです」

　八重だけじゃなく、エルゼやヒルダにも心配させたようだ。僕も今回のことは予想外のことだったんだけどね。

「でも冬夜様……その異世界からよく帰ることができましたわね？　【ゲート】も使えなかったのでしょう？」

「あー……。うん、その、なんというか……」

「……またなにか隠かくしているわね？」

　ルーの質問に言いい淀よどんだ僕へ向けて、リーンの目が鋭するどく光る。

　む、む、むう。もう話してしまうか。口止めされているわけじゃないし、彼女たちに隠し事ごとをし続けるのも心苦しいし。

　僕は神様のことを含ふくめ、どうやってこの世界に来たか、自分がどういう存在になりつつあるのかみんなに話した。

　初めは冗談だと思っていた彼女たちも、だんだんと言葉少なになっていき、やがて大きなため息と共に呆れた表情を浮うかべた。

「……なにから突っ込んだらいいのかわからないわ」

　エルゼが心底呆れたような声を出す。

「私たちのダーリンは異世界人で神様の眷けん属ぞくってわけね……。長い人生でこんなに驚かされたのは初めてよ」

「でも、いろいろなことが納なつ得とくできますわ」

　リーンの言葉にルーが頷きながら一人納得している。それで納得されるのもなんだか複雑な気分だが。

「ってことは、義姉あね上たちも……」

「神族だよ。ただ、下界じゃ神の力を使うことは禁じられているらしいけどね」

「そう考えるとこの国ってとんでもないのね……。冗じよう談だん抜ぬきで天下無敵じゃないの」

　リーンが何度目かのため息をつく。

「まあ、冬夜さんが何者だろうと私たちの大切な旦だん那な様さまであることには変わりありませんし、問題なしですね」

　そんな風にユミナがまとめると、みんながそれぞれ小さく頷うなずいた。まったくうちの婚約者フイアンセたちはみんな肝きもが据わっている。

　嬉しい反面、なんか恥はずかしくなってしまい、僕はそそくさとベッドの隅すみで布ふ団とんをかぶって丸くなった。

　くすくすとユミナたちが笑っている声が聞こえたが、聞こえないフリをして寝てしまおう。

　ああ、明日にでも神様のところへ行って、今回のお礼をしてこないと。なんか手て土産みやげを持っていかないとなあ。

　花恋姉さんの話だと『異空間転移』って神しん技ぎを覚えれば、あの世界に自力で行けるようになるみたいだけど、すぐには無理かな。その前に行っても問題ないように魔ま力りよくタンクの設置が先か。

　いろいろ考えていたら、だんだんと睡すい魔まが襲おそってきて、僕は夢の世界へと旅立ってしまった。







第二章　邪神獣







　次の日、さっそく僕は神様のところへと訪おとずれていた。もちろん、ルーお手製の惣そう菜ざいと、料理長クレアさんの作ったケーキを持って、だ。

「この度たびは本当にご迷惑を……」

「気にすることはないのにのう。ちょっと調べて電話しただけじゃし。まあ、コレはありがたくもらっとくよ」

　差し出したお土産を、昭和チック満まん載さいの小さな冷蔵庫へ入れる神様。今更だけど、あの冷蔵庫も神具なんだろうなあ。

「異世界転移自体はそう珍しいものじゃないんじゃよ。他の世界の者が召しよう喚かんしたりもあるし、時空の裂さけ目めから迷い込むこともある。生まれつき、そういう能力を持つ者もいるしのう」

　よく小説なんかである勇者召喚とか、そういうやつか。エンデみたいな『世界を渡わたる』能力を持っているやつもいるしな。

「この間僕が行ったあの世界。あそこはどういう世界なんでしょう？」

「あそこかね？　まあ簡単に言えば、君の今いる世界と隣となり合った世界のひとつだのう。じゃから似ているところもかなり多いはずじゃよ。ま、もっとも、『もう一人の自分がいる世界』とかそんなんじゃないがね」

　ひっくり返ってはいたが、そっくりな世界地図とか、魔法がある（らしい）ところとか、共通点は確かに多そうだ。女になった自分がいるとか、そういうあべこべなパラレルワールドはゴメンだが。

「それにあの世界も一度大きな戦争で滅ほろびかけたりしたしのう」

「え？　それはフレイズに？」

「うんにゃ。普通に世界戦争じゃな。技術がエスカレートし過ぎて自ら文明を滅ぼしたわけじゃ。ま、これはどの世界でもよくあることなんじゃが」

　ああ、僕らの世界にもノアの方はこ舟ぶねとか神々の黄昏ラグナロクとか、そういった神話はあるな。破は壊かいと再生、その繰くり返しで世界は進化していくのだろうか。

「僕があの世界に行くのはルール違い反はんですかね？」

「いや？　別に問題はないよ。問題があったら君の世界に入り込もうとしている結けつ晶しよう種なんぞ、とっくに消しとるわい。所しよ詮せん、数多あまたある世界の一つに過ぎんしの」

　どうやらあの裏世界？　へ行くこと自体は問題ないみたいだな。島の人たちが異世界へ旅立つことを望んでも大丈夫なわけだ。

「……そう言えば姉さんが言ってたんですけど、『異空間転移』ってのを使えばもっと他の世界へも転移することもできるんですか？」

「『異空間転移』か……。普ふ段だん、君の使っている転移魔法は世界の隔へだたりを越こえられん。それは世界にはそれぞれの【世界結界】があるからじゃが」

　世界神様の話によると、そもそも魔法である【ゲート】で神界へ来れること自体がおかしいらしい。今となっては世界神様の眷属になっていたから、神界への立ち入りが可能だったんだな、とわかるが。世界神様も気付かなかったみたいだから、神界のセキュリティってけっこうザルなんじゃ……。

　まあ、『神族以外を弾く』というそれだけで本来なら充じゆう分ぶんなのかな。

「転移魔法とは違ちがい、『異空間転移』は神の移動術。【世界結界】をも超こえて世界を渡れる」

「じゃあ、僕が元いた世界へ戻ることも……」

「できるよ。だが、それはやめといた方がいいのう。君は向こうではすでに死んだ存在じゃ。あの世界では死んだ人間が生き返ることなどありえん。じゃから向こうの世界で復活させることはできなかったのじゃが……」

　確かに死んだはずの人間が現れたらパニックだろう。元いた世界に戻るのはトラブルを呼び起こすだけかもしれない。

　ひょっとしたら夢ゆめ枕まくらに立つくらいはできるかもしれないが。

「それに『異空間転移』ができたなら、それはもう立派な神々の一人じゃ。前にも言ったが、そんなに急いで神の仲間入りをせんでもいいと思うぞ。放っておいてもいずれそうなる。今はどっちつかずの方が便利じゃろうしの」

　神の力を持つが神の制限を受けない。そんな中ちゆう途と半はん端ぱな僕だからこそ、やれることもある。神様の言うとおり、しばらくはグレーゾーンにいた方が何かと便利な気もする。

　あの世界への行き来なら、博士がなんとかしそうだしな。【アナライズ】までしたのだから、同じものをブリュンヒルドに作ることも『工こう房ぼう』なら可能だろう。

　神様に出されたお茶を飲みながらそんなことを考えていた。
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「専用の魔力タンクねえ……。まあ、できなくはないけど。そうだな、次元転移門を作るついでにそれも作ってしまおうか。基本は同じ大量の魔力を扱あつかうものだし」

「っていうか、やっぱり作るつもりなのか、次元転移門」

「当たり前だろう？　他人の発明を拝借するのは癪しやくだが、いろんな応用ができるかもしれないしね」

『工房』の技術力なら三日ほどでできるんだそうだ。早すぎだろ……。理論や構造を一から作るわけじゃないし、言ってみれば複製を作るだけだから、そんなに手間がかかるもんじゃないのかもしれないけど。

　まあ、そっちの方は博士に任せておこう。問題はこっちだ。僕は執しつ務む室しつのテーブルに上がってきている報告書を見て眉まゆを顰めた。

　例の『魂たましい喰ぐい』が現れたという報告書だ。正確には『魂を喰われた水すい晶しよう骸がい骨こつ』が現れた、という報告書だが。今度はリーフリースの港町だった。

　その町はいわゆる商業都市で、様々な商人の行き交う町だったという。まともな商人もいれば、まともじゃない商人もいて、この町の場合、まともな商人の方が少なかったようだ。良くも悪くも商人たちが牛ぎゆう耳じる町で、欲望渦うず巻まく町だったのは間ま違ちがいない。

　リーフリースの政治が悪いとは一いち概がいに言うことはできない。その人々の欲が、エネルギーとなって国を豊かにすることもある。

　しかし、今回はその強ごう欲よくさを狙われたというわけだ。

　どうも『負の感情』が集まる場所を狙っているというよりは、出現した場所の一番近くの『負の感情』に引き寄せられている気がする。

　もしそうなら完全にアトランダムだ。襲われた町が滅びる前に僕へ連絡が届くことを願うしかない。

「ここんとこフレイズの大規模出現もないし、なんか不気味なんだよな……」

「こちらからはなにも行動できませんものね」

「その『魂喰い』とやらが早いところ見つかるといいのですけれど……」

　溜ため込んだ書類整理を手伝ってくれていたユミナとルーも悲痛な面おも持もちで答えてくれた。

　国内の仕事のうち、僕が判断を下さねばならない重要な案件以外は、ほとんど高坂さんがしてくれているが、いくつかは彼かの女じよたちが任されている分野もある。

　ユミナやルーは王族であるから、内政などにも明るく、僕や高坂さんのサポートをしてくれたりもするので、非常に助かっている。一国の王女様に手伝わせるのは心苦しいけれども。

　他のみんなは今日は海水浴に行っている。花恋姉さんが誘さそったのだ。僕も行きたかったが、目の前のこれに目を通さないといけなかったので辞退した。サボったせいでまた被ひ害がいを食い止められなかったりしたら絶対に後こう悔かいするからな。

「次はどこの国に現れるんでしょうね……」

「レグルスではないといいのですけれど……。あ、いえ、他の国ならいいということではありませんわよ!?」

「わかってるよ。レグルスはまだ軍の再生中だからね。国土も広いし、充分な対応ができるか不安だよな」

　そんなことを話していたら、懐のスマホに着信が来た。レリシャさんか。ギルドの方でなにかあったのかな？

「はい、もしもし」

『陛下！　例の『魂喰い』が、今現在、ユーロン南部の町、チャンユンに現れているそうです！』

「なんですって!?」

　噂うわさをすれば影かげがさす。なんでも冒険者ギルドの開設を交こう渉しようするために、チャンユンに行っていたロードメア支部の者が鉢はち合あわせしたらしい。これはタイミングが良かったのか悪かったのか。

　兎とにも角かくにも逃にがしてはならない。さっそくマップを展開し、そのチャンユンの位置を確かく認にんする。

「ここか……！　よし、ちょっと行って来る」

「私も行きます！」

「私わたくしもですわ！」

【ゲート】を開いて現場へ向かおうとするとユミナとルーの二人が同行を申し出てきた。

『魂喰い』――――邪じや神しんがいるかもしれない現場に二人を連れていくことは少し躊躇ためらわれたが、彼女たちだって諸もろ刃は姉さんの訓練を受けている。そう簡単に遅おくれは取らないだろう。

　僕一人では手が回らないかもしれない。今は緊きん急きゆうを要する。また新たな犠ぎ牲せい者しやが出るかもしれないのだ。しかし……。

「大丈夫です。冬とう夜やさんの指示に従いますし、無理はしません」

「……わかった。頼たのむよ」

　僕の逡しゆん巡じゆんに気が付いたのか、ユミナが小さく微笑ほほえむ。僕の考えなんてお見通しか。

「琥珀、瑠る璃り！」

　指を鳴らして召しよう喚かん魔ま法ほうを展開し、床ゆかの魔法陣から琥珀と瑠璃を呼び出す。

　どこかで昼ひる寝ね中だったのか、琥珀は寝ぼけ眼まなこで飛び起きるように、対して瑠璃の方はつまみ食い中だったのか、口にしたマスカットの粒つぶを皮ごとゴクンと飲み込んで目を白黒させていた。こいつらは……。

「これから『魂喰い』がいる町へ向かう。琥珀はユミナ、瑠璃はルーの護衛を。……頼むよ？」

「は、はっ！　お、おまかしぇを！」

「っ、……っ！」

　まだ少し寝ぼけて呂ろ律れつが怪あやしい琥珀が慌あわてて返事をすると、マスカットが喉のどにつかえているのか、瑠璃の方は声も出さずにこくこくと頷いていた。大丈夫かいな。

　こんな時に限って、花恋姉さんや諸刃姉さんに連れん絡らくがつかない。なにやってんだ？　あ、泳いでいたらスマホなんか身に付けているわけないじゃないか……。仕方ない。メールを送っておこう。

「よし、行こう！」

「はい！」

「ええ！」

　僕らは【ゲート】をくぐり、旧ユーロン首都、シェンハイ跡あと地ちへと転移した。

　相変わらずの瓦が礫れきの山が広がる廃都だ。ここから【フライ】で飛べばすぐにチャンユンへ……あ。

「あー、二人とも空飛ぶけど大丈夫？」

「あ、はい。ち、ちょっと怖こわいですけれど、そんなこと言ってられませんよね、ルーさん？」

「で、ですわね！　一刻も早く現場に行かなくては！」

　二人とも【フライ】というよりは【レビテーション】でのふわふわした不安定な浮ふ遊ゆう感が怖いらしいからな。時間もないし、少し照れくさいが仕方ない。

　僕は二人を抱き寄よせてしっかりと腰こしに両手を回す。

「と、冬夜さん!?」

「冬夜様!?」

「しっかり掴つかまってて。すぐに着くから」

　琥珀と瑠璃を【レビテーション】で浮かせる。瑠璃が『あ、主！　私は自前の翼つばさがありますゆえ！』とか言っていたが無視した。悪いけど、巨きよ竜りゆうに戻もどった瑠璃よりも僕の方が速いと思う。

【フライ】を使い、チャンユン目指して飛び立つ。全力で飛んでも魔ま法ほう障しよう壁へきのおかげで空気抵てい抗こうをもろに受けることはない。それでも怖いのか、両りよう脇わきの二人は僕ぼくの身体にしっかりとしがみついていた。

　全力で飛び続けると、五分ほどでチャンユン上空へと辿たどり着つく。

　赤い瓦かわら屋や根ねと様々な高い楼ろう閣かくが目立つその町並みよりも、通りのそこらじゅうに倒たおれている人たちに目がいってしまう。

　地上へと降りると、あちこちに干ひからびた死体が転がっていた。身体の至る所から小さな水すい晶しようのような結晶を生やし、苦く悶もんの表情を浮かべながら死んでいる。

「ひどい……」

「なんてこと……！」

　ユミナやルーもその凄せい惨さんさに驚おどろきを隠せないでいる。

『神眼』で死体を確認してみると、やはり魂が喰われていた。間違いない。『魂喰い』の仕し業わざだ。

「ぎゃあああああああっ!?」

　近くの通りから魂たま消げるような悲鳴が聞こえてきた。まさに断だん末まつ魔まといった声だ。

「行こう！」

　琥珀が大虎とらの状態になり、瑠璃は町中で動きやすい象ほどのサイズに変身した。

　琥珀の背にユミナが、瑠璃の背にルーが跨またがる。町中を僕と琥珀が疾しつ走そうし、その上を瑠璃が翼をはためかせて飛んでいく。

　通りの角を曲がり、僕らがその現場に駆かけ付つけた時、男の首筋に噛かみ付いている巨きよ大だいな魔獣の姿を確認した。

　濁にごった黄金の毛並みを持つ、犬のような、あるいは狼おおかみとも獅し子しともとれる大型の魔獣からは、禍まが々まがしい何かが霧きりのように漏もれている。

「こいつが邪神か？」

　体たい躯くは四メートルほど。ギラギラと赤い血のような双そう眸ぼうがこちらを向いている。ダークゴールドの毛並みは、硬こう質しつさと不気味さを醸かもし出し、邪じや悪あくな雰囲気を漂ただよわせていた。

　邪神獣とでも言うのだろうか、そいつは咥くわえていた男を僕の前へと放ほうり投なげ、屋根の上へと飛び上がった。男の首筋の傷はみるみる塞ふさがるとともに身体が干からびていき、その傷口からは水晶の花が芽め吹ぶく。

「どうやら間違いないようだな……」

　屋根の上でこちらを睨み付けていた邪神獣が、僕へと向けて飛びかかってきた。【ストレージ】から取り出したブリュンヒルドをブレードモードにし、飛びかかってきた邪神獣の胴どう体たいをすれ違いざまに切きり裂く。ガキィィィンッ！　と金属音のような音が辺りに響ひびき渡った。

「硬ッ!?」

　普ふ通つうの剣けんで金属を斬きりつけたように、手首に衝しよう撃げきが走る。手元を見ると、晶材でできているはずのブリュンヒルドの刃はが欠けてしまっていた。嘘うそお!?

　怯ひるんだ僕を狙ねらい、再び邪神獣が大地を蹴けって牙きばを剥むく。くっ！

「【土よ来たれ、土ど塁るいの防ぼう壁へき、アースウォール】！」

「グガッ!?」

　僕と邪神獣の間にあった地面が高く盛り上がり、あっという間に土の防壁が造りあげられる。邪神獣はその防壁に阻はばまれて、後方へと飛び退のいた。

「大丈夫ですか!?　冬夜さん！」

「ユミナか、助かった」

　邪神獣が琥珀に跨るユミナに視線を向けたところに、ルーが乗った瑠璃の口から火か炎えん弾だんが放たれた。

　それを素す早ばやい身のこなしで躱かわした邪神獣は、背中に爆ばく発はつを背せ負おいながら、今度は瑠璃へと飛びかかる。そうはさせるか。

「ガンモード！」

　銃じゆう形態へと変形したブリュンヒルドの引き金を、邪神獣めがけて一気に引く。

　横から放たれた弾だん丸がんの雨を受け、邪神獣は一いつ瞬しゆんにして炎ほのおの嵐あらしに包まれる。

　放ったのは通常の弾丸ではない。【ファイアストーム】が付ふ与よされた弾丸である。

　しかしヤツが身じろぎしたのは一瞬で、燃え盛っていた魔ま法ほうの炎はたちまち邪神獣に吸収されてしまった。

　やはりフレイズの特性を持っているのか。金色ってのは変異種を元にしているのか？

「ゴガァァァァァッ！」

　邪神獣から禍々しく暗金色に輝かがやくオーラのようなものが周囲に放たれる。これは……神気か！

「ユミナ、ルー！　大だい丈じよう夫ぶか!?」

「だ、大丈夫です！　驚きましたけど、なんとか！」

「わ、私わたくしも大丈夫ですわ！」

　ユミナとルーは僕や花恋姉さんたちの加護がある。普通の人間がこれを浴びたら気を失うか、ひれ伏ふしていただろう。

　ちっ。一応、こいつも神が生み出だしたモノには違いないわけか。あんなニート神でも。

「なら遠えん慮りよはいらないな！」

　神気を高めて久しぶりに【神威解放】を行う。髪かみの毛けが一気に伸のび、僕は一瞬にしてプラチナの輝きを放つ神気を纏まとった。
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　すると邪神獣の動きが止まり、どこからか押おし殺ころしたような含み笑わらいが聞こえてくる。この声は……！

「くくく……。この神気……あの時の小こ僧ぞうか……！」

　邪神獣の傍にくすんだ黄金の渦うずが現れ、そこから痩やせぎすでカマキリのような老人が現れる。ふん、やっとお出ましか。

「暇ひまそうだな、ニート神」

「減らず口を……。ちょうどいい。貴様の魂も取り込ませてもらおうか。さぞこやつの進化が早まるじゃろうて」

「その獣けものがお前の作り上げた邪神だな？　フレイズの特とく徴ちようも取り込んでいるようだが……」

　さっきの硬かたさもその影えい響きようだろう。厄やつ介かいと言えば厄介なやつだ。人の魂を喰い、進化して強くなる。正しよう真しん正しよう銘めいの邪神……紛まがい物ものの神へと。

「協力者がいたのでな。おかげで優すぐれた邪神の雛ひなが出来上がったわ。こいつがいればこの世界を滅ぼすことなど造作もない」

「……世界を滅ぼす？」

「邪神によって滅んだ世界は、神の手から離はなれる。世界神の管理対象ではなくなるのだ。そしてそこにワシが新たな神として降臨する。くっくっく、愉ゆ快かいじゃろ？」

　この世界を神様に捨てさせて、その後で自由にしようってのか？　なんていうか……セコいというか、みみっちいというか……。

　邪神はあくまで地上で生まれたモノ。神が直接手出しすることは一応禁じられている。そのため、勇者やら聖者やらに神器を授さずけ、邪じや神しん討とう伐ばつをさせるのだが……。

　もし勇者たちが負けてしまったら、その世界は終わり。神に放ほう棄きされ、緩ゆるやかな滅びを迎むかえる。その棄すてられた世界で新たな神になろうとか……情けないを通とおり越して、馬ば鹿かかこいつは。

「アンタがずっと従属神だった理由がよくわかったよ」

「黙だまれ！　下級神、いや、従属神にもなってない分際で偉えらそうな口を！　……まあいい。貴様を取り込み、こいつの更さらなる進化の糧かてとしてくれるわ！」

　生みの親にけしかけられた邪神獣が、その大きな口を開けて、僕めがけて勢いよく黒い炎の塊かたまりを吐はき出した。

「ちっ！」

　神気を纏わせた拳こぶしで黒炎弾を思い切り弾く。熱くはないが、かなりの衝撃が右拳に伝わった。

　痛いった!?　ッくぅ、神気を纏っていなかったら骨が折れてたんじゃないだろうか。

　ブリュンヒルドに神気を纏わせて弾くこともできたが、下手すれば神気同士の衝撃に耐たえられず、ブリュンヒルドが壊こわれる可能性もあった。だから素す手でで弾いたんだけど、痛すぎる……！

　弾かれた黒炎弾は町から遠く離れた場所に落ち、途と轍てつもない爆炎を空へと上げた。なんてもんを吐きやがる。こいつ、ニート神より強いんじゃないか!?

「邪神は魂を喰い、独自の進化を遂とげる。まあ、こやつはユラの奴やつがいじりおったんじゃがな。大正解じゃったわ。こんな短期間でここまでの進化をしたのだからのう」

　ユラだと？　やはりこいつ、あの支配種とつるんでいたか。

「さて、あまり時間をかけてもまずい。剣神や恋れん愛あい神に来られては面めん倒どうだからの。さっさとカタをつけるか」

「は。同感だね。【パワーライズ】、【テレポート】」

　瞬しゆん間かん移動の無属性魔法を使って邪神獣の懐ふところに潜もぐり込んだ僕は、【パワーライズ】で強化された強きよう烈れつなボディブローをその腹に叩たたき込んだ。邪神獣の身体が『へ』の字に折れ曲がり、回転しながら吹ふっ飛とんでいく。

「ゴガァァアアァァ!?」

　空中へぶっ飛ばされた邪神獣は、そのまま楼閣へとぶち当たり、それを破壊して崩くずれ落おちる瓦礫の下した敷じきとなった。

「なっ!?」

　従属神が驚き、吹っ飛ばされた邪神獣の方へ注意を向ける。そのタイミングを逃のがさず、神気を纏わせたブリュンヒルドの弾丸で、従属神の両足を撃うち抜ぬいた。

「ぐあッ!?　ば、馬鹿な!?　下級神でもない貴様がなぜ我わが神気を貫つらぬける!?」

「神格の違いってやつじゃないのか？　一応僕は世界神様の眷属らしいからな」

「げっ!?」

　従属神は膝ひざを地面についたまま、両足からはシュウシュウと黄金の水蒸気のようなモノを噴ふき出していた。

「馬鹿な！　なぜそんな神格を持ちながら、なんの位も持っていない！　すぐにでも上級神の地位に立てるものを！」

「アンタと違って恥はじってもんを知ってるんですよ」

　親の七光りでそんなポストを得たって碌ろくなことにならない。周りの神ひとたちにも迷めい惑わくだろ。

　さて、このニート神をどうするか。僕が処分してしまうと、花恋姉さんや諸刃姉さんの仕事を横取りしてしまうか？　こいつや僕の神気を察して、そろそろ二人とも来る頃ころだと思うが。

　そんな逡巡を見計らったように、崩れ落ちた楼閣が爆発を起こし、中から邪神獣が飛び出してきた。

　そのまま僕と従属神の間に立たち塞がり、黒炎弾を三発立て続けに放ってくる。またかよ！

　躱してもいいのだが、まだこの町には生きている人間もいるだろうし、躱したところで確実に僕も爆発に巻き込まれる。それに後ろにいるユミナやルーを巻まき添ぞえになんかできるもんか。

　結局またさっきのように黒炎弾を拳で全すべて弾いて、遥か遠くの町の外へとぶっ飛ばすことにした。

　今度は痛くないように、拳の神気を分厚くした……けど、やはり痛い。

「いちち……！　この力任せのバカ犬め……！」

　僕が拳の痛みに堪えていると、従属神が足を引きずりながら、邪神獣のそばへと近寄った。

「ククッ、今日のところはこれぐらいにしといてやる。次に会うときは……」

　姉さんたちが来る前に逃げようってのか？　そうはいくか。

　僕が追つい撃げきしようと足を踏ふみ出すその前に、手前にいた邪神獣が従属神の方へくるりと頭を向けた。なんだ？

　次の瞬間、その真っ赤な口を開いた黄金の獣は、目の前の老人の喉のど笛ぶえに躊躇ためらいなくその牙を深々と突つき立てたのである。

「がっ!?　ぐ、ぐふっ……！　なっ!?　な……ぜ……？」

　噛みつかれた従属神は信じられないといった目をしながら、己おのれの魂を貪むさぼる黄金の獣を見やる。あまりの出来事に僕も動けないでいた。

「そ、うか……あい、つ……ユ、ラめの……！　おの、れ……おのれぇェェェェェッッ[image: ]」

　従属神が足あし下もとから黒い砂に変化していく。神力ごと喰われているのだ。やがて爆発するような閃せん光こうを放たれると、そこにはすでに従属神の姿はなく、暗い黄金の霧を纏った邪神獣の姿だけがあった。

「吸収……いや、喰ったのか？　従属神を？」

　突とつ然ぜん、邪神獣の全身から再び禍々しい神気が解き放たれた。その神気が瞬またたく間まに綿わた飴あめのような物質に変化し、邪神獣の周りを漂ったかと思うと、本体がそれに取り込まれるようにあっという間に包まれていく。

　まるで蚕が繭まゆを作るかのように、全身を黄金の繭と化した邪神獣は、一メートルほど空中へと浮かびあがり、まるで自らの鼓こ動どうを伝えるように、鈍にぶい点てん滅めつを始めた。

「おいおい、なんだこりゃあ……」

　まさに繭だ。暗金色の巨大な繭。不気味な光を脈動させ、宙に浮いている。

　なんだかわからないが、厄介なものなのは確かだろう。こういったものはすぐさま処分するに限る。

　ブリュンヒルドをブレードモードにする。神気を纏わせ、武器が壊れる覚かく悟ごでその繭を一気に唐から竹たけ割りに叩っ斬ろうとした。

　ところがまるで『暖簾のれんに腕うで押おし』のように、繭がふゆん、と空中を漂い、斬ることができない。水中に浮かんだマシュマロを、包丁で切ろうとしてるような手て応ごたえのなさだ。

　ちっ。だったら【アイスバインド】あたりの拘こう束そく系魔法でアレを固定して、それからぶった斬ってやるか。

　そう思い、魔法を発動させようとした瞬間、黄金の繭が陽炎かげろうのように揺ゆらめき、その姿がブレ出し始めた。だんだんとその姿が希き薄はくになっていく。

「おいおいちょっと待て、『揺り戻し』か!?」

　世界の結界を壊し、こちらに強ごう引いんに移動してくる存在の大きいモノは、その存在が定着するまで時間がかかる。そのため、この世界から何度か弾かれることになるのだ。打ち寄せる波が海に戻るように、元のところへと戻される異物強制送そう還かんのシステム。

　いつもなら支配種が撤てつ退たいせざるを得ないありがたいシステムだが、今回はそれが裏目に出た。

「【氷よ絡からめ、氷結の呪じゆ縛ばく、アイスバインド】！」

　急いで拘こう束そく魔ま法ほうを唱えるが、氷の触しよく手しゆは繭を捉とらえることができなかった。

　黄金の繭はすでにこの世界から退去させられてしまったのである。雲うん散さん霧む消しようという言葉通り、霧のように消えてしまった。

「逃げられた……か」

　身体から放たれる神気を消し、神化状態を解除する。

　と、まるで見計らったかのように空中から花恋姉さんと諸刃姉さんがシュッ、と現れた。

「遅おそい」

「すまないね。花恋姉さんがビーチで昼寝してたものだから」

「しぃーっ！　しぃーっ！　諸刃ちゃん、それは内ない緒しよなのよ！」

　エー？　そんな理由ー？

　ほっぺに何やらタオルの痕あとをつけたままの花恋姉さんをジト目で見やる。

　まあ、邪神獣が従属神を喰ってしまった時点で、姉さんたちには手出しできなくなってしまったんだろうけど。

　ユミナたちも交えて、とりあえず何が起きたのか、かいつまんで説明することにした。

「邪神が最下級とはいえ、神を取り込んだ……？　とんでもない話だね……」

「地上の生き物が神の力を得たってのは冬夜君も同じだけど……これは少しマズいのよ」

　邪神アレも地上の生き物ってことになるのか？　そりゃあ、生まれは神界とかじゃないんだろうけど。

　本来ならこの時点で『詰つみ』なんだそうだ。更なる神の力を得た邪神に、人たる身の者が太刀たち打うちできるはずがない。

　世界が滅び、管理する人間がいなくなれば、従属神の目もく論ろ見み通りこの世界は見捨てられ、神々の手を離れることになる。本人がいなくなって願いが叶かなうとは皮肉なもんだが。

　そして神の力を得た邪神が何をしようとも、もう神界うえの神々に干かん渉しようされることはない。世界ごと隔かく離りされ、緩やかな消しよう滅めつに向かうだけだ。

　だがこの世界には同じ地上に生きる者にして、神の力を持つ僕がいる。

「つまり、僕に邪神退治をしろってこと？」

「そういうことだね。僕らの仕事を押し付けた感じで心苦しいけど」

「もちろんサポートってことで、今まで通り私たちは地上ここに残るのよ？」

　くそ、あのガリガリニート神め。余計な仕事を増やすなっての！

「おそらくその『繭』は、一から身体を作り直そうとしているんだろうね。冬夜君の場合、世界神様が修復してしまったけど、本来、神の力に耐えうる肉体を作るのは、生半可なことじゃない」

　見た目通りまさに繭ってわけか。蛹さなぎが成虫として生まれる前になんとか叩きたいところだが……っと、それよりも。

「とりあえず、この町の魂を喰われた人たちをなんとかしないと」

「手伝うのよ」

「そうだね」

「わ、私わたくしたちも手伝いますわ！」

　まだ生存者はそれなりにいるはずだ。早くしないと水晶骸骨（水晶ゾンビ？）として蘇った奴らに襲おそわれてしまうからな。

　邪神が繭になったことで、この騒そう動どうも終わりだろうが、なんかスッキリしない。

　いずれ現れるであろう、まだ見ぬ邪神との戦いを思い、僕は思わずため息をついた。

「大丈夫ですよ。冬夜さんならなんとかなります」

「そうですわ。私わたくしたちもついているのですから」

「……そうだね。やるしかない、か」

　そうだ。やるしかない。どんな相手だろうとみんなとこの世界を守らねば。二人の力強い励はげましに、僕は町への歩みを速めた。







幕間劇　妖あやかしの森







「指名依い頼らい……ですか？」

「ええ。金ランクの冒ぼう険けん者しやである陛下のお力をお貸し願えれば、と」

　ふらりと琥こ珀はくと寄った冒険者ギルドでギルドマスターのレリシャさんからそう切り出された。

「公私混同と思われても仕方がないのですが、この依頼は私わたくし個人からの依頼となります。と、いうよりも、集落にいるエルフ全員からの依頼とも言えるのですが……」

　エルフ。森とともに生きる、魔法に長たけた長命種。種族特性は妖よう精せい族に似ているが、妖精族は数が少ないのに比べ、エルフはそれなりに多い。

　どの国に行ってもちらほらと見かけるし、目の前のレリシャさんもそのエルフだ。

　僕の持っているエルフ像は、森に引きこもって隠いん遁とん生活を送り、弓矢を得意とし、ドワーフと仲が悪く、人間を見下した高こう慢まんちき……いや、気位の高い種族、ってとこだった。

　どれもこれもファンタジーゲームやファンタジー映画で覚えた付つけ焼やき刃ばのイメージだったが、概おおむね外れてはいない。だいたいのエルフは森の中で引きこもって生活しているらしい。

　しかし人間社会に出てくるエルフたちは社交的で旅を好む、アグレッシブな者が多い。レリシャさんもそのタイプだと思う。でなきゃ冒険者ギルドのギルドマスターなんかやってないだろう。

「それで依頼内容は？」

「エルフたちはもともと森に住む民たみです。今でこそ世界中にエルフはいますが、この世界のエルフたちは元を辿ればその起源は七つのエルフの里に行き着きます。そしてそのうちのひとつ、ライル王国にあるエルフの里で今、問題が起きているのです」

　ライル王国……騎き士し王国レスティアの西にある国だ。そこにあるエルフの里でなにが起きているというのだろう？

「トレントという魔ま物ものを知っていますか？」

「確か……樹木属の魔物ですよね？　樹人族とは違うやつ」

　トレントは言ってみれば樹木の魔物だ。樹木に顔が浮うかび、枝の手と根の足を持っている。ウッドゴーレムと似た種であるが、こちらの方が小さいし、見た目が樹木に近い。

　ちなみに樹人族は人間と見た目はそんなに変わらないが、光合成で養分を得る種族だ。アルラウネなんかと近い亜人の一つで、緑色の髪に高い鼻、木目のような肌はだと、木でできた人形のような印象を受ける。ミスミド王国主要七種族の一つでもある。

「トレントは魔物ではありますが、こちらから手を出さなければ攻こう撃げきしてくることはありません。しかし先日、ライルにあるエルフの里がこのトレントに襲われたのです」

「それは穏おだやかじゃないですね。原因は？」

「わかりません。襲しゆう撃げきは突然だったと聞きます。普通のトレントとは違ちがう枯かれ葉は色をしたトレントが……仮にダークトレントと呼こ称しようしますが、そのダークトレントがいきなり里へと攻撃を仕し掛かけてきたらしいのです。我々エルフ族は妖精族と同じく森に暮らす民ゆえに、トレントの弱点である火属性魔法を好みません。なのでかなり苦戦したようです」

　レリシャさんが言うには、なんとかダークトレントたちを退け、里の斥せつ候こうたちが引き返す奴らを尾つけたところ、森の奥おく深ふかくでまるで巨きよ人じんのようなトレントを数体確認したという。

「それってもしかして『巨きよ獣じゆう』……ですか？」

「よくわからないのです。魔素溜だまりができるような場所ではないはずなのですが」

　大気中に満ちる魔素がいろいろな条件下で溜まり、そこで暮らす魔獣が稀まれに巨きよ大だい化かすることがある。

　この『巨獣』は下手をすると国家規模での災害になりかねないので、国をあげて早さつ急きゆうに討とう伐ばつする必要があるのだ。僕も以前ライル王国へ向かおうとしていた蠍さそりの巨獣を黒騎士ナイトバロンで倒したことがある。

　どっちにしろ巨獣並みの相手ではエルフたちでは荷が重いだろう。かといって冒険者でも巨獣に立ち向かうのは無理がある。

「ライル王国は助けてはくれないのですか？」

「助けを求めれば騎き士し団だんを出してはくれるでしょうが、間違いなく大きな被害が出ます。こう言ってはなんですが、ライル王国の騎士団はそれほど練度が高いわけではないので……」

　ばつが悪そうにレリシャさんが本音を口にする。うわあ、身も蓋ふたもない。まあ、あの国は外敵脅きよう威いがほとんどないからな。レスティアとは友好的な付き合いを何百年も続けているらしいし。

「わかりました。調べてみましょう。もしそのトレントが巨獣だった場合、素材の買い取りをお願いできますか？」

「それはもう。トレントからは質の良い材木が取れますから、買い求める商人は多いでしょう。ではよろしくお願いいたします」

　冒険者と王様の兼けん業ぎようは辛い。しかし騎士団の維い持じ費ひやフレームギアの量産、新型機の開発と、なにかとお金がかかるのだ。こっちは僕のポケットマネーでまかなっているため、お金はあればあるだけ助かる。

　ロゼッタとモニカはバカバカと資材を使うし、ファムは新しい本を大量にせがむ。フローラは高い薬やく剤ざいを買うし、おまけにパルシェはそれをドジって壊す。博士が復活してからそれがさらに加速した。なんだ？　バビロンの遺産ってのは負の遺産か？

　まあ、それに見合うだけの成果は出している……のかなあ。なんか扶ふ養よう家族がいるような気がしてきた。まだ独り身なのに。

　バビロンの『蔵くら』にあった金貨は、エンデの時と同じく古代王国パルテノの硬こう貨かで、貨か幣へいとしての価値はない。潰つぶして金として使うしかなかったが、これがけっこう不純物だらけで。硬貨に使う金は純金ではなく、他の金属と混ぜて合金にするというのは知っている。だが、このパルテノ硬貨は質が悪過ぎた。

　博士の話だと大国といっても、その当時のパルテノはかなり腐ふ敗はいしてたらしいからな……。滅ほろびるべくして滅んだ気もする。

　まあいい。とりあえずこの儲もうけ話？　に乗ろう。お金が入るのはありがたいし、エルフの人たちが困っているのは確かなんだから。僕はレリシャさんに別れを告げて、冒険者ギルドをあとにした。







◇　◇　◇







「まるで大樹海でござるな」

　やってきたライル王国の森を見て、八や重えが口を開く。

　この森はライル王国の南東に位置し、かなりの面積を占しめている。八重の言う通り大樹海のような大森林であった。

　鬱うつ蒼そうと茂しげる森が視界を緑色に染める。森の奥おくは薄うす暗ぐらく、立ち入るものを拒こばんでいるかのようだった。

「こちらです。足下に気をつけて」

　レリシャさんが僕らを先導する。エルフの里で長老たちに挨あい拶さつをしたあと、すぐに例のトレントたちが棲せい息そくするという森へと僕らは向かった。

　同行者はレリシャさんの他に、ユミナ、エルゼ、リンゼ、八重、ルー、ヒルダ、リーン、そしてスゥに桜。僕の婚こん約やく者しや全員だ。お供として琥珀とポーラもいる。

　リーンに桜、それにスゥは冒険者ギルドに登録した冒険者ではない。本来ならお留守番となるはずだったのだが、まずリーンがダークトレントに興味を持ち、参加を表明。ならば自分たちも、と桜とスゥも名乗りを上げたというわけだ。

　さらに言うなら、ユミナたちは冒険者としての依頼でここにいるわけではない。なにせ金ランクの依頼なので、ユミナたちは受けられないのだ。

　規定上、そのパーティで適正ランクの冒険者が過半数なら低ランクのメンバーがいてもＯＫなんだが、あいにくと金ランクは僕とレスティアの先々王……ヒルダの祖父であるギャレンさんしかいない。

　言い方は悪いが彼かの女じよたちは『勝手に付いてきているパーティ』ということになる。もちろん、彼女たちに報ほう酬しゆうは出ない。まあ、それを承知で来ているんだけれども。

『主あるじ。なにやら近づいて来ます』

　横を歩いていた琥珀が止まり、大虎の神しん獣じゆうモードに入る。琥珀がいるのにこちらへ近づいてくるってことはただの動物じゃない。十中八九、魔獣か魔物だ。

　鬱蒼と茂る木々の中から飛び出してきたのは、同じ木々だった。否いな、木々の魔物、トレントである。さっそくおいでなすったか。

「これは……。確かに普通のトレントとは違うわね」

　目の前に立ちはだかった三体のトレントを見てリーンがそうつぶやく。

　トレント自体を僕は見たことがないが、ギルドの資料室にあった本には、大きな木に細い手足を生やしたイラストが載のっていた。

　姿はそのままなのだが、レリシャさんの言った通り、頭？　にある葉っぱが枯葉色になっている。本のイラストでは鮮あざやかな緑色だったはずだ。突然変異なのだろうか。

『オオオォォオオオ……』

　木のうろに響くような声でトレントが叫さけぶ。すると、その頭にある枯葉の何枚かが手しゆ裏り剣けんのように飛び出してきた。

「【氷よ来たれ、氷結の防壁、アイスウォール】！」

　リンゼが放った魔法により僕らの目の前に巨大な氷の壁かべが出現する。枯葉手裏剣はその壁に阻まれて容易たやすく弾かれた。

　今度はその壁へ向けて僕らから三つの影かげが飛び出す。ルー、八重、ヒルダである。

　タイミングよくリンゼが【アイスウォール】を解除し、水たまりと化した壁を越こえてそのまま三人はトレントへと向かっていった。

「レグルス双そう剣けん術じゆつ・『シザース』」

「九重ここのえ真しん鳴めい流奥おう義ぎ、『紫し電でん一いつ閃せん』」

「レスティア流剣けん術じゆつ、三式・『斬鉄』」

『オオオォォォオオオ』

　晶材でできた三人の刃がトレントを斬り刻む。硬いと有名なトレントでも僕が魔ま力りよくを込めた晶剣の前には豆とう腐ふも同じだ。

　両断されたトレントがゴロンと地面に転がった。

「さすがは公王陛下の伴はん侶りよになられるお方々。頼たのもしいですね」

　ギルドマスターであるレリシャさんに褒ほめられた三人は照れながらも嬉うれしそうにしている。そのかたわらに転がるトレントの頭？　からレリシャさんは葉っぱを一枚引きちぎり、裏表と矯ためつ眇すがめつ、なにやら確かく認にんしていた。

「間ま違ちがいなく、エルフの里を襲ったトレントと同種ですね」

「ダークトレント、とかいう種ですか」

「このようなトレントはエルフの長い歴史の中でも初めて見ます。突然変異なのでしょうが……」

「本当に突然変異なのかしら。なにかしらの病気の可能性は？　気き性しようも荒あらくなっているんでしょう？」

　リーンの言う通り、トレントは本来、こちらからなにもしなければ無害といってもいい魔物なのだ。人を襲うなんてちょっとおかしいよな。

　とりあえず【ストレージ】にそのダークトレントを収納して、先へと進むことにした。

　森の中は相変わらず鬱蒼としていて、突とつ然ぜん羽ばたく鳥に驚いたりしてしまう。大樹海の森と似てはいるが、こちらの方が不気味に感じてしまうのは気のせいだろうか。妖あやしい気配が漂っているというか……。なんにしろまともな森じゃない。

　慎しん重ちように森を掻かき分わけていくと、再び琥珀が立ち止まった。

「どうした？」

『妙みような匂においが……』

「匂い？」

　思わずくんくんと辺りを嗅かぐと、なんともいえない甘あまい匂いが立ち込めている。なんだろう、この匂いは？　どこかで嗅いだことのあるようなないような。なにかの果物の匂いか？

　気がつくと、いつの間にかあたりに霧のようなものが漂い始めている。なんだこれは？　濃のう霧むといってもいいくらいの霧だぞ。前がまったく見えない。

『主あるじ！　奥おく方がたたちが！』

「なにっ!?」

　まさか魔獣に襲われたのか、と振ふり向むくと、突然飛びかかってきたエルゼにしがみつかれた。

「ちょ、なに!?」

「つーかーまーえーたー。にゅふふふふ」

　楽しげな笑いをしながらエルゼが僕ぼくを抱だき締しめる。ちょ、嬉しいんだけど、ちから、力を抜いて下さい！　なんかミシミシっていってるから！　ミシミシって！

「こら、冬とう夜やー。あんた最近忙いそがし過すぎでしょー。あたしらほっといて何様のつもりよぅ！　って、王様か！　王様だった！　王様めー！」

「え、ちょ、なに!?　イタタタタタ！」

　ベアハッグを決められ、ギリギリと締め上あげられる。ぬおおお！　お、折れる！　折れちゃううう！

「や、【闇やみよ誘さそえ、安らかなる眠ねむり、スリープクラウド】！」

「はにゃ？」

　薄うす紫むらさきの煙けむりがエルゼの周りに現れ、ふっ、と意識を失うように倒たおれこんだ。気絶したわけではない。眠ねむ気けに襲われて寝ねてしまっただけだ。

　僕がバビロンの『図書館』で手に入れた、古代闇属性の睡すい眠みん魔ま法ほう【スリープクラウド】で。

『だ、大丈夫ですか、主あるじ』

「なん、とか……。アタタタ……」

　回復魔法【キュアヒール】をかけて、痛みを消し去る。いったいエルゼはどうしてしまったのか。

　いつの間にか他のみんなの姿も見えない。くそっ、この霧きりではぐれてしまったのか？

「冬夜様～。うふふふふふ」

「えっ、ルー？」

　どこからか現れたルーに今度は後ろから抱きつかれた。むぎゅむぎゅと小さな身体を押し付つけてくる。ルーのものか、霧とは違う微かすかに甘い匂いが僕の鼻び腔こうをくすぐった。

「私わたくし、冬夜様と出会えて本当に嬉しいんですのぅ。こんな素す敵てきな旦だん那な様さま、世界中を探しても他にいませんものぅ」

「そ、それは、どうも、ありがとう……」

　なんだ!?　やっぱりいつものルーじゃない感じがする……って、ちょっ!?

「んー、しゃーわせぇ。ねえ、とーやさま、ちゅーしましょう、ちゅー」

「や、【闇よ誘え、安らかなる眠り、スリープクラウド】！」

「うにゅ？」
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　ずるずるとその場で眠り落ちるルー。いったいなんだ、これ!?

『主あるじ。もしや奥方たちは酒に酔よっているのではありますまいか』

「え、酒!?」

　そういえばさっきからずっとするこの匂いって、酒なのか？　霧きり状じようのアルコールに酔ってるってこと？

　ガサガサと葉は擦ずれの音がして茂みの中からレリシャさんが現れた。

「公王陛下、ご無事でしたか」

　レリシャさんはどうやらまともみたいだ。彼女にまで抱きつかれたら、嬉うれし、ゲフンゲフン、非常に困る。うん。他のみんなは大丈夫だろうか。

「申し訳ありません、気がつくのが遅くなってしまって……。他の皆みな様さまはリーン様が見てくれています」

「レリシャさん、これってどうなっているんです？」

「これは『マッシュルームドランカー』の仕し業わざです」

　マッシュ……なんだって？

「有あり体ていに言えばキノコの魔物です。その身から胞ほう子しではなく、霧状の酒を振りまきます。相手を酔わせ、酩めい酊ていしたところを仕留めるという戦法を取ってくるんです。しかしそれほど酒成分は高くないので、酒に強い人間にはあまり効果はありません」

　やっぱり酔ってたのか。僕や琥珀は神様の加護があるから効果がなかったのかな。レリシャさんは大人だし、リーンも長く生きているから酒くらい飲んでいるだろうし。

　懐からスマホを取り出して検けん索さくをかける。レリシャさんによれば見たらわかるらしいので見つけられるだろう。キノコの魔物……と。いたいた。三匹びきもいるぞ、この野や郎ろう。

「【氷よ来たれ、氷結の凍槍、アイススピア】」

　空に魔ま法ほう陣じんが三つ現れる。

　スマホを手にターゲットロックした酔いどれキノコマツシユルームドランカーとやらに氷の槍をお見み舞まいしてやった。

　炎ほのおの槍で焼きキノコにしてやってもよかったが、森の中なので勘かん弁べんしてやる。直接なら氷で充じゆう分ぶんだろ。

　画面上で動かなくなったのでたぶん倒せたと思う。

「【風よ吹け、舞まい上がる旋せん風ぷう、ワールウインド】」

　風魔法で周囲の酒の霧を吹き飛ばす。また酔ってしまっては意味がないからな。

　それからエルゼとルーに【リカバリー】を施ほどこし、酔いを醒さまさせてやった。意識を取り戻もどした二人が顔を真っ赤にさせてその場にうずくまる。

「あたしってばなんてことを……恥はずかしいぃ……」

「あうう～……あんな醜しゆう態たいを晒さらすとは……」

「いや、まあその……。どんまい」

　当あたり障さわりのない言葉を送る。どうやら二人とも記き憶おくはしっかりとあるようだった。

　ともかくリーンのところへ向かうと、リンゼ、八重、ヒルダの三人が先ほどのエルゼたちのように眠らされていた。

　その横にはユミナとスゥ、それに桜がリーンと共に立っている。あれ？　ユミナやスゥ、桜も平気だったのか。

　話を聞くと三人を眠らせたのはユミナらしい。ユミナも闇属性の適性を持っているから【スリープクラウド】は使える。しかしリーンはともかく、よく他の三人も平気だったな。

「ちょっと気分は悪いがのう」

「ベルファスト王家の人間はなぜかお酒に強い者が多いんです。特に女性は」

　そうなのか……。ちょっと酔ったユミナも見てみたい気もするが。

「私は魔ま王おう族、だから。毒にはちょっと強い」

　桜がちょっとドヤ顔で言ってくる。いや、毒って。酒だから。

　しかし今のセリフ、魔王陛下に聞かせたら涙なみだを流して喜ぶんじゃなかろうか。動画撮とっときゃよかったな。

　とにかく寝ている全員に【リカバリー】をかけて、意識を目覚めさせた。

　倒したはずのマッシュルームドランカーの場所へ行くと、身長一メートル半ほどの大きなキノコが氷の槍に串くし刺ざしにされて倒れている。

　形はエリンギに似てるな。短い手足が生えて、顔が浮かんでいるのが不気味だが。

　くそう、少しいい匂いがする。焼いたら美味うまそうだが、食べる勇気はない。琥珀、よだれが出てる。食べてもいいけど、たぶんお腹なか壊こわすぞ。

「ずいぶんと大きいですね。普ふ通つう、マッシュルームドランカーはこれくらいの大きさなのですが……」

　レリシャさんが倒れた酔いどれキノコを見ながら腰こしの高さほどに手を示す。倍近くも大きいのか。やはり魔素溜まりがどこかにあるのかな。

　エルフたちはマッシュルームドランカーから美味い酒を造るらしいので、一応【ストレージ】に収納する。お金になるなら問題はない。気持ち悪いけど。にしても、どうやって酒を取るのだろう？　雑ぞう巾きんみたいに絞しぼるとか？　気持ちわる……。

「まだ頭が、フラフラしてる気が、します……」

　森の中を再び歩き始めると、リンゼが頭を押おさえながら眉まゆを寄せていた。【リカバリー】をかけたから完全に状態異常は回復しているはずだけど。【リカバリー】は船ふな酔よいには効かないけど、酒さけ酔よいには効果がある。おそらく気分的なもんだと思うが。

　ユミナの話だとリンゼは酔うとなにやらぶつぶつとつぶやき始め、愚ぐ痴ちっぽくなっていたそうだ。八重は笑い上戸で腹を抱かかえて転がり回り、ヒルダは木に向かって説教していたらしい。なかなかのカオスだな……。

「お酒とは恐おそろしいものなのじゃな……。みんな変わってしまってちょっと怖こわかったのだ。父上がお酒を飲んだ時は楽しく陽気に歌うのじゃがのう」

　スゥが眉をひそめてそんなことをつぶやく。オルトリンデ公こう爵しやくは酔うと歌いだすのか……。それもなかなか周りに迷惑なんじゃないかねえ。

「お姉ちゃんは大だい丈じよう夫ぶだった、の？」

「ふえっ!?　あ、あたしは別になにもなかったわよ!?　ホントに！」

　妹に話題を振られたエルゼが慌あわてふためく。平静を装よそおっているつもりだろうが、どもっているし、顔が真っ赤だ。まあ、僕からはなにも言うまい。

　しかし昼間だというのにかなり薄暗い。鬱蒼とした葉が日光を遮さえぎっているためということもあるが、立ち並ぶ太い樹木そのものの影が差し、それに拍はく車しやをかけている。マップアプリがなければ間違いなく遭そう難なんしてしまうだろう。まあ、僕らの場合は遭難しても転移魔法で脱だつ出しゆつできるけどね。

『……む？』

「どうしたのじゃ、琥珀？」

　大虎とら状態の琥珀に跨またがっていたスゥが、突然止まった白びやつ虎こに声をかける。

『お気を付け下さい。近くに魔獣の臭においがいたします』

　琥珀の言葉にみんなは警けい戒かいを強め、それぞれの武器を手にする。全方位に意識を向け、相手の出方を窺うかがうが、特に何も見えない。

「……どこだ？」

「上でござろうか？」

　八重の声に上を向くが、木々の枝が張はり巡めぐらされた上に、薄暗さが加わっていささか見えにくい。魔獣の姿は見えないが……。

「この森には『ウィップモンキー』と呼ばれる猿獣種がいます。長い尻尾しつぽを鞭むちのようにして攻撃してくる奴やつらで……。その長い尻尾で木の枝にぶら下がる習性があり、人間の頭上から襲いかかることもあります」

「猿さるですか……」

　レリシャさんの説明を聞きながら上に目を凝こらす。猿にはあんまりいい思い出がないんだよなあ……。キングエイプとかイーシェンの秀ひで義よしとか。

　うーむ、やはり見えにくいな。よし。

「【ロングセンス】」

　視覚だけ木の上へと飛ばす。下から見るよりはるかに見えやすい。猿、猿、猿……と。いないけどなあ。リスとか小鳥はいるけど。

「琥珀、魔獣の臭いってどこからする？」

『すぐ近くです。風に乗り我々の周りに漂ただよって……』

「ひゃあう!?」

　突然の悲鳴に【ロングセンス】の視覚が元に戻る。びっくりした！　なんだ、なにがあった!?

「ど、どうしましたの、桜さん？」

「なっ、なにかにお尻しり、触さわられた……！」

　桜がお尻に手を回し、辺りをキョロキョロと窺いながらルーに答える。

「ひっ!?　うあっ……！」

　桜が再び短い悲鳴を上げ、お尻にあてていた手を目の前に翳かざすと、その両手はべちょべちょのなにか透とう明めいな粘ねん液えきのようなものに塗まみれていた。にちゃっと糸を引いて粘液が地面に落ちる。一見水みず飴あめのようにも見えるが、不気味な虹にじ色いろの光こう沢たくがあった。

「べとべとする……。べとべとするの……。気持ち悪い……王様、助けて」

　不気味な粘液でべとつく両手を広げて涙目で桜が訴うつたえてくる。さながらゾンビのように、こちらへよたよたと迫せまってきた。

「わかった。わかったから、そこで止まりなさい。【クリーン】」

　柔やわらかな薄うす緑みどりの燐りん光こうを放つ魔法陣が出現し、回転しながら桜の頭から下へと通過していく。それとともに桜の両手やお尻の部分についていた粘液が除去される。

「どう？」

「サッパリした」

　ふう、と桜は安あん堵どの息を漏もらし、両手を擦り合あわせて、もう粘ねばついていないことを確かめる。

「いったいどうした、の？」

「わかんない。なにかがこう、私のお尻を下から撫なでた。気持ち悪い」

　リンゼの問いに手のひらを下から撫で上げるような仕草をし、そのあと身み震ぶるいをする桜。よっぽど気持ち悪かったんだな。

　ヒルダと八重が構えた剣けんを周囲の樹海へと向ける。

「やはりなにかがいますね」

「で、ござるな。どこに隠かくれているかはわからぬが、すぐ近くに――――リーン殿どの、伏ふせるでござる！」

「えっ？」

　八重の切せつ迫ぱくした言葉に従い、思わずその場にしゃがみ込むリーン。次の瞬しゆん間かん、しゃがんだリーンが持っていた黒い日ひ傘がさが、見えない力にベキベキと折り曲げられてしまった。

「な……!?」

「そこでござる！」

　一足飛びにリーンの下へと跳とんだ八重が、刀を一閃させる。下から切り上げられた切っ先が、何もない空間を斬きった。

『ギュルルルルルルルッ!?』

「あっ!?」

　何もなかった空間から血ち飛沫しぶきが飛び散り、八重の斬った存在が姿を現わす。

　見た目は巨きよ大だいなトカゲ。長い舌を伸のばし、それを絡めてリーンの日傘をぐしゃぐしゃにしたのだ。その舌も今や八重によって切断されてしまっているが。

　半球状のギョロギョロとした目に大きな口、くるりと丸まった長い尻尾。まるでカメレオンだ。水に浮かんだ油ゆ膜まくのような、虹色の体が再び姿を消していく。保護色か!?　いや、これは……！

「『ステルスリザード』です！　魔力で光を屈くつ折せつさせて姿を隠す魔獣です！」

　レリシャさんが叫ぶ。なるほど。僕やリーンの使う【インビジブル】と同じ原理か。

「姿を消して女の子のお尻を舐なめるだなんて、とんだ変態ね！」

　エルゼが何もない場所へと駆かけ出だす。姿を消しても点々と続いているのだ。八重の斬った舌から落ちた血けつ痕こんが。

「【ブースト】ッ！」

『グルギュアァッ!?』

　隠れ潜ひそんでいたステルスリザードに、エルゼがガントレットによる渾こん身しんの力を込めた右ストレートをぶち込んだ。

　殴なぐられて吹ふき飛とんだステルスリザードが近くの大木に叩たたきつけられ……たようだ。見えないから多分そうだと思うけど。周りの小枝も吹き飛んでるし、血痕も……ああ、見えてきた、見えてきた。

　まさにカメレオンをモンスター化したようなその魔獣は、大きさが三メートル近くもあった。丸まった尻尾や今やデロンと垂れた舌まで含ふくめばもっと長いだろう。

　動かなくなったカメレオンもどきにレリシャさんが注意深く近づく。

「やはりステルスリザード……だと思うのですが、これは大きすぎます。ダークトレントといい、さきほどのマッシュルームドランカーといい、この森で一体何が起こっているのか……」

　本来のステルスリザードは一メートルほどのものだそうだ。なんだ？　この森は巨大化の呪のろいでもかかっているのか？

「近くに魔素溜まりでもあるのかしらね。はぁ……お気に入りだったのに、残念だわ。ポーラ、汚きたないから触っちゃダメよ」

　リーンが粘液まみれでボロボロの日傘に触ろうとしていたポーラを止める。主人の大切なものだから回収しようとしたのか。よく差してたもんな。

「あとで同じものを作ってあげるから、あまり気を落とさずにね」

「ありがと、ダーリン」

　リーンが小さく微笑ほほえむ。しかし魔素溜まりか。この森はパレリウス島と同じような状じよう況きようなのだろうか。魔素溜まりの魔素を吸収した巨きよ大だい魔獣が徘はい徊かいしているってけっこうヤバいんじゃないだろうか、この森。

　リーンに向けていた視線を前に戻すと、ススス、と僕の両サイドに八重とヒルダが寄ってくる。

「……どしたの？」

「先さき程ほどから何者かがこちらを窺っているでござる」

「木の上と藪やぶの中……二人ずつです」

「あ、やっぱりか。なんかさっきから視線を感じてはいたんだけど。またキノコの仲間かと」

　てっきり仲間の敵かたき討うちとかかと思ったんだが、木の上ってなると違うか。あの爪つめもない短い手足で木登りができるとは思えない。

「じゃあ僕は木の上の奴を。八重とヒルダは下の奴らを」

「承知」

「了りよう解かいです」

　ダッ、と二人が茂みの中へと駆けていく。

　えーっと……ああ、確かに木の上に二人いるな。左手前とその奥か。魔法を使うのも面倒だし魔ま法ほう弾だんで片づけるか。

「【リロード】」

　ブリュンヒルドの弾だん倉そうに、腰のポーチに入っている弾を転送し、不審者のいる二本の木へ適当にあたりをつけて引き金を引いた。

　ダンッ、ダンッ、という発はつ砲ぽう音おんのあと、幹に撃ち込まれた弾だん丸がんを中心に小さな竜たつ巻まきが起こる。弱めの【サイクロンストーム】を付ふ与よした魔法弾だ。

「ぐはっ!?」

「うごっ!?」

　空高く放ほうり出された不審者が地面に叩きつけられる。

　すぐさま琥珀が飛びかかり、そのうちの一人の背中を太い足で押さえた。

「ひっ、ひいぃっ!?」

「あれ？　こいつら……」

　琥珀に怯おびえるそいつらに僕は見覚えがあった。いや、正確に言うとこいつらには見覚えがないが、その民族衣装に見覚えがある。

　長い爪の付いた手てつ甲こうに顔の下半分を覆おおう奇き妙みようなマスク。ポンチョのような布を纏まとい、手足にはジャラジャラとした金きん環かん。

「お前ら……確かリベット族」

　僕の言葉に二人が目を見開いて驚おどろく。

　リベット族。かつて大樹海に存在した『毒』を使うことを得意とした部族である。『樹王の部族』を決定する『剪せん定ていの儀ぎ』において、大樹の精せい霊れいを我わが物にせんと企たくらみ、僕らに叩き潰された部族だ。

　ロードメアで暴れた巨大ウッドゴーレムを造り出した部族でもある。その生き残りがこんなところにいたとは……。

「あっ、そうか。トレントの突とつ然ぜん変異や、この森の魔獣の変化もお前たちの仕業だな？」

　こいつらには特とく殊しゆな『毒』を使ってウッドゴーレムを巨獣化した前例がある。同じ樹木の魔物であるトレントを洗脳するようなことぐらいできてもおかしくはない。他の魔獣の変化もこいつらの『毒』の実験台か？

「冬夜殿、見つけてきたでござるよ」

「こっちもです」

　八重とヒルダが気を失った別のリベット族の二人を引きずってきた。

「これは……大樹海の部族？」

「何者ですか？」

　この中で事情を知らないリーンとレリシャさんが僕らに尋たずねてきた。桜はあまり興味がないらしい。

　大樹海の『剪定の儀』で起きたことを手短に話す。おそらく一連のトレント騒さわぎもこいつらのせいじゃないかと説明すると、レリシャさんも小さく頷うなずいていた。

「ロードメアの大だい破は壊かいは聞いておりましたが、その元げん凶きようを生み出した者たちがまさかエルフの森を襲おそっていたとは……」

　まだ意識を失っていないリベット族の二人に『優やさしく』事情を聞き出すと、神聖なる『剪定の儀』を汚した罪により、リベット族は大樹海を追放されたという。

　そして流れ流れて、こことは違うライル王国のとある森に辿たどり着つき、そこで新たな生活を始めたのだが、一部の者たちが大樹海を追放した大樹の精霊と『樹王の部族』……つまりパムたちラウリ族に復ふく讐しゆうを、と言い出し始めたらしい。バカな奴らだ。

　そのような者たちを置いていてはさらなる大樹の精霊の怒いかりを受けるかもしれない。そう考えたリベット族の長老たちは、復讐に囚とらわれるその者たちを部族から追い出した。大樹海から追放されたリベット族から、さらに追放されてしまったわけだ。

　そしてその復讐者十数名が現在この森に巣くっている、と。

「逆さか恨うらみもいいとこね」

　リーンがため息をつく。まったくだな。エルフを追い出して自分たちの森にしようとしてたわけか。

「トレントを巨きよ獣じゆう化して、ウッドゴーレムよりも強い個体を造り出そうとしてたんでしょう、か？」

　たぶんリンゼの言う通りだろう。その力をもってこの森のエルフたちを追い出し、支配してからその巨獣化トレントを量産、大樹海へと侵しん攻こうしようとしていたのかも……。

「こりゃ、思ったよりやばかったかもな。下手したらパムたちが襲われて、大樹海がメチャクチャになっていたかもしれない」

　そんなことはさせない。エルフの里の人たちにも迷めい惑わくをかけやがってからに……。全員とっ捕つかまえて、ライル王国の騎士団に突つき出してやる。

　連れて行くのも危険なので、捕まえた元・リベット族には【スリープクラウド】で眠ってもらった。もちろん、奴らの本ほん拠きよ地ちの場所を聞いた上でだ。

　聞き出した場所を目指してさらに森の奥へと進むと、鳥たちが一いつ斉せいにギャアギャアと鳴きながら飛び立っていくのが見えた。なにか来る……！

　大きな地じ響ひびきとバキバキと樹木を薙なぎ倒す音とともに、ゆっくりとそいつは僕らの目の前に現れた。

　巨大な樹木を横に真っ二つに折ったように見える大きな口と、赤く輝かがやく目。節くれだった細い腕うでに何本もの根っこに見える多脚、そして頭に大きく茂る枯かれ葉は。枯かれてるのに茂るって表現もおかしいが、事実そうなんだから仕方がない。

　大きいな。ロードメアで見たウッドゴーレム並みだ。こんなのが暴れ出したらエルフの里はひとたまりもないだろう。

「冬夜さん！　あっちからも！」

　ユミナの指し示す方からも同じような巨獣トレントが現れた。にの、しの、ろの……全部で十体か。あれっ、けっこう多いな……。

「冬夜殿、あれらの始末は我々に任せてはもらえないでござるか？」

「お願い致いたします！」

【ゲート】で黒騎士ナイトバロンを呼び出して僕が片付けようとしたんだけど、八重とヒルダにぐいぐいと詰つめ寄よられた。ちょ、近い近い！

　ドキドキしているのを隠し、【ゲート】を開いて八重の『シュヴェルトライテ』、ヒルダの『ジークルーネ』を呼び出す。

　ズシン、ズシン、と、転移された藤ふじ色いろとオレンジの機体が森の中にその姿を現した。

「では、参ろう！　ヒルダ殿！」

「ええ！」

　サムライ娘むすめと少女騎士が現れた巨きよ人じんへ向けて駆け出していく。まあ、あの二人なら遅おくれをとるなんてことはないと思うけど。

「ちょっと二人ばっかりズルイわよ！　冬夜、あたしも！　あたしも出るから、ゲルヒルデを早く！」

「わ、わ、わかった！　わかったから揺ゆらすなって！」

　ガクンガクンと僕の襟えり首くびを掴つかんで揺するエルゼに負けて、先ほどと同じようにゲルヒルデを呼び出す。エルゼは僕を放り出すと嬉き々きとしてゲルヒルデに向かって走り出した。……ちょっと酷ひどくない？

「私もグリムゲルデで出たいところだけど、残念ながら私の機体はこの森じゃ相あい性しようが悪いわね」

　リーンのグリムゲルデは重火器を装備している。下手したらこの森が広こう範はん囲いに渡わたって木こっ端ぱ微み塵じんになりかねない。それはさすがにトレントたちを倒してもエルフの皆みなさんに怒おこられるよなあ。

「わらわもオルトリンデで出たかったのう」

　通常のオルトリンデなら大丈夫だろうが、オーバーロード形態は無理だからな。森が完全に破は壊かいされる。

　あれ、でも一応これって金ランクの依い頼らいなんだけれど、全部彼女たちが片付けちゃったら僕に報酬って入ってくるのか？

　レリシャさんに確認したが、状況が状況だし今回はＯＫとのこと。よし、ギルドマスターのお墨すみ付つきをもらったぞ。

「じゃあ僕らはリベット族の奴らを一人残らず捕まえよう」

「はい！　……って、冬夜さんなら一いつ瞬しゆんなんじゃ？」

　ユミナが小さく首を傾かしげる。

　いやまあ、そうなんだけれども。ここまで姿形に特とく徴ちようがあると、会ったことのない人間でもスマホの【サーチ】でターゲットロックできるからね。

　範はん囲いを森全体に広げて確認すると、全部で二十三人いた。このうちの四人はさっき捕まえた奴らだから、残りは十九人か。

「ロック完かん了りよう。【パラライズ】っと」

　あちこちから『ぎゃっ！』だの『うげっ！』だの短い悲鳴が聞こえてきて、地面に倒れる音がする。

　これでよし、と。あとは回収するだけだな。いや、それはあとでいいか。それよりも……。

　巨獣化トレントから放たれる枯葉手裏剣を、ヒルダのジークルーネが大きな盾たてで防ぐ。オレンジ色の盾は透すき通とおってはいないが、晶材でできた盾だ。二層になっているその間に塗と料りようが塗ぬられている。

　盾を構えたまま突とつ進しんしたジークルーネがその盾を巨獣化トレントにぶつける。

『ゴバァ……！』

　木もく片へんを散らばらせながらよろめいた巨大トレントに、すかさず抜ぬきはなったジークルーネの剣が閃ひらめく。右下からの斬り上げるような一いち撃げきで、トレントは真っ二つに分断された。

　表皮が硬かたいと言われるトレントだが、フレイズの晶材から造られた晶剣にはかなわなかったとみえる。

「ウッドゴーレムと違ちがってトレントには核かくとかはないんでしたっけ？」

「はい。体の中心に通っている魔力経路パスを断たてば生命活動を停止するはずです。人間でいう脊せき髄ずいのようなものですね。しかし本来なら硬い表皮に阻はばまれて、そうやすやすと刃はが通るものではないのですが」

　レリシャさんが苦く笑しよう気味に答えてくれる。普通そうでしょうね。

『はあっ！』

『ゴブゥゥゥ……！』

　ゲルヒルデの右拳が巨獣化トレントの顔面（？）にヒットした。拳が大きくめり込んだが、トレントはまだ倒れてはいない。幹に当たる中心の魔力経路パスにダメージを与あたえないとトレントは倒れないんだ。ダメだ、刃系の武器じゃないとダメージが通らないのか。

　ゲルヒルデには晶材でできたナイフも腰に装備されている。刃は渡わたりは短いがあれなら――。

『はああああああああっ！』

　間かん髪はつ入いれずに今度は左の拳が炸さく裂れつする。そしてまた右！　左！　右！　左！　と、次々と交こう互ごに真しん紅くの拳が繰くり出されていく。

　拳の雨が巨獣化トレントに降り注ぐ。硬い表皮がバキバキとどんどん削けずれていった。

『とどめ！』

　剥むき出しになった真っ白い魔力経路パスにパイルバンカーが打ち出され、粉々に砕くだかれた。なんてゴリ押し。そうきたかー……。

『次っ！』

　エルゼが木っ端微塵に打うち砕かれた巨獣化トレントを放置して、すぐさま次の相手を見つけて突進していく。

「なんというか、手慣れてきたな……」

　フレームギアはその操縦者の癖くせのようなものを反映し、自ら動きやすいように調整してくれる。言ってみれば、乗れば乗るほど自分の身体の一部のように動かせるのだ。専用機はもちろん、量産型の重騎士シユバリエにもその機能はあり、なるべく同じ機体には同じ騎士が乗り込むようにしている。

　トレントたちと戦い続けるフレームギアを見上げ、レリシャさんがしみじみとつぶやいた。

「相変わらず凄すごいですね……。巨獣になったトレントが手も足も出ないとは……」

「それでもフレイズの上級種相手には苦戦しますけどね……」

「本当にあの巨人兵がなければ世界は終わっていたかもしれませんね。誰だれかはわかりませんが、古代王国であれを造り、今の世に遺のこしてくれた方は世界の救世主です」

　いやっ、それはどうかな……？

　ニヤついている博士の画えが浮うかび、僕は引ひき攣つった笑いしか出なかった。アレが救世主……？　まあ確かに対フレイズにバビロンの力は不可欠だけれども。

　五千年前になぜか起きた『世界の結界』の回復。あれがなければ、完成したフレームギアはフレイズとの戦いにすぐ投入されていたのだろう。

　博士の話だとその時点でもうすでに世界の三分の二は壊かい滅めつしていて、フレームギアを投入したとしてもおそらく防ぎ切れなかったと言っていたが。

『九重真鳴流奥おう義ぎ、紫し電でん一いつ閃せん』

「お」

　シュヴェルトライテが抜き放った太刀たちが、最後の巨きよ大だい化かトレントを上下真っ二つに斬り裂さく。

　大きな地響きを立ててトレントが倒れ、それきり動くことはなかった。考えてみればこのトレントたちも被ひ害がい者しやなんだよな……。元は大人しい魔ま物ものらしいし。この償つぐないはのびているリベット族にきっちりとしてもらおう。

　とりあえずカタはついた、か。

「ありがとうございます。これでエルフの里も元に戻ることでしょう」

「や、なんだかんだでけっこう荒あらしちゃいましたけど……」

　レリシャさんが礼を述べてくるが、周りの惨さん状じようを見るとあまり手放しでは受け取れない。密林の中で巨大な魔物とロボットが戦ったのだ。一方的な結果に終わったとはいえ、かなりの被ひ害がいを出している。森の動物たちもさぞ迷惑だったろうなあ。

「こういうところでフレームギアは戦いにくいよな……」

「転移魔法であやつらを別の場所に移動させてから叩けばよかったのではないか？」

　スゥの的確な言葉に僕ぼくは思わず固まる。……うあ。

　隣となりのレリシャさんも『あ』、といった声を漏らした。

「……すみません」

「……いえ」

　どちらからともなく頭を下げあう。まだまだ僕は思し慮りよが足りない……。










「え？　じゃあ、あの巨獣トレント、お金にならないんですか!?」

　ユミナが紅茶の入ったティーカップを持ちながら、びっくりした顔で僕の方を見てくる。他のみんなも同じような表情をしていた。

「お金にならないってわけじゃないよ。巨獣としての価値がない、ってことらしい」

　さっきレリシャさんから入った電話だと、あの巨獣化トレントはトレントとしての木材の特性が全くなく、どちらかというと出来の悪い木材だということだ。

　外皮だけは硬いのだが、中身はスッカスカだとも。発はつ泡ぽうスチロールみたいな感じらしい。

　よくよく考えてみれば、あのトレントは自然に巨獣化したものではなく、毒を扱あつかうリベット族が作り出した紛まがい物ものだ。本物と同じなわけがない。

「骨折り損のくたびれ儲もうけ、というわけでござるか……」

「いや、一応価値は低くても激安の薪まきとしては売れるらしいから、全くの損というわけではないと……」

　八重の言葉に少しだけ反論する。お金にはなるぞ。期待していた金額の千分の一以下だけれども……。軽いし気やすめ程度の強度はあるから、ダンボールとかの代用になるかもしれない。

「あ、あとエルフの里からのお礼で、マッシュルームドランカーからできた酒をもらえるらしいよ。みんなどうする？」

　僕がそう口にすると、朝食のテーブルについていたほとんどの者が苦い顔で俯うつむいてしまった。ユミナとスゥ、桜とリーン以外である。みんなあの酒さけ霧ぎりで暴走した者たちだった。

　一応、ブリュンヒルドでは十五をこえたら飲酒をしても構わないとなっている（隣りん国ごくのベルファストとレグルスに合わせた）ので、八重とヒルダ、エルゼ・リンゼ姉妹、それにリーンは飲んでも構わないはずだ。ほとんど飲んでるところを見たことはないけど。

　黙だまり込んでいるみんなに代わってリーンが口を開いた。

「私は果実酒以外あまり嗜たしなまないからいらないわ。……みんなもいらないみたいよ？」

「……みたいだね」

　まあ仕方ないかあ。レリシャさんからエルフの里へ『お気持ちだけで』って連れん絡らくをしてもらおう。

　スマホを起動させて電話しようとした僕の腕を、横から伸びた小さな手ががっしと掴む。うわっ、なに!?

「お酒に罪はないのだ……！　飲まないならあちしに、あちしに～！」

　鬼き気き迫せまる目で酔すい花かがにじり寄ってくる。お前、どこから!?　っていうか、酒神がそんな必死に酒をねだるなよ！

　お酒、お酒～、とゾンビのように縋すがりついてくる酔花にみんな若じやつ干かん引いている。

「わ、わかった！　わかったから、手を離はなせって！　もらっといてやるから！」

「やっふぅ～！　珍めずらしいお酒が飲めるぅ～！　やったねっ！」

　さっきまでのゾンビ感はどこへやら、くるんとその場で回転し、ビシッとキメポーズをとる酔花。おい……。

「んじゃ、よろしく頼たのむね～。届いたら狩奈ちゃんにもお裾すそ分わけしてあ～げよ～」

　小さくスキップしながら酒神が食堂を出て行く。僕らは全員ポカーンと神が去って行くのをただ見送っていた。

「お酒とは飲むと楽しいものなのかのう？　辛いものなのかのう？」

「さあねえ……」

　スゥの質問に飲まない僕は答えられない。地球じゃ『酒は百薬の長』とも言うし、『酒は百毒の長』とも言うし。飲み過ぎなければストレス解消にもなるからかまわないと思うんだけどさ。

　ただ、間ま違ちがいなく酔花あいつのは飲み過ぎだけどな。

　僕はため息をひとつつくと、レリシャさんにマッシュルームドランカーの酒を確保してもらうため、再びスマホを起動させた。







第三章　義賊・紅猫







「協議の結果、この島の結界を解き、外の世界と交流していこうということになりました。よろしくお願いいたします」

「ありがとうございます。我がブリュンヒルドもパレリウス島の平和のために協力させていただきます」

　差し出されたセントラル導師の手を握にぎる。パレリウス島は結界を解き、外の世界と付き合うことになった。紅玉の眷けん属ぞくから情報を得ていたので、事前に知ってはいたけど。

　彼かれらは僕の渡した『イニシャライズ』を分ぶん析せきし、本物だと判断した。その上で協議を重ねて外界へと出る答えを出したのである。

　早さつ速そく、結界の要となっている魔道具アーテイフアクトの機能を停止させるため、僕らは中央神しん殿でんの地下へと向かった。

　地下へと下る螺ら旋せん階段の先には、広い円形の空間が広がっていた。その階層中央部に、七色に輝く大きな魔石が埋うめ込まれた黒い石板モノリスが立っている。

　大きさは幅はば一メートル、高さ二メートル、厚さ二十センチばかり。大きめのドアくらいか。

「これが結界の発生源か……」

「島の各地にある同じような石板モノリスが、ここと連動して結界を発生させているのです。なので、中心のこれを停止させれば全すべての結界が消えるはずです」

　セントラル導師の説明を聞きながら、石板に手を伸ばす。すると、空気のクッションのような触しよつ感かんが伝わり、それ以上手が石板に近づかない。魔ま法ほう障しよう壁へきか。安全装置かな。

　これもこの石板モノリスの効果なのだろう。で、あるならば、この障壁自体に『イニシャライズ』を打ち込めば無効化できるに違いない。

　僕が【クラッキング】で無効化してもいいが、これはこの島の人たちの役目だろう。セントラル導師が懐ふところから、僕が以前渡した『イニシャライズ』を取り出し、石板に近づく。

　五千年もの長きに渡り、島を守り、あるいは封ふうじ込めてきた結界を解き放つ。その心情はいかほどのものか、部外者の僕にはわからない。だが相当の覚かく悟ごを持って、この決断をしたことはわかる。

　注射器型の『イニシャライズ』を構え、その先端が魔法障壁へと触ふれた瞬間、導師が注射器のプランジャーと呼ばれる押し子を親指で押し込んだ。

　爆ばく発はつ的てきな魔ま力りよくが一気に石板に流し込まれる。『無』の付与が上書きされていき、輝きを放っていた魔石が光を失っていった。

　五千年間この島を覆っていた結界がたった今消えたのだ。

　確かく認にんのため、島の上空にいる紅玉と海にいる珊さん瑚ご＆黒曜に念話を飛ばす。

「どうだ？　結界は消えたか？」

《はい。島上空を包つつんでいた『魔力拡散』の結界が霧む散さんしたようです》

《こっちも同じよぅ。霧が晴れたわ。これなら外の船も接岸できそう》

　召しよう喚かん獣からの報告をセントラル導師に伝える。これでこの島は解放された。

　さて、あとは大おお掃そう除じが残っているな。







◇　◇　◇







　ハリネズミの巨獣がその大きな体から放つ針の散さん弾だんを、右に左に素す早ばやいフットワークでルーの乗るヴァルトラウテが躱かわしていく。

　背中に装備された『Ｂユニット』の効果だ。多方向バーニアにより、素早い移動と加速を可能にする、ヴァルトラウテ専用支し援えん装備である。ちなみにＢはBOOSTERブースターのＢ。

　ヴァルトラウテはハリネズミに近接すると、背中のＢユニットを送そう還かんし、今度は背中と腰こしに合わせて四本の剣が装備されている『Ａユニット』を召しよう喚かんした。ちなみにＡはATTACKERアタツカーのＡ。

　ユニットとのドッキングは一秒ほどで終わる。ヴァルトラウテはすぐさま腰の剣を左右から引き抜き、逃にげようとするハリネズミの体の針を次々と斬り落としていった。

　すると突然、ハリネズミが体を丸め、ボールのようにヴァルトラウテに飛びかかってきた。その攻こう撃げきを難なく躱したヴァルトラウテだったが、ハリネズミはそのまま転がり続け、その場からの逃とう走そうを図はかる。

　しかしルーは慌あわてることなくＡユニットを消し、右みぎ肩かたに大きな大たい砲ほうを出現させる。両手でそれを支え、踵かかとのアンカーを地面に食い込ませた。遠えん距きよ離り射しや撃げき用のＣユニットだ。ちなみにＣはCASTERキヤスターのＣ。

　轟ごう音おんと共に撃ち出された弾丸が、逃げるハリネズミを確実に撃ち抜き、大地を揺るがして巨きよ体たいがその場に倒たおれた。

「お、仕留めたか」

　僕が【ロングセンス】で視界を飛ばし、巨獣の絶命を確認すると、ディエント代表の合図で南の都の兵士たちがハリネズミの処理に向かっていく。

　素材の剥はぎ取りだ。モノがモノだけに手間がかかる作業だが、そのかわり素材のいくらかはあちらに提供する約束なので、僕らは手を出さない。

　Ｃユニットをバビロンに送還したヴァルトラウテから、ルーが降りてくる。

「や、お疲つかれ様さま。どうだった？」

「問題ありませんわ。換かん装そうも滞とどこおりなく行えましたし、思う通りに動かせました。充じゆう分ぶんに戦場の皆さんをお助けすることができそうです」

　ルーの機体であるヴァルトラウテは、遊ゆう撃げきをメインに置いている。突出した能力はないが、あらゆる戦せん況きよう下で対処できるように作られている一種の万ばん能のう型がただ。その能力を持って、戦場を駆け抜け、様々なサポートを行うのがこの機体の役目である。

　むろん、単体でもかなりのポテンシャルは持っているのだけれど。

　ここと同じく東と北、そして西方面にも、それぞれ巨きよ獣じゆう狩がりの部隊を派は遣けん済みだ。巨獣の所在は結界が解けたことで、バビロンからサーチできるようになっている。巨獣がこの島から駆く逐ちくされるのも時間の問題だな。

　もちろん、結界が無くなったといっても、まだ各地に魔素溜だまりは存在している。すぐさま巨獣が全ていなくなるわけではないだろうが、それでも今までのように、都の外で巨獣に襲われる心配は格段に減るはずだ。

　とりあえずこれで巨獣の脅きよう威いも減るし、近日中にはエルフラウから商船団がやってくるから、あとはお互たがい国同士で話し合っていろいろと決めてもらえれば。通貨の違いとか最初はいろいろと大変だろうけど。

　正直、僕がいま気になっているのは巨獣やこの島のことよりも邪じや神しんの繭まゆのことだった。

　最下級とはいえ、神は神。その力を喰くらって取り込んだ邪神がどんな存在か想像もつかない。

　僕みたいに世界神様が再生したのならまだしも、神の力を納めるほどの体を独自で造り上げようというのだから、そんな容易たやすくあの繭が孵かえることはないらしいが……。

　姉さんたちも予想外の出来事にしばらく様子を見るらしく、まだ地上に残っている。

　あの神ひとたちは、新しん神じんである僕の教育係でもあるそうだから。教育なんかされた覚えはあまりないが。

　まあ、相談相手がいてくれるのはありがたいけどな。

「どうしました？」

「あ、いや、なんでもない」

　どうやら考え込んでしまっていたらしく、ルーに心配されてしまった。いかんいかん、今は目の前のことをひとつずつ片付けていかないと。

　そういえばセントラル導師からアレリアス・パレリウスが残した研究資料を見せてもらった。なにぶん五千年前のもので、彼かの女じよたちには大おお雑ざつ把ぱな内容しか伝わってなかったようだが、ウチにはその五千年前を生きていた奴やつがいる。

　書物を片かたっ端ぱしからコピーしてバビロンへと送り、なにか世界の結界についてわからないか、現在博士が『研究所』に閉じこもって調査中だ。

　五千年も前の本がよく形を失わずに残っていたなと思ったが、そこらへんも【プロテクション】と同じ、保護魔ま法ほうがかけられていたんだろう。

　もともと保護魔法の中には、時の流れを部分的に乖離し、時間による変化を停てい滞たいさせる方法がある。時の賢けん者じやとまで呼ばれた魔法使いなら、それを扱えてもなんら不思議はない。

　と、そんなことを考えていたら、それを調べている本人から電話がかかってきた。

「はい、もしもし」

『冬とう夜や君かい？　パレリウス翁おうの研究書の中に気になるモノがあってね。ちょっと見てもらいたいんだが……』

「わかった。こっちもひと段落したし、少ししたらそっちに寄るから」

　そう返事して電話を切る。気になるモノ？ なにか見つけたか？










「これを見てくれ」

　博士が篭こもっていた『研究所』の第二ラボ、その机の上でノートのようなものを見せられた。

　開かれたそのページには、なにやら鎧よろいのようなモノが描えがかれている。ただ、関節や部分的なパーツが妙みように機械的だ。

「これって……フレームギアか？」

「いや、違う。フレームギアはボクが一から造りあげたオリジナルだし、五千年前に一応の完成はさせたが、どこにもお披ひ露ろ目めはしていない。それにこれはサイズが小さすぎる。せいぜい人間と同じくらいの大きさだよ」

　小さい？　ひょっとしてパワードスーツみたいなものか？　人間が着込んで、様々な環かん境きようで活動できるようにした機械仕じ掛かけの鎧とか？　時の賢者はこんなものまで作ってたのか。

　しかし、僕の考えに博士は首を横に振ふる。

「だとしたらこの魔道具アーテイフアクトに書かれている文章は少々おかしい。自分で作ったものに、『動力源は大気魔素と太陽光か？』だの『自律型、独自の思考、人より意識を抽ちゆう出しゆつか？』とか書くかね。まるで、見たことも聞いたこともないモノを書き留めたという感じだよ。それにここだ」

　博士がノートの端はしに書かれている一文を指差す。パルテノ文字は魔法を使わないと僕は読めないっつうの。それを察したのか、博士がその文を口にする。

「『時の歯車と次元の門、隣となり合あう世界の来訪者』。パレリウス翁は次元門を研究していた。あくまで可能性なのだが……パレリウス翁は別の世界へ旅立つことはできなかったが、別の世界からその世界の者を呼び出だすことに成功したのではないだろうか」

　別の世界から呼び出す？　そんなことができるのか？　いや、召喚術も似たようなもんだしな。できないことはないのか。

　でも、どちらにしろあの次元門の作りでは、莫ばく大だいな魔力が必要になるぞ？

「あるいは別の世界からやって来た来訪者と出会っていたか、だね」

「うーん……まだそっちの方が可能性があるような気がする」

　エンデみたいに世界を渡る能力を持ったヤツもいるわけだし。

「ひょっとしたら、その来訪者と会ったことでヒントを得て、パレリウス翁は次元門を作ろうとしたのかもしれないね」

　あり得ないことじゃない……が、だとしたらこの機械鎧が異世界からの来訪者か？　異世界人というよりは異世界ロボ？

　まあ、いろんな世界があるんだろうから、そういう機械だけの世界ってのもあるのかもしれないけど。機械生命体の惑わく星せいとか……車とかに変形したりしないだろうな。

　隣り合う世界の来訪者……ねえ。次元門の向こう、反転世界、裏世界とでも言おうか……あっちの世界から五千年前にこの世界へこの機械鎧が訪おとずれた、あるいは流れてきた、とか？

　そういえば、向こうでカニのような機械のバスを見たな。てっきりあれは乗り物だと思ったんだが、ひょっとしたらロボットだったのかも……。あっちの世界じゃ、ああいうのが普ふ通つうにいるのかもしれない。

　この謎なぞの鍵かぎは向こうの世界にあるような気がする。

「ところで次元門の複製の方は完成したのか？」

「なんとかね。シェスカの空中庭園に設置してある。ああ、魔力タンクも一いつ緒しよにね。冬夜君がいなくてもここから魔力を引き出して、いろんな用よう途とに使えるようになってるから、暇ひまな時に注入しておいてくれ。かなり圧縮できるから魔力容量は相当なものだと思うよ。バビロンの『塔とう』で増ぞう幅ふくすることも可能だしね」

　なるほど、『塔』と連動してるのか。それならかなりの量が期待できそうだな。まあ、そこまで常時使っているわけじゃないけどね。

　琥こ珀はくたち召喚獣の魔力供給なら充分すぎるだろう。数十年は持つんじゃなかろうか。数十年もこの世界を離れる事態にならないことを祈いのるが。

「それでさっそく『門』の起動実験をしてもらいたいんだが……。やはりボクをあちらの世界に連れて行くのは……」

「無理。連れて行くのは可能だけど、博士だけ戻もどって来れない。どうしてもというのなら、あちらで同じような次元門を設置できる場所と資材を用意してからにしてくれ」

「むう。仕方ない、しばらくは我が慢まんするか……」

　僕の場合、神界を経由して帰ってこれるが、博士のように普通の人間（正確には普通じゃないが）はそのルートを通れない。神界に来れるのは神か世界神様に喚よばれた者だけだ。

　向こうの世界で土地や資材を確保し、ここと同じ次元門を持ち込んで、向こうとこちらの門同士を接続すれば、普通の人間でも自由に行き来できるかもしれないが今すぐには無理だ。

　とりあえず『庭園』に建ててあった、いかにも『タンク』と言わんばかりの円えん筒とう形けいの物に魔力を流し込むことにする。

　確かにかなりの量が入るようだ。自分の魔力の半分ほどをタンクに注入し、琥珀たちにつなげている魔力供給の経路パスを、こちらへつなげてみる。うん、問題はないようだ。

　門の起動実験だけなら向こうの世界に行くこともないんだが、向こうとの時間の流れとか、いろいろ検証するには行くのが早い。それにこの前は慌ててて、よく見物できなかったからなあ。

　おっと、行く前にユミナたちにちゃんと話しておかないと。勝手に行動して後で怒られるのはもうごめんだからな。










「構いませんが、向こうに行ってから一人で行動するのはやめて下さい。琥珀ちゃんたちの誰かを連れて一緒に行動して下さいね？」

「信用ないのかなあ……」

　ユミナに大きな釘くぎを刺さされてしまった。お目付け役をつけろということか。琥珀たちならこっちにまた呼び出すことも可能だし、一応神しん獣じゆうなので、神界にも行けるはずだから帰ってくることはできるけど。

「信用とかの問題ではありません。冬夜さんは軽々しくほいほいと首を突っ込みやすいので、注意が必要かと思いまして」

　いやまあ、否定はしないが。でもそうやって首を突っ込んだからこそ、みんなにも会えたわけで。

『では今回は我々がお供を。よいな、琥珀、瑠る璃り』

『あまりぞろぞろと引き連れても目立ちます。守りが得意な珊瑚と黒曜、情報収集のための私が適任かと』

『むむ……！　仕方あるまい。任せたぞ』

　なんか向こうでは琥珀たちがついて行くメンツを決めているし。珊瑚と黒曜、それに紅玉か。紅玉はまだいいけど、珊瑚と黒曜は目立つんじゃないかなあ。琥珀と瑠璃ほどではないか？

　他のみんなからも許可をもらえた。意外とあっさりと許してくれたな。こないだのことで、神様認にん定ていされたからかもしれないが。一応、お土産みやげも持って帰ると約束しておいたけど。

　期間は一日。渡る際の時間のズレがあるから実質一日半ってとこだろう。

　向こうに一人だけだが知り合いができたし、その伝つ手てで土地や資材を確保できれば御おんの字じなんだが。

　ま、起動実験と称しようして、ちょっとした物見遊ゆ山さんをできたらなとは思ってますが。何かあったら姉さんたちから連絡があるだろうし、大だい丈じよう夫ぶだろ。

『庭園』に設置された次元門の複製品に魔力を流し込んでいく。タンクに注入した分も含ふくめて、かなりの魔力を取られたな。まあ、数時間もあれば全回復するけど。

　門に取り付けられているタコメーターが１００％を指し示すと共に、門の中に風景が現れた。

　あれ？　前のような森の中じゃないな。海岸みたいな岩山が見える。パレリウス島とブリュンヒルドじゃ出現場所の座標が違うのかな？　とにかく行ってみるか。

「じゃあ、行ってくる」

「食べ物に気をつけて下さい、ね」

「変な女に引っかかるんじゃないわよ？」

　リンゼとエルゼに変な忠告を受けつつ、みんなに見送られながら紅玉たちと門をくぐる。以前と同じように、まとわりつくような奇き妙みような感覚に襲おそわれた。これ、苦手だなあ。

　門をくぐり抜けるとやはり海岸の岩場だった。すぐそばに海が見え、潮しお騒さいとウミネコの鳴き声が聞こえてくる。

　やっぱりこの間と全く違う場所に出たようだ。

『海はこっちも同じ感じなのねェ。落ち着くわぁ』

『ホントじゃの。少し泳ぎたい気分じゃ』

　黒曜と珊瑚が潮の香かおりを満まん喫きつしているが、あいにくだけど僕らの目的地は海じゃないぞ。

「とりあえず、ここが何処どこかわからないとな……【サーチ：人間】」

　っと、引っかかった、引っかかった。まだスマホにこの世界の情報を何も入れてないので、マップ検けん索さくもできないんだよな。地図はサンチョさんに写させてもらったのがあるんだけど。

『私の眷属を呼び出して周囲の情報を集めますか？』

「いや、まだどこにいるかもわからないし、それは落ち着いてからにしよう」

　紅玉の提案を断ってそのまま海岸線を歩いていくと、一人の釣つり師しに出会った。岩の上から釣り竿ざおを垂らしている。

　翻ほん訳やく魔ま法ほうを使い、取り出したこちらの世界地図の写真で、現在地を教えてもらった。親切な人でよかったな。宙に浮く珊瑚と黒曜を見て若じやつ干かん妙みような顔をしていたけど。

　ふむ、以前転移した場所とかなり離れている。これはパレリウス島とブリュンヒルドとの距きよ離りが関係しているのだろうか。それともランダムにつながっただけか？

　ま、とにかくサンチョさんが店を構えているという、聖王国アレントの王都アレンへと向かおう。

　地図で見ると左右逆転しているからわかりにくいが、現在地は元の世界でフェルゼン王国のあたり、聖王国アレントはロードメア連れん邦ぽうのあるあたりだな。

【フライ】でひとっ飛びすればすぐに着く距離だ。

「よし、じゃあ行ってみるか」

　一応【インビジブル】で自分も含め、みんなの姿を消してから一気に飛び立つ。

　こうして空から見ると、僕らの世界とあまり変わらない感じがするけどなあ。

　そんな感想を持っていた僕の横を、向こうから来た大きな飛行船がすれ違って行く。

　スピードが遅おそく、古めかしい感じの飛行船だ。だけどなぜ飛行船にロボットみたいな両りよう腕うでが付いているんだ？

　前言撤てつ回かい。結構違うかもしれん。どうも魔工学に関しては、こちらの世界の方が若干進歩しているのかもしれない。

　まあなんにしろ、王都へ行けばいろいろとわかるだろ。僕はさらに速度を上げて、一路聖王国へと向かった。







◇　◇　◇







　聖王国アレントの城下町前までやって来て、ちょっと困ったことになった。どうやら都へ入るためには身分証か、一定額のお金が必要なようなのだ。門の前に人が並んでいる。

　それ自体は珍しいことでもないし、驚おどろくようなことではないのだが、こちらの世界で僕のギルドカードは使えないだろう。もちろんこちらの世界のお金も持ってない。さて、どうするか。

『アタシたち見えてないんだからそのまま通っても構わないんじゃなぁい？』

「……そだね」

　黒曜の発言で自分の馬ば鹿かさ加減に呆あきれてしまった。なんてことはない、素す通どおりすればいいんじゃないか。【インビジブル】で見えてないんだし。

　門番の横をするりと抜ぬけて、都へと足を踏ふみ入いれる。そもそも初めから都の中に降りればよかっただけの話で。

　通りから離れた路地裏で人目がないことを確認し、【インビジブル】を解く。

　魔法を解除してからあらためて通りへと出て行くと、人の賑にぎわいが肌はだで感じられた。建物や通りなどは煉れん瓦が造づくりや石いし畳だたみで、僕らの世界とは大差ないように思える。だが所々に街灯のような物も立っていた。人々の服装もそんなに変わらないし、強しいて言えば、あまり冒ぼう険けん者しや風の人を見ないくらいか？

　いや、ちょっとまて。あの店の看板ってネオンか？　文字の形に細長い管のようなものが取り付けられている。夜じゃないので光ってはいないが……。電気で光るんだろうか。それとも魔力か？

「やっぱり細かいところで違ちがうんだな……」

《主、あれを》

　お上りさんのようにキョロキョロと歩いていると、紅玉から念話が飛んできた。

　そちらへと視線を向けると目の前の交差路をガチャンガチャンと、商人風の男がダチョウのような機械にまたがって、横切っていくのが見えた。なんだありゃ!?

　正確にはダチョウの首から下、足だけの物に、荷台をつけたようなものだった。

《主、向こうからも来ましたぞ》
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　ポカンとしていると、今度は向こうから足の先に八つの車輪をつけた蜘蛛くものようなレトロ風の機械が地面を滑すべるように走ってくる。その背中には馬車のようなシートが取り付けられており、金持ちそうな男女がシートに座すわって笑い合いながら話をしていた。

　僕は目線だけでそれを見送り、あまりのカルチャーショックに少し目眩めまいがした。

《普通に魔道具が普ふ及きゆうしているのねェ》

《あれが魔道具かどうかはわかりませんが。ただ持ち主を見る限り、使っているのは一部の裕ゆう福ふく層だけな気がします》

　紅玉のいう通り、ロボットのようなものを連れているのはどこか羽は振ぶりの良さそうな人ばかりだった。ってことはアレって金で買えるのか？

「ホントに別世界だな……」

　ちょっと気分を落ち着けるためにどこか喫きつ茶さ店てんにでも入りたいが、お金がない。

　まずはそこからか。

　サンチョさんから得た翻訳魔法の効果で文字は読める。とりあえず雑貨屋らしき店へ入ることにした。何かを売ってお金にしよう。

「へい、らっしゃい」

　通りに面していたその店は『カタン雑貨店』という個人経営店のようだった。

　それほど広くない店内に、いろんな雑貨が置いてある。針や糸、ハサミや敷しき布ふなど、見ればすぐわかる物から、ガラスのような物の中になにか液体と鉱物が入ったよくわからないものもある。

「……なにかお探しで？」

　キョロキョロと商品を見ていた僕に、主人が話しかけてくる。怪あやしい奴と思われたかな。変な動物を連れているしな。

　カウンターに座る店主は三十代ほどの赤毛の髭ひげを生やした男性だった。

「いや、実はお金が必要でして、ここで何か買い取ってもらえないかと思ったのですが……」

「買い取りかい？　ルクーシの糸や、魔光石なら高く買い取るよ」

　どっちも知らん。が、魔光『石』ってことは鉱石なんだろう。鉱石が売れるなら金や銀が売れるかもしれない。

「金や銀も買い取ってもらえますか？」

「金や銀？　そいつはダメだ。ウチじゃ査定は難しいし、どうしても安く買かい叩たたくことになっちまう。お客さんが損することになるよ？　貴金属店へ行った方がいい」

　ずいぶんと親切な店主だな。しかし貴金属店なら買い取ってもらえるのか。これでお金はなんとかなりそうだ。おっと、そうそう。サンチョさんのことを聞いておくか。

「この都にペドロ・サンチョって商人がいるはずなんですが、わかりますか？」

「なんだ、あんたサンチョの旦だん那なの知り合いかい？　旦那の店ならこの前の通りを北へ真まっ直すぐ行ったところにあるよ。『サンチョ商会』でなら、金や銀も適正価格で買い取ってくれるだろうさ」

　意外と（と言ったら失礼だが）サンチョさんはこの都ではそれなりに知られた商人らしい。

　店主にお礼と別れを告げて、通りを北へと歩き出す。

　その間も機械の鎧よろい騎き士しと言った感じのロボットが、冒険者風の男の後ろを付き従って歩いているのを目もく撃げきする。

　住民たちはそれに目をやることはあっても取り立てて騒さわぐことはしない。どうやらこういった光景は、この世界では日にち常じよう茶さ飯はん事じのようだ。

　不思議なのはあんなロボットがいる割に、科学技術はそこまで進んでいるようには見えないことだ。普通の馬車も走っているしな。

　なんとなくちぐはぐな印象を受ける。別の異世界だからだろうか。そんなことを考えながら通りを北へ歩いていくと、目立つ看板が見えてきた。

「お、『サンチョ商会』ここか」

　先ほどの雑貨屋の三倍はありそうな店構え。煉瓦造りのその店の横には駐ちゆう車しや場じようのようなスペースがあって、そこにあのカニバスが停とまっていた。間違いない。ここがサンチョさんの店なんだろう。

　三段ばかりの階段を登り、お洒落しやれな装そう飾しよくをされたドアを開ける。ドアベルがちりりんと鳴り、店内にいた二十代後半のエプロンをした女性がこちらに目を向けて来た。

「いらっしゃいませ。……あら？　あらあらあら！　あなたはいつぞやの！」

「へ？」

　僕ぼくの顔を見るなり、栗くり色いろの髪を大きな髪かみ留どめでアップにまとめたその女性が笑え顔がおで近づいてきた。そして僕の前で軽く頭を下げる。

「その節はお世話になりました」

「えーっと……？」

「あ、覚えていませんよね。主人しか話してなかったし。私はペドロの妻でモナっていいます。あの時、ゴレム馬車の中にいたんですよ？」

「ゴレム？」

「ほら。表に停まっている、あの」

　モナさんが指を指す先には、店内からのガラスを通して横付けされたカニバスが見えた。どうやら店内からガレージのようなあそこに行けるようになっているようだ。

　って言うか、ゴレムっていうのか、あれ。ゴーレムじゃなくて？

「いま主人を呼んできますね」

「あ、すいません」

　パタパタとモナさんは奥おくにある階段の方へと走って行った。

　僕は他の客や店員さんの邪じや魔まにならないように、店内のガレージが見える方へと移動した。

　店内にはいろんな商品が置いてある。雑貨屋ではあるが、先さき程ほどの店とは違って置いてある物はどこか高そうだ。あまり商品に触れないようにしながら、ガラス窓の先にあるゴレムと呼ばれた機械のカニをなにげに見やる。

「操縦席のような物はあるけど、ハンドルやレバーのような物はないな。自動操縦なのか？」

　一応、スマホのカメラで撮さつ影えいしながら考察する。これが乗り物ならどこかで売っているんだろうか。売っているのなら、買って帰れば博士あたりは喜びそうだけど。かなり高そうな気はするが。

「やあ、よくいらっしゃいました、トーヤさん！　またお会いできて嬉うれしいです！」

「ああ、サンチョさん。こんにちは」

　声をかけられて振り返かえると、そこには人の良さそうな恵え比び寿す顔がおのサンチョさんが立っていた。体型も恵比寿様のような感じだが。

　差し出された手を握り、再会を喜ぶのもそこそこに、僕はこの店に来た理由を話しだした。

「実はお金に困ってまして。ここで金や銀を買い取ってもらえると聞いたものですから」

「買い取りですか？　構いませんよ。とりあえず現物を見せていただけますか？」

　僕が【ストレージ】から小さな金のインゴットをひとつ取り出すと、サンチョさんが目を丸くしていた。

「あの……なにか？」

「いや、魔獣を倒したお手並みを拝見して、只ただ者ものではないとは思ってはおりましたが……かなり魔法に精通したお方のようで……驚きました」

　んん？　この世界では魔法がそれほど広まってはいないのか？

「カードも使わず収納魔法を使うとは……」

「カード？」

「これですよ。知りませんか？　『ストレージカード』。よほど遠くから飛ばされて来たんですね」

　サンチョさんは懐から一枚のカードを取り出すと、カウンターの上で軽く振った。するとカードから数枚の銀貨が落ちてくる。おお？　ひょっとして収納魔法が付ふ与よされたカードなのか？

「私たち商人には必ひつ需じゆ品ひんのアイテムですよ。『コモン』『アンコモン』『レア』『レジェンド』とあって、それぞれ収納量が違います。これはアンコモンのカードですね」

「へえ……初めて見ました」

　サンチョさんの持つカードを眺ながめる。なるほど、これなら僕にも作れそうだ。いろいろと便利かもしれない。詳くわしく聞くと収納できるだけで、僕の【ストレージ】のように中の時間まで止まるわけじゃないらしいが。

「そんなに珍めずらしい物ではないのですが……トーヤさん、あなたいったい……」

「あなた。命の恩人に失礼よ」

「おっと、すいません。余計な詮せん索さくでしたな。ではちょっとこれを見せていただきますよ」

　訝いぶかしげな目をしていたサンチョさんだったが、奥さんに窘たしなめられると、僕が出したインゴットを確認し始める。秤はかりに乗せて重さを測り、何やら棒状の物を当てたり擦ったりして、数字を紙に書き込んでいった。

「ふむ……。純金ですな。これを丸ごと売っていただけるので？」

「はい」

「そうですな……。白金貨五枚といったところでいかがでしょう？」

「構いません。それでお願いします」

　と言ってもこっちでの金の価値なんかわからないんだが。にしても白金貨か。名めい称しようは同じだが、貨か幣へい価値は同じなんだろうか。

　白金貨一枚でパンがひとつしか買えなかったり、銅貨一枚で家が建つ、とかじゃなければいいが。金属の価値なんか、利用価値と希少価値で決まるような気もするし。

　確かアルミニウムが金より高かった時代もあったり、プラチナがさほどでもなかった時代もあったとかなにかで読んだような。金はずっと安定した価値を保っていたらしいけど、それも地球でのことだしなあ。

　雑貨屋の店主が金や銀を『貴金属』って言ってたし、ものすごく安いってことはないと思うけど。

　おっと、思考が逸それた。ゴレムのことを聞かないと。

「そう言えばここに来るまでに、あれと同じような機械を結構見たんですが……」

　そう言ってガラスの向こうのカニバスを指し示す。

「ゴレムですか？　王都ですからいろんな機種がいたでしょう？　ウチのような工場製フアクトリーの運うん搬ぱん型だけじゃなく、古代機体レガシイもたまに見れますよ」

「そのゴレムって僕でも買えますか？」

「買えないことはないと思いますよ。ただ、白金貨五枚じゃあまりいい物は買えないと思いますけど」

　どうやらかなりお高いモノらしい。元の世界で言うなら高級外車レベルか？

　庶しよ民みんがおいそれと買えるものではないのは確かなようだ。おまけに用途によってそれぞれ値段も違うらしい。

「どうやらトーヤさんはゴレムに関してあまり知らないようですね？　よろしければ説明いたしましょうか？」

「すみません、田舎いなか者なもので。よろしくお願いします」

　以下、サンチョさんに聞いたゴレムについて。










　かつて戦争があった。二つの古代王国の諍いさかいが、やがて世界をも巻き込む大戦争へと発展したという。その中で、人に従い、人の代わりに戦う機械仕掛けの自動人形が生まれる。

　それこそがゴレムと呼ばれる機械人形。次々と多種多様なゴレムが生み出され、戦争はゴレムの力によりどんどん拡大していった。もうそれは、戦争を始めた古代王国でさえ止められぬほどであったという。

　結果、この世界は一度滅ほろんだ。

　しかし人類はそこから再び立ち上がり、新たな文明を築き上げる。

　太古の遺産であるゴレムを発はつ掘くつし、古代機体レガシイと呼ばれる機体を解かい析せき、複製して、グレードダウンした量産型を作り上げることに成功。工場製フアクトリーと呼ばれるものが、現在一いつ般ぱん的てきに普及しているゴレムなんだそうだ。

「すると外のアレも工場製の量産型なんですね？」

「そうです。古代機体レガシイともなると、ちょっと手が出ませんね。市場に出ることも本当に稀まれですから。欲ほしければ自ら古代遺い跡せきを見つけて発掘するしかないでしょう」

　よほどレアなモノらしい。だけど全く手に入らないってわけでもなさそうだ。

「工場製フアクトリーと発掘品レガシイってそんなに性能が違うんですか？」

「そりゃもう。性能の面もですが、古代機体レガシイは別名『能力持ち』とも言いましてね。特とく殊しゆな能力を持っていることが多いんですよ。雷かみなりを放ったり、氷を操あやつったりね。魔法を使えるトーヤさんには、あまり必要ないかもしれませんが」

　なるほど。それで、古代機体レガシイの方が貴重なんだな。さすがは古代王国の遺産と言ったところか。ここらへんも僕らの世界で言うアーティファクトとかに似ているな。どちらも魔ま力りよくで動く道具には違いあるまい。

　そんな受け答えをしながら、サンチョさんから僕は白金貨五枚を貰もらい受けた。

　ついでにパン一つの価値を聞いてみると、僕らの世界と貨幣の価値はあまり変わらないようだ。白金貨だと金額が大きいので一枚だけ金貨十枚にしてもらう。

　向こうの硬こう貨かより少し小さいけど材質は同じっぽい。【アナライズ】で調べると、通貨だからか純金ではなく、10％ほどミスリルなどが混じった合金だな。ミスリルも普通にあるのか。

　とりあえずこれで資金ができたぞ。まずはこの世界の情報をいろいろ手に入れてみるか。ゴレムについてもわかるだろうし。

「ここらで本屋ってあります？」

「三軒隣となりが本屋ですよ。あまり大きくはありませんが」

　近いな。まずはそこから攻せめてみるか。

　サンチョさんたちにお礼を述べて、一いつ旦たん外へと出た。確かに右手の方に本屋の看板が見える。

　サンチョさんの店とは違い、古めかしいドアを開くと、中はいかにも古書店といった雰ふん囲い気きの本屋だった。入ってすぐのところに階段が取り付けられていて、二階にも本が置いてあるようだ。

　一階奥のカウンターに丸眼鏡をした白しら髪が頭に長い白しら髭ひげのおじいさんが座っていた。どこぞの魔法学校で、校長でもしてそうな雰囲気を醸かもし出している。

「……いらっしゃい。なにかお探しかね？」

「えっと、歴史や文化関連の本ってありますか？」

「歴史関連？　この国のかね？　それとも世界史の？」

「あー、両方で」

「なら二階の右手奥の棚たな、上から二段目と三段目じゃ。自由に見ても構わんが、本は汚よごさんでくれよ」

　おじいさんに軽く頭を下げると、木製の年季が入った階段を登る。ギッ、ギッ、と軋きしむ階段を登って、二階の右手奥の本ほん棚だなを目指した。

「っと、ここか。えー……『アレント史書』『聖王国歴程』『西方起源録』『マトラック年代記』……」

『けっこうあるのねェ』

「一冊銀貨一枚もしないようだし面めん倒どうだからみんな買ってくか」

　手て当あたり次し第だいに目についた本を本棚から抜き取とり、床ゆかの上に山積みにしていく。本に関してはこっちの世界の方が若じやつ干かん安い気がするな。

「おっと、ゴレム関連のも買っておこう」

　ゴレムに関しての専門書といったモノはなかったので、古代王国にまつわる本を積み上げていった。

　その他、魔獣に関しての本や、作法に関しての本、リンゼあたりのお土産に恋こい物もの語がたりの本も積んでいく。珊さん瑚ごたちにも適当に面白おもしろそうなものを選んで積んでもらった。

「だいたいこんなもんか」

　本棚から抜き取った百冊以上の本を【レビテーション】で浮うかべて、一階へ降りる。

　カウンターにいたおじいさんは、僕とふわふわと浮かぶ本の山を見てギョッとしていたが、すぐさま全部の本の精算を始めた。

　全部で金貨九枚半だったので、白金貨一枚を渡わたし、一階にあった目ぼしい本を片かたっ端ぱしから半金貨分、他の本と合わせて【ストレージ】に突っ込んだ。

「まいどありぃ……」

　少し放心気味のおじいさんを尻しり目めに再び町の通りへと出る。

「さて、あとは食事かな。お腹なか減ったしなにか食べよう」

《よいですな》

《アタシ、卵が食べたいわぁ》

　どこか食事の取れるところはないかと町をぶらつく。サンチョさんの店に戻って聞いてもよかったが、こういうのはインスピレーションで飛び込んだ店の方が面白い。ハズレを引くのもまた旅の醍だい醐ご味みだ……とはエルゼの弁。

　そのうち一軒のオープンカフェを見つけて、そこのテラス席で軽食を頼たのんだ。ここなら紅玉たちを連れていても大丈夫らしい。

　翻訳魔法のおかげでアレント聖王国の文字も読めるのだが、いかんせん、困ったこともある。

　メニューの『シンシンのサンドイッチ』や『グレーフルの果実水』とか、読めはするのだけれど、『シンシン』や『グレーフル』がなにかわからん。とてもスリリングな注文になったが、出てきたモノは鳥肉のようなサンドイッチと、葡ぶ萄どうのような紫むらさきのジュースだった。

　味は不味まずくはない。それなりに美味うまい。何の肉かどういった果実かは考えないようにする。美味いんだからそれが全すべてだ。

　黒曜たちも頼んだメニューを美味そうに食べている。黒曜は卵、珊瑚は魚、紅玉は野菜とバラバラだけど。

　僕もゆっくりとくつろぎながら食事をし、テラス席から見える通りを眺める。

　時折通りかかる、いろいろなゴレムを見るのが面白い。

　そういや、この都でまだ獣人とかエルフのような亜人を見てないな。単にこの都やこの国にいないのか、それともこの世界に存在しないのか。迫はく害がいされてたり、人間と敵対しているってのはやめてほしいところだけど。

　グレープジュースのような色だが、味としてはトマトジュースに近いものを飲みながら、僕は通りを眺めていた。

「誰だれかー！　そいつを捕つかまえてくれ！　ひったくりだぁー！」

　通りの向こうからそんな声がして、バッグを抱かかえた茶ちや髪ぱつの若い男がテラスにいた僕らの前を全力疾走で横切っていく。

「……【スリップ】」

「ぐはあっ!?」

　突とつ然ぜん転倒したひったくりの男が、思い切り後頭部を地面に打ち付けて悶もん絶ぜつする。

　追いかけてきた金きん髪ぱつの違う男が茶髪の男に飛びかかり、後ろ手にひったくり犯を押おさえつけた。

《お見事です、主》

「これだけ大きい都だと犯罪も多いんだろうな」

　ジュースを片手に目の前で始まった捕とり物ものを眺めていると、銀の鎧よろいを着込んだ騎き士しが二人やってきて、ひったくり犯を縛しばり上あげ、金髪の男とともにどこかへ連行していった。この都にも普通に騎き士し団だんはあるらしい。

　それを見届けた僕らは食事の代金を払はらって、カフェをあとにした。

　そのあと世界神様やみんなへのお土産を買いつつ、いろんな店を覗のぞいて回った。武器屋で銃じゆうのようなものがあったのには驚いたなあ。ただ火薬を使った銃ではなく、込められた魔力を弾にして撃うち出だす『スペルキャスター』というものだったが。魔ま力りよく銃じゆう、とでも言おうか。

　店主と話したけど、やはりこの世界では『魔ま法ほう』を使える『魔法使い』はそれほど数が多くないようだ。魔力の存在は誰しも持っているし知っているのに、それを術として操れる人間は限られているらしい。

　ゴレムという存在が、魔法の発展を阻そ害がいしてしまったのだろうか。そりゃ雷らい撃げきを放てるゴレムがいるなら【サンダーアロー】を使える魔法使いはお払い箱ばこだ。

　給料もいらないし、文句も言わない。裏切る心配もしなくていいのだから。結果、魔法というものは一部の限られた人たちにしか受うけ継つがれず、衰すい退たいしていったのかもしれない。

　もっとも古代王国時代はそうでもなかったのかもしれないが……。そこらへんは買った本で調べないとな。僕じゃなくて、博士が、だけど。

　しかしこの裏世界（面倒なんでそう呼こ称しようする）も、いろいろと物ぶつ騒そうなんだなあ。こうして都を観光しているお上りさんを付け回す、不ふ逞ていの輩やからがいるんだから。

「二……いや三人か」

《はい。確実に我々を付けております》

　さっきから僕らを付つかず離はなれず監かん視ししている奴やつらがいる。なかなかの尾び行こう術と褒ほめてやりたいが、まだまだだね。ウチの椿つばきさんレベルに比べたら、素人しろうともいいところだ。

「狙ねらわれる覚えは無いんだけどなあ……」

《いろんな店で物を買っていたから、金持ちのボンボンと間違われたんじゃなぁい？》

　その可能性もあるか。ショーウィンドウの商品を見るフリをして、ガラスに映った背後の尾行者を確かく認にんする。フードをかぶっていて顔はよくわからないが、そこらのチンピラとも思えない。

　ま、そこらへんは直接聞けばいいか。

　小走りに裏路地へと入る。角を曲がって人がいないのを確認すると、すぐに【インビジブル】で姿を消し、追つい跡せき者しやを待ち受けた。

　同じように角を曲がり、三人の人物が裏路地へ踏み込んだところで、その退路を断たつ。

　突然背後に現れた僕に、フードがついた何やらローブのようなものを着込んだ三人がギョッと驚く。

「僕になにか用か？」

　慌あわてふためく三人のうち、二人が残りの一人に視線を向ける。どうやらそいつがリーダーのようだな。

「用がないなら後をつけるような真似まねはやめてもらいたいね。それとも痛い目に合わなきゃわからないか？」

　これ以上つきまとわれても面倒なんで、少し脅おどしをかける。僕のナリでどれほど効果があるかはわからないけど。

「待って下さい。後をつけたことは謝あやまります。少し話を聞いていただけませんか？」

　リーダーと思われる人物がフードを外すと、赤茶髪の女性だった。年としの頃ころは二十歳はたちくらい、榛はしばみ色の眼つきが鋭するどい、軍人か武芸者といった雰囲気を纏まとっている。ショートカットに切りそろえられた髪が、さらにその印象を強めていた。

「先程、カフェのテラス席でひったくりに魔法を使いましたね？」

「……使いましたが、それが？」

　へえ。あの短い発動でよくわかったな。魔法が使われた対象でもないのに。そういや、魔法を知らなくても感応力が高い人間もいるってリーンが言ってたな。魔法使いの素質があるってことなんだろう。

「あなたは他の魔法も使えますか？」

「まあ、ある程度は」

「……解呪魔法は？」

「ものによります。あまりにも進行していると呪のろいを解くことで、逆に相手を危険に追い込むこともあるので」

　一言に呪いといっても、魅み了りよう、混乱、石化、体力吸収、昏こん睡すい、幻げん惑わく、封ふう印いん、と様々だ。中には子孫絶ぜつ滅めつとか変わったのもある。

　大たい概がいは僕の【リカバリー】で解除できるが、例外もある。例えば呪いによって身体が強化されていた者を安易に解呪してしまうと、反動で肉体が今までの負担に耐たえられず死んでしまうこともあるのだ。

　また、複雑な呪いだと【リカバリー】一回では解けない場合もある。僕が前に奴ど隷れい商人の手先に使った呪じゆ縛ばく魔ま法ほう、【ギルティカース】なんかがそれだ。

　あの時かけた呪いは、人を傷付ける罪を犯おかすたびに、身体の一部分が麻ま痺ひしていき、やがて心臓に至ると死ぬというものだ。

　通常の状態ならもちろん健康なので【リカバリー】は効かない。なにか罪を犯し、麻痺したなら【リカバリー】で治せる。が、『呪い』が解けたわけじゃない。また罪を犯せば麻痺が起こる。根本的な解決にはなってない。

　だから根本的に何の呪いかを見み極きわめることが大事なのだが……。

「誰か呪われている知り合いでも？」

「はい。我々の客人が呪いの魔道具アーテイフアクトにかかり、昏睡状態になってしまったのです。すでに数週間意識が戻もどらず……」

　ふうん。昏睡の呪いかな。精神崩ほう壊かいとかじゃなけりゃ治せるとは思うけど。

「その方にまだ我々は大きな恩を返していません。どうか彼かの女じよの呪いを解いて下さいませんでしょうか。お礼は何でも致いたしますので」

　頭を下げるショートカットの美女に、慌てて後ろの二人もフードを外して同じように頭を下げた。

　ポニーテールとロングウェーブの髪が大きく揺ゆれる。二人とも歳は僕と同じかひとつ下ぐらいか。十六、七くらいの少女で、ポニーテールが薄うす茶ちや、ロングウェーブが栗色の髪をしていた。頭を下げているので顔はよく見えない。

　さて、どうしたもんか。

《さっそく来たわね～。相変わらずご主人様が訪おとずれるところには問題が起こるわぁ》

《人聞きの悪いこと言うなや》

　黒曜に念話で突っ込んでおく。問題トラブルは向こうからやって来るんだ。僕のせいじゃない。今回だって【スリップ】させただけ……いや、それが引き金になったのは確かだけど。

　ううむ。あまり目立ちたくはないんだが。余計なトラブルを背せ負おい込んでも面倒だしな。

　かと言って、見捨てるってのも後味が悪いし。知り合いでもなんでもないけど、どんな呪いか気にはなる。

　ま、いいか。面倒なことになったら表あつちの世界へ戻ってしまえばいいだけだし。こっちじゃ国王とかの肩かた書がきはないし、たぶん大丈夫だろ。

「治せるかわからないけど、それでもいいなら」

「ありがとうございます」

「ありがとうっス」

「感謝しますぅ」

　再び三様に頭を下げられる。まあ、診みてみないとなんとも言えないんだけどさ。僕の横で紅玉たちがため息をついていたが聞こえないフリをする。

「では我々の塒ねぐらへ案内します。申もうし遅おくれました、私はエスト・フローティア。義ぎ賊ぞく団『紅あか猫ねこ』の副首領をしております」

「僕は望もち月づき冬夜。ま、今は旅人ってとこ……ちょっと待て、義賊団ってなんだ？　『紅猫』？」

　義賊？　義賊ってあの義賊？　鼠ねずみ小こ僧ぞうとかロビン・フッドとか、石川五右衛門、アルセーヌ・ルパンとかの!?

　いやいや、言い方はどうでもいいけど、つまりは泥どろ棒ぼうってこと!?

「『紅あか猫ねこ』を知らないんスか？　ずいぶん田舎から来たんスね？」

　ポニテ娘むすめがそう言うが、田舎どころか、もっと遠いところから来た僕が知っているわけがない。

　その口ぶりだとかなり名の知れた義賊団なのだろうが、犯罪者なのには変わらないだろ。

　眉み間けんに皺しわを寄せた僕に、エストと名乗った女性が口を開く。

「言っておきますが、我々が盗ぬすみを働くのは民草を苦しめる悪徳商人や馬鹿貴族だけです。それでなければ自ら義賊団を名乗ることはしませんよ」

　いやまあ、犯罪者は全て悪だ！　なんて言う気は無いけどさ。異世界こつちに来て、僕もいくつか法を破ってるし。っていうか僕も今、この都に不法侵しん入にゆうしてます、すいません。お金払ってません。

「……まあ、いいや。そこらへんは後で聞くから。それより連れていくなら早くしてほしい。明日には都ここを出てかないといけないんだよ」

「わかりました。ではこちらへ」

　そう言ってエストさんが歩き始めた。裏世界こつちじゃ面倒なことに巻き込まれたくないと思っていたんだけどなあ。

　面倒なことになった。







◇　◇　◇







　聖王国アレントの王都、アレンの東地区はどっちかというとあまり裕福ではない庶民たちが暮らすエリアとなっていた。

『紅猫』副首領のエストさん、ポニテ少女のユニ、ロングウェーブのユーリに連れられて、僕らはそのエリアへと足を踏み入れる。

　中央区とは違ってやはりどことなく荒あれた町並みと、少し疲つかれた人々を見ながら町中を歩いていった。大きな都になるとどうしてもこういう部分が出てきてしまうよな。

　やがて僕らは通りから外れ、寂さびれた裏路地に入る。奥まった角を曲がるとそこは行き止まりだった。

　周りは建物の壁かべで埋うめ尽つくされ、行き止まりの壁には一メートル四方の大きな空の木箱がいくつか積み上げられている。

　その木箱の裏手に回ると、ちょうど表からは見えない地面に、金属製のマンホールのような蓋ふたがあった。

「これは……」

「王都に昔からある地下道への入り口です。こういった場所がこの都にはいくつかあるんですよ」

　蓋を開けてエストさんが地下へと下りていく。僕もそれに続き、ひんやりとした地下への梯子はしごをまっすぐに下りていくと、すぐに広めの通路へと出た。

「ちょっとしたダンジョンだな……」

　通路は地下にもかかわらず明るい。十メートル置きぐらいに、何やら光るものが紐ひもで壁へき面めんに引ひっ掛かけてあるのだ。

　手に取ると、それは単三電池ほどの円えん筒とう形けいのガラス筒で、中には何やら液体と石が入っていた。その石が眩まぶしく光っているのだ。

「これは？」

「え？　知らないんスか？　魔光石っスよ。町中でもあるでしょ？」

「……王都には今日ついたばかりでね。田舎者なんで」

　これが雑貨屋の店主が言っていた魔光石か。なんでも水と反応し、光を発する鉱石らしい。だからこの鉱石を採さい掘くつする時は、雨の降ふる夜に限るんだそうだ。明るさは中に入れる水の純度で調整できるとか。

　すると、店の看板に使われていたネオンもこれを利用したものか。おそらく細長いあのガラスの中に、細かく砕くだかれた魔光石が入っているのだろう。そこに水を通せばネオンサインのようになって光るというわけだ。

　これは表世界あつちにはない鉱石だな……。【ライト】を付与させたシャンデリアのようなものならフェルゼンなんかで造られているけど。

　ユニの訝しげな視線を受けながら、僕らはエストさんの先導で通路を歩いていく。

　通路の曲がり角でエストさんが立ち止まると、手にしていた小剣の柄で、壁をカツカツ叩き始めた。なにかリズムをとっているような……と思っていると、壁の一部が横開きの扉とびらのようにスライドし、新たな通路が現れた。隠かくし扉か。

　新たな通路に踏ふみ込むと、裏にいた二人の男が扉を再び閉めてしまう。ははあ、さっきの音が合図で、それによって開閉しているのか。用心深いことだ。

　まっすぐな通路を進んでいくと、やがて通路のくぼみなどに座すわり込む赤いバンダナをした男たちがちらほらと見え出した。

　男たちはこちらに気がつくと、皆立ち上がって黙もく礼れいを返し、またその場に座り込む。おそらく『紅猫』の構成員なのだろう。休きゆう憩けい中なんだろうか。

　そのまま通路をまっすぐ進むと、重そうな鉄の扉があり、その前に赤い鎧武者が立っていた。身長は二メートル以上ある。

　でかい人……いや、あれは人間じゃない。ゴレムだ。日本の鎧武者のようなフォルムをしているが、関節や鎧の隙すき間まから機械的なパーツがみえるし、何より目が光っている。

　頭からは太い二本の角が左右からにょっきりと伸のびていて、戦国武将の黒田長政が福島正則へ贈おくったとされる、大水牛兜かぶとのようだ。

「副首領のゴレム、『アカガネ』っス」

　僕に向けてそっとユニがつぶやいてくる。名前まで日本風かよ。やっぱり裏世界こつちにもイーシェンみたいな国があるのかもしれない。

　赤い鎧武者ゴレム『アカガネ』は、重そうな扉を開き、中へと僕らを導く。全員が中へと入ると再び扉がしまった。あのゴレムはここの門番役なんだろう。

　扉の中は乱雑に物が散らかった広い部屋で、天てん井じようには蛍けい光こう灯とうのようなものが光っている。あれも魔光石が使われているんだろうなあ。ガラスのパイプがぶら下がっているだけにみえるけど。

　壁面にはいくつかパイプが取り付けてあり、生活水も引いてあるようだった。古めかしいタンクに蛇じや口ぐちが付いている。

　部屋の真ん中に置かれた机の上には、ヘッドホンがつなげてある大きな通信機器のようなものや、どこかの屋や敷しきの見取り図といったものが散乱していた。写真らしきものまである。こっちの世界には写真があるのか。驚おどろいたな。

　この部屋は作戦司令室といったところだろうか。いろんな興味深いものが散乱している。

　しかしそれよりも僕の目を引いたのは、机の前で大きめの椅い子すにだらしなく座り、顔を天井へ向けて、大イビキをかきながら寝ている少女の姿であった。

「誰あれ？」

「……うちの首領、ニア様ですぅ」

　困ったような顔をしてロングウェーブのユーリが答えてくれた。

　首領って……あれがこの義賊団のトップってことか？　ええ……？

　イビキをかき続ける首領ニアの元へ、副首領のエストさんがスタスタと歩いていくと、小気味良い音と共に、その首領の頭をひっぱたいた。

「ふぶおっ!?」

　バターンッ！　と椅子ごと後ろにひっくり返った少女が、寝ぼけ眼まなこでエストさんを見上げる。

　真っ赤な長い髪をツインテールにした、僕と同年代の少女だ。赤いジャケットとショートパンツを着込み、動きやすいラフな格好をしている。

「何すんだこら！　……って、エストか」

「だらしない顔で寝てるんじゃありません。乙女おとめにあるまじき姿でしたよ、ニア」

「別にいーだろー？　誰が見てるわけでも……」

　口を尖とがらせてそう反論しようとしたニアの目が僕ぼくを見て止まる。

「誰だ？　こいつ？」

「エルカ技師の呪いを解けるかもしれない方ですよ。町で見かけてお連れしました。望月冬夜さんです」

「本当か!?」

　ガタンッと椅子を蹴けとばしてニアと呼ばれた少女が立ち上がる。

「お前が本当に治せるのか？　なんか頼たよりねー感じだけど……」

「見てみないことにはわからないけどね」

　頼りなくて悪かったな。疑わしそうな目で睨にらんでくるニアに軽くおどけてみせる。

「まあいいや。とにかく診てくれ。言っとくが、おかしな真似しやがるとタダじゃ、あいた!?」

　まるで不良ヤンキーのような睨みを僕にきかせてきたツインテールの頭頂部に、キレのあるチョップがかまされた。

「立場がわかってるんですか、あなたは。こちらは無理言って彼かれに頼んでいるんですよ？　考え、無しに、行動、するのは、やめなさいと、いつも、言っている、でしょう？」

「あいたッ！　あいたッ！　わかっ、わかった！　わかったって！　やめっ、」

　ズビシッ、ズビシッ、と遠えん慮りよない副首領エストさんのチョップがリズムよく連続で放たれる。すでに赤毛のツインテールは涙なみだ目めだ。なんとなくこの二人の力関係がわかった気がした。
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《変な奴らねェ。本当に盗とう賊ぞく団なのかしらん？》

《それについては同感だな》

　黒曜からの念話に、僕だけじゃなく、珊瑚と紅玉もこくこくと頷うなずいていた。

「とにかくまずは診てもらいましょう。こちらへ」

　司令室の奥おくにあった扉を開き、細い通路を抜ぬけると、そこにはまた鉄の扉があった。ユニとユーリは司令室の部屋に残ったので、僕と珊瑚、黒曜、紅玉、ニア、エストさんだけがその部屋の中へと入る。

　中は十二畳じようほどの部屋で、壁かべ際ぎわに据すえ付けられたベッドには誰かが横たわっていた。

　そしてその下には一匹の犬……いや狼おおかみか？　が、部屋に入ってきた僕らを見つめている。

『ニア殿どの、エスト殿、そちらの方はどなたかな？』

「喋しやべった!?」

　よく通るバリトンの男の声で狼が喋った。召しよう喚かん獣か!?

　僕が珊瑚たちの方を見るとみんな首を横に振ふり、否定を示していた。召喚獣じゃないのか？

「こちらは望月冬夜さんです。エルカ殿の呪いを解けるかもしれない方ですよ。冬夜さん、こちらはフェンリル。エルカ技師……呪いを受けている方のゴレムです」

「ゴレム!?」

　エストさんの紹しよう介かいに驚く。この狼、ゴレムなのか!?　見た目には全く本物の狼にしか見えないんだが……。っていうか、喋るゴレムもいるのか！

『そうか！　それはありがたい。マスターが目覚めてくれぬことには、旅に出ることもできんのでな』

　嬉うれしそうに尻尾しつぽを振る狼型ゴレム。そんなところまで本物そっくりだ。町の人たちが珊瑚たちを見てもあまり騒さわがないと思っていたけど、ひょっとして変わったゴレムだと思われてたのかもしれないな。

「……まあ、とにかく診てみるか」

　狼型のゴレムの方も気になるが、ベッドに横たわる女性を確認する。年ねん齢れいは二十代前半くらいか。ボサボサの長そうな銀ぎん髪ぱつが布ふ団とんの中にまで伸びている。ベッド横のサイドテーブルには分厚い丸メガネが置いてあった。この人のだろうか。

　魔力の流れは普ふ通つうだな。精神錯さく乱らんとかその類じゃないらしい。

「呪いの魔道具アーテイフアクトで昏睡状態になったんだよな？」

『ああ、そうだ。貴族が持っていた宝石箱に仕し掛かけられていたのである。開くと呪われるようになっていたらしい』

　僕の質問にフェンリルが答える。男前のいい声してんなあ。

「その宝石箱ってあるかな？」

「ありますよ。これです」

　サイドテーブルの引き出しをエストさんが開き、見事な装そう飾しよくが施ほどこされた宝石箱を取り出す。安全のためか開かないように紐でぐるぐる巻きにされていた。

　それをテーブルの上に置いてもらって、分ぶん析せき魔ま法ほうを使用する。

「【アナライズ】」

　ふ……ん、『昏睡』の呪いが付ふ与よされているな。単純な呪いでよかったけど、こっちの世界じゃ回復手段も限られてくるって考えると厄やつ介かいなんだろうな。呪いとしては死ぬまで眠ねむり続けるわけだし。

　閉じた状態で魔力を流し、キーワードを唱えると呪いがセットされるのか。典型的な盗とう難なん防止用の呪いだな。鍵かぎの代わりが呪いってわけだ。持っていた貴族がセットしたんだと思うが……。ま、これなら【リカバリー】で解除できる。

「大だい丈じよう夫ぶ。これなら解呪できる」

「本当か!?」

　食いついてくるニアを尻目に、魔力をベッドで眠る女性へと集中させる。

「【リカバリー】」

　僕の手から放たれた柔やわらかな光が女性を包つつみ込むと、やがてゆっくりと消えていく。これで呪いは解けたはずだが……。

「う……」

『マスター！　我わが輩はいだ、わかるか!?』

「うう？　フェンリル……？　ごめん、あと五分……」

『寝ぼけるでない！』

「ぐふうっ!?」

　また寝ようとした女性に、フェンリルが布団の上からジャンピングボディプレスをかました。どうでもいいけど、ゴレムの重さってどうなってるんだろうか。ベッドからギシィッ！　とかなり重い負ふ荷かがかかった音がしたが。あれが鉄の塊かたまりだとしたら骨が折れるんじゃ……。

「おお！　やるじゃんか、お前！」

　そう言ってニアがバンバンと背中を叩たたいてくる。痛いっつうの。こいつ、ベルファストのレオン将軍と同じタイプか。さては脳筋だな？

　目覚めたエルカ技師が着替えると言うので、僕らは司令室へと戻った。

　エルカ技師が目覚めたと聞くと、待ち構えていたユニとユーリもほっと胸を撫なで下おろしたようだった。

「この度たびは本当にありがとうございました。それでお礼なのですが、いかほどになるでしょう？」

「うーん……。解呪でお礼をもらったことは……ああ、オルトリンデ公こう爵しやくとかベルファストの王様とか、けっこうもらってるか」

「ベルファスト？」

「ああ、いや、なんでもない」

　エストさんに曖あい昧まいに答える。まあ、正確にはあのときは呪いじゃなかったけど。

　確か公爵のときはお金と身分を保証するメダル、王様のときはお金と屋敷だったな。

　なにを貰うにしてもなー、盗賊団から貰うってのは抵てい抗こうがある。

「まあ、今のところはなにも……。今度会うときまでになにか考えておきますよ」

「え？　だけどウチらは、もうしばらくしたらここから次の目的地に移るっスよ？」

「……そうなの？」

「おう。もともとここはあたしのゴレム修復に便利なんで、拠きよ点てんを作っただけだしな。本当の拠点は都の北にある山の中にあんだよ。そろそろそこも騎士団連中にバレそうだから逃にげないといけないんだけどな」

　まあ、義賊だろうがなんだろうが、犯罪集団には違ちがいないしな。捕まったらヤバいか。っていうか、ニアも自分のゴレムを持ってるのか。

「エルカ技師は一流のゴレム技師なんだよ。今はあたしのゴレムを直してもらってる。世界広しといえど、『王冠クラウン』を修復できるのは『再生女王レストアクイーン』のエルカ技師か『教授プロフエツサー』ぐらいだしな。それでもエルカ技師に言わせると一部分しか直せないみたいらしいが」

『王冠』とかよくわからんが、首領ニアのゴレムが壊こわれて、その修復をエルカ技師に頼んだらしい。その修復に必要な素材を集めている最中、あの宝石箱の呪いに見み舞まわれ、昏睡に陥おちいったとそういうわけか。

「まあ、僕は検けん索さく魔ま法ほうも使えるんで、会おうと思えばこっちから会えますから大丈夫ですよ」

「……それはどんな物でも探せるのですか？」

「僕が知っている物や人なら。だからエストさんのお母さんを探せと言われても無理です。写真……絵姿などがあるなら別ですけど」

　とはいえ、今現在はマップ入力が終わってないので範はん囲いが限られる。今はこの都周辺がせいぜいだ。紅玉の眷けん属ぞくを数万羽も呼び出せば数日で入力は終わると思うが。だけど今はこっちの世界に魔ま力りよくタンクがない以上、こっちに鳥たちを放置して帰れないしな。

「お前、いろいろできて便利そうだなー。『紅猫うち』に入らねーか？」

「断る」

「なんだよー。いいじゃんかよー。あ、あたしにも魔法教えろよ。こうドババーンッ！　と敵を吹ふっ飛とばせるやつ！」

　ニアが僕の腕うでをブンブン振ってそんなことを言ってくる。んもー、こいつウザい。

「魔法はそれぞれの属性に適性がないと覚えられないんだよ。だからなにをやっても全く覚えられない人もいるんだ」

「じゃあ、その適性ってのがあたしにあるか試ためしてみろ。無いなら諦あきらめるからさ」

「また今度な」

　この世界であまり発展してない魔法を、義賊とはいえアウトローの集団に教えてもいいものかどうかまだわかんないし。

「えー、なんだよー、ケチんなよー！　魔法教えろー！　魔法ー！　別に減るもんじゃ、あいたッ!?」

　グイグイと僕の腕を引っ張っていた馬鹿ニアの脳天に、ズビシッ！　と、エストさんのチョップが再びかまされる。

「学習能力がないのですか、あなたは？　立場を考えて行動しろと言ってるでしょう。そんな風に後先考えずに行動するから、『ルージュ』を修理する羽目になるんです」

「魔法を覚えられれば、更さらにあたしは強くなるだろー？　そしたら今度はこんなヘマはしねえ。だから冬夜、魔法を教えろ！」

　ニアが再び僕の腕を引き、エストさんが再びチョップを構えたところに、後ろの扉が開く音がした。

「面白そうな話をしてるわね、私も興味あるわ」

　声に振り向むくとそこには狼型のゴレム、フェンリルと、呪いから解き放たれたエルカ技師がいた。のだが。

　ボサボサの長い銀髪にヨレヨレの白衣、おまけに牛ぎゆう乳にゆう瓶びんの底みたいに分厚いメガネと、残念すぎる姿だった。素材は悪くないと思うんだが、もっと身だしなみに気をつかった方がいいような。マッドサイエンティストかよ。ウチにも一人いるけど、もう少しおしゃれに気を使っているぞ。少しだけだけどな。

「あらためて自己紹しよう介かいするわね。エルカ・パトラクシェよ。ゴレム技師をしているわ。助けてくれてありがとう」

「望月冬夜です。お気になさらず」

　エルカ技師が頭を下げる。正直興味本位で流されただけなので、大したことじゃない。

「いやー、エルカ技師が治ってよかったぜ。これでルージュも直るよな？」

「だから、考えて話せと……。エルカ技師をついでみたいに言うのはやめなさい」

「あいてっ!?」

　またエストさんのチョップが炸さく裂れつする。何回叩かれてんだ、こいつは。

　二人のやりとりを見ていたエルカ技師が口を開く。

「まだ材料が少し足りないけどね。中でも神金オリハルコンを手に入れるのは大変よ。この国の王なら持っているでしょうけど……」

「この国の王が暴君なら遠慮なく奪うばうんですがね」

「なんだよー。またどこにあるか情報集めからかー？」

　ニアが口を尖らせて司令室の机にバタッと突つっ伏ぷした。

「オリハルコンならあるけど」

　なにげなく口にした僕の言葉に突っ伏したニアが跳はね起おきて僕を凝ぎよう視しする。他のみんなも僕の方を驚いた表情で見ていた。あれ、口が滑すべったか？

「神金オリハルコン……持ってるのか？」

「えーっと……まあ。持ってる」

【ストレージ】を開き、オリハルコンのインゴットを取り出して、机の上にゴトリと置いた。エルカ技師がそれを手に取り、ポケットから取り出した棒のようなものでこすってなにやら調べている。

　あれってサンチョさんも使っていたな。鉱石の成分を調べる魔道具か？

「本物だわ。こんな純度の高い神金オリハルコン初めて見た。……ひょっとして金剛鉄アダマンタイトや緋緋色金ヒヒイロカネも持ってる？」

「どっちかっていうと、そっちの方が少ないなあ。まあ、あるけど」

　同じように【ストレージ】からアダマンタイトやヒヒイロカネのインゴットを取り出す。同じようにエルカ技師が調べて本物だと断定した。

「冬夜さん、失礼ですがこれを売ってはいただけないでしょうか。きちんと適正な価格で代金は払いますので」

「構いませんよ。このくらいの量なら大したことはないんで」

「お前、どっかの金持ち貴族の息子むすこか……？」

　いいえ、王様です。とも言えず、曖昧に笑って誤ご魔ま化かす。

「なんにしろこれで『ルージュ』の修復ができるわ。一日もあれば――――」

「た、大変です！」

　突然、鎧武者のゴレム、アカガネが開いた扉から、一人の男が転がり込んでくる。赤いバンダナを頭に巻いた若い男だが、呼吸が荒あらく、汗あせだくになっていた。ここまで全力で走ってきたのだろうか。

「北の山の隠れ家がが襲おそわれます！　騎士団の奴らが大勢で向かっていて……！」

「なんだと!?」

「向こうにも伝令を走らせましたが、逃げ切きれるかどうか……」

　立ち上がったニアが表情を変える。さっき言ってた本ほん拠きよ地ちがバレたのか。

「くっ、ルージュは使えねえし……アカガネだけでもあっちに残しとくべきだった……。どうする、エスト？」

「今から戻っても間に合うかどうか……。彼らを見捨ててここから逃げるというのが最善の手ですが……」

「そんなことできるか！　『紅猫』は仲間を見捨てたりしねえ！」

　ダンッ！　とニアが机を叩く。仲間思いなんだな。それくらいじゃないと首領ボスは務まらないか。

「手を貸そうか？」

「あ!?」

　睨むなよ。気が立ってるのはわかるけれども。

「マップ表示。王都アレン周辺」

『表示しまス』

「うおっ!?」

　空中に投とう影えいされたこの都周辺の地図を見て、ニアたちが驚きの声を漏もらす。

　んー、やっぱり【フライ】で飛んできたときの視覚範囲しか表示されないな。虫むし喰くい状態だ。表世界あつちのときは、神様がマップ入力してくれてたしなあ。図々しくまた頼たのむわけにもいかないし、仕方ないか。

「僕は一度行った場所へ一いつ瞬しゆんで行ける転移魔ま法ほうを使えます。この都は初めてなんで、この地図に表示されている場所にしか行けませんが」

「転移魔法……！　と言うことはこの地図上なら一瞬にして転移できるということですか？　それは何人くらい送れますか？」

「多分何人でも大丈夫じゃないかな。百人以上一気に転移したこともあるし」

「ユニ！　今すぐここにいる全員を外の通路に集めなさい！　戦せん闘とう準備を！」

「りっ、了りよう解かいっス！」

　ユニが副首領エストさんの声に反応し、慌てて扉から外の通路へ駆かけ出だして行く。

「お前本当になんでもできるんだな……。擬ぎ人じん型の『王冠』じゃないのか？」

「『王冠』？」

「クラウンシリーズと呼ばれるゴレムよ。ズバ抜けた特とく殊しゆ能力を持つ古代機体レガシイのこと。この世界で最さい高こう峰ほうのゴレムのひとつね」

　エルカ技師が説明してくれる。そんなゴレムまでいるのか。感心しているとエストさんがその後を継ついだ。

「実はニアのゴレム『ブラッド・ルージュ』もその『王冠』なのですが、同じ『王冠』と戦って故障し、今は動かせないのです」

「不意打ちしてきやがってな……。『紫むらさき』の野や郎ろう、今度会ったらタダじゃおかねー」

　よくわからんが、内輪の揉もめ事ごとなんだろうか。

　ちょっとその『王冠』とやらを見てみたいが、今はそんな状じよう況きようでもないか。

「副首領、全員揃そろったっス！」

　扉からユニが顔を覗のぞかせて叫さけぶ。それに応こたえて、エストさんも通路へ向かい、そこに二列に並んだ団員たちに向かって命令を下す。

「第一部隊はここで待機！　第二部隊は我々とともに砦とりでへ救きゆう援えんに向かう！　なお、転移魔法にて直接現地へと移動するので、すぐに戦闘ができるようにしておけ！」

『はっ!!』

　通路から司令室へ戻り、エストさんは投影された地図をじっと眺ながめると、その中の一点を指し示した。

「この北の山のこの位置へ転移できますか？」

「できますよ。行くのはあっちにいる団員と、ここにいる全員ですか？」

　さっきの話だと廊ろう下かにいる第二部隊とやらと、ここにいる首領ニア、副首領エスト、ユーリ、ユニ、それにエルカ技師と、ゴレムのフェンリルとアカガネか？

「いえ、エルカ技師とフェンリルにはここに残ってもらいます。本当はニアにも残ってもらいたいところなんですが……」

「ぜってー行く」

　鼻息荒く拳こぶしを握にぎりしめるニア。

「ルージュのいない貴女あなたが役に立つとも思えないのですが」

「酷っ!?　役に立つよ!?　ルージュいなくてもそこそこ強いし、あたし！」

　そこそこかい。微び妙みようなところだな。まあ、危なくなったら手助けしてもいいんだが、確実に僕も盗賊の仲間と思われるよなあ。

　裏世界こつちでお尋たずね者ものになるってのもな。表世界あつちへ逃げちゃえばいいとはいえ、さすがにそれは。わからないようにやるしかないか。

　とはいえ、悪人でもない相手を倒たおすわけにもいかないし。

　騎き士し団だんをうまくやり過ごして、包囲されてる『紅猫』の団員を脱だつ出しゆつさせることができれば……って、あれ？

「マーカー表示。騎士団員を青。義賊団員を赤」

『表示しまス』

「うおっ、なんだ、この点？」

　森の中の本拠地付近に現れた赤と青のマーカーにニアが驚く。赤く固まった点を青い点の群れがじわじわと包囲している。表示できたな。

　町中で見た騎士団なら騎き士し鎧よろいを着込んでいるだろうし、『紅猫』のメンバーは赤いバンダナやリボンを身に付けているから判断できたようだ。

「青いのが騎士団員、赤いのが『紅猫』の団員だよ。まだ戦闘は始まっていないみたいだ。全員砦に固まっているみたいだし、これならいけるか……？」

「どういうことです？」

　尋ねてきたエストさんに一応確かく認にんする。

「団員さえ無事ならこの砦は放ほう棄きしてもいいんですかね？　どのみち近々逃げ出す予定だったんでしょ？」

「え？　ええ、いろいろと知られるとまずい物もあるんですが、それほどこだわりません。一体なにをする気です？」

「ここへ乗り込んで、団員のみんなをこっちに直接転移させましょう。そのあとこの砦を爆ばく破はしてしまえばいいんじゃないかと」

　その方が戦わないで済むし、楽にカタがつく。追おい詰つめられて自じ爆ばくしたと思ってくれるかもしれないしな。

　なんで先にそれを思いつかなかったのか。戦うのを前提とする癖くせがついてるのかなあ。このところ力押おしばっかりだったし……。

「そんなことができるんですか？」

「楽勝。ただ、誰だれかはついてきてほしいけど。僕の言葉に従うとは思えないんで」

「あたしがいくぜ！」

　真っ先にニアが手を上げる。首領なら申し分ないけど、いいのかね？

　ちら、とエストさんを見ると、長く深いため息をついて、傍かたわらにいた自分のゴレム、アカガネに命じた。

「アカガネ。ニアについて行きなさい。彼かの女じよの身辺警護を命じます」

　ギギ、と首を縦に振る赤の鎧よろい武者。フェンリルと違ってこのゴレムは喋れないのか。それとも無口なだけか？　喋れないのが普通なのかもしれないが。

　ま、いいや。そうと決まれば急いだ方がいい。戦闘が始まってしまうと面めん倒どうだからな。

「【ゲート】」

　司令室の中で【ゲート】を開き、ニアたちを促うながす。ポカンとしているニアをよそに、安全確認のためか先にアカガネがゲートをくぐった。遅れじとニアも光の扉に飛び込む。

「じゃあいってきます。すぐに助けますんで」

「よろしくお願いします」

　頭を下げるエストさんに見送られながら僕らも転移すると、そこは森の中。

　周りにはキョロキョロしているニアと、周囲を警けい戒かいしているアカガネがいる。

「それで？　砦ってのはどっちの方角だ？」

「あ、ああ。こっちだ」

　ニアに先導されながら森の中を走る。しばらく進むとニアは山の中腹を指差した。

「ほら、この位置からなら見えるだろ。あそこだ」

「え？」

　ニアの指差す先には山の木々しか見えない。【ロングセンス】で視覚を飛ばすと、確かに木々に紛まぎれて、ログハウスというか、丸太で組まれたような砦が見えた。ああ、カモフラージュしているのか。パッと見、わからないな。

　っていうか、この距きよ離りじゃ見えないぞ、普通。

「よし、正確な場所がわかれば一気に跳とべる。珊さん瑚ごたちも掴つかまれ。行くぞ」

「あ？」

「【テレポート】」

　珊瑚と黒曜が僕の頭に、紅玉が肩かたに止まる。ニアとアカガネの腕に触ふれ、そのまま一気にログハウスのような丸太と板で作られた砦の部屋の中へと瞬しゆん間かん移動した。

　突とつ然ぜん現れた僕らに周りにいた男たちが武器に手をやるが、見知った相手がいると気付き、警戒を解いた。

「お頭かしら!?　ど、どうやってここに!?」

「お、おー……。みんな無事か？」

　いきなり変化した周囲に驚きながらも、ニアが周りの団員たちに声をかける。その声を聞き、砦に残っていた団員たちが次々とニアの周りにやってきた。

「すぐにみんなを集めろ。全員だ。ここから脱出するぞ。この砦は放棄する」

　首領ニアの命令で、僕が再び開いた【ゲート】へと、次々に砦の団員が飛び込んでいく。

　ニアとアカガネを残し、全員が王都地下の隠れ家へと転移した。一応マップ確認をすると、僕ら以外残された者はいないようだ。青い点がこちらへ向けて動き始めている。

「おっと。騎士団が動き出したな。巻き込まないように早めにここを爆破するか。ニアたちはエストさんのところへ戻もどってくれ。ここでお別れだ」

「お別れって、どういうことだよ？」

「僕もいろいろやらないといけないことがあるんだよ。明日には帰らないといけないし。次に来た時に今回のお礼をもらうからよろしく頼む」

　なにか力を貸してもらうことがあるかもしれないしな。『紅猫』はこっちじゃ有名らしいし、恩を売っておいて損することはあるまい。

「……わかった。ありがとな、助かったぜ。次に会う時はあたしのゴレムを見せてやるよ。すっごくかっこいいんだぜ」

「それは楽しみだ。じゃあ僕のフレームギアも見せてやるよ。人が乗り込んで操あやつる、巨きよ大だいゴレムをな」

「ははっ、なんだそれ」

　冗じよう談だんだと思ったのかニアが笑う。【ストレージ】に入れてくれば、こっちの世界へ持ち込めるだろ。見られたら大おお騒さわぎになりそうだが。

「じゃあな。今度は魔法教えろよ。また会おうな、冬夜」

「ああ、またな。みんなによろしく」

　ニアとアカガネが【ゲート】をくぐり、転移していく。さて、仕上げといくか。もったいない気もするけどさ。

　僕らは【インビジブル】で姿を消し、【フライ】で空に飛び上がった。眼下に無人となった砦を捉とらえて、派手な爆ばく発はつの魔法を放つ。

「【炎ほのおよ爆ぜよ、煉れん獄ごくの爆炎、メガエクスプロージョン】」

　轟ごう音おんと共に大だい爆ばく発はつが起こり、砦が木こっ端ぱ微み塵じんに吹き飛んだ。……砦だけじゃなく山の一部も吹っ飛んだな。

『……ちょっとご主人様、やり過ぎじゃなぁい？』

「いや、ここまでする気はなかったんだけど……。あれ？」

　神化したせいかまだ感覚が掴めてないのかな。威い力りよくの大きい魔法ほど調節が難しく感じる。

　眼下では取り囲んだ騎士団が騒がしくなり、吹っ飛んだ砦とりで跡あと地ちへと群がっていった。ま、死体がないのですぐに全員逃げたとバレるだろうけど。今ごろは『紅猫』のみんなも王都の地下道から逃げ出し始めているだろう。

　さて、だいぶ寄り道をしてしまったな。だけど、それなりに収しゆう穫かくはあった。

　パレリウス翁おうの残したノートに書かれていたロボットのようなモノ。間ま違ちがいない。あれはゴレムだ。

　この世界で生まれたゴレムが、なんらかの方法で世界を渡わたり、向こうの……僕らの世界へと辿たどり着ついた。そこでパレリウス翁と出会ったんだ。ひょっとしたら、世界を渡るヒントをなにかしら教えてもらったのかもしれない。

　喋るゴレムがいるんだ。あり得ないことじゃない。やはりそのゴレムが世界の結界を修復したのだろうか。

　古代機体レガシイと呼ばれるゴレムには魔法のような特殊な能力があるという。加えて『王冠』と呼ばれるタイプは、さらにスバ抜けた異能を持つらしい。

　もしもその『王冠』レベルのゴレムが五千年前、僕らの世界へやって来て、世界の結界を修復したとするなら……。

「まだまだ仮定の仮定でしかないけどな」

　日が暮れる。とりあえず、朝までやれることをやっておくか。

　吹っ飛んだ砦から離はなれた森の中に降り立ち、【インビジブル】を解除する。

　召しよう喚かん陣じんを開き、紅玉の眷属たちを数万羽呼び出して空へと放つ。マップ補強のためでもあるが、どこか人が寄り付かない、適当な場所を探すためでもある。

　裏世界こちらに次元門を設置できる場所を見つけないとな。朝までじゃ大して探たん索さく範はん囲いは広がらないと思うが。

　パレリウス島のような結界を施してしまえば、別にこの森でもいいのかもしれない。だけどなにか疑問に思った人間に調べられるとも限らないし。やっぱり町の近くじゃなく、人外魔ま境きような場所の方が安全だと思う。

　鳥たちを放ってから、しばらく【フライ】でどこに行くあてもなく飛んでいると、やがて夜の帳とばりが下りてきて、すっかり辺りが暗くなってしまった。

　月のない夜だけど、それなりに視界は開けている。これも神化の影えい響きようかね。

　と、視界の向こうに町の光が見えた。見えたというか……見えすぎる？

「なんだありゃ……」

　ギンギラギンに輝かがやくネオンが放つ光の渦うず。どこもかしこも光ひかり輝いていて、目が痛いほどだ。いったいどこの遊園地かと見み紛まがうほどの派手なその都を眼下に見やる。

「カジ、ノ……カジノか。道理で」

　デカデカと看板に書かれていた文字に納なつ得とくする。つまりはカジノの都なわけだな。

　僕はギャンブルの経験はない。未成年なんだから当たり前だけど、興味がないわけじゃない。っていうか興味はすごくある。

　資金はそれなりにあるし……何事も経験か？

「ちょっとだけならいいよね？」

『我々にはなんとも。ただ、奥おく方がたたちがお怒いかりになるのでは、と』

『紅玉ちゃんったら固いわねェ。ここで大おお儲もうけすればお嬢じようちゃんたちにたっくさんお土産みやげを持っていけるじゃないのよ』

『うむ。キラキラして楽しそうじゃしの』

　よし。行ってみよう。何事も経験だ。

　僕は期待に胸を膨ふくらませ、カジノの都に勇んで足を踏ふみ入いれた。










「……ギャンブルって怖こわいな……」

　朝までいろんなゲームをしたが、結局、すっからかんになってしまった。

　そりゃ魔法を使えばなんとでもなったけど、さすがにあの場でズルをする気にはなれなかった。結果、このザマである。

　どうやら僕にギャンブルの才能はないらしい。

「一時は勝ってたんだけどなあ……」

　負けを取り返すために大きく賭かけて、さらに負けが広がるという連れん鎖さが止まらなかった。

　はあ、とため息が漏れる。

『ご、ご主人様、気を落とさないでねん……』

『ですからあの時点でやめたほうがと、私があれほど』

『虚むなしいのう……』

「……とりあえず、神界を経由して帰ろうか……。神様にお土産も渡さないとな」

　僕ぼくは元の世界へ帰るため、神界へと【ゲート】を開いた。







第四章　少年王と天才少女







　裏世界むこうから帰ってきて、早三日。

　みんなに様々なお土産を渡してから、博士とリーンは『研究室』から出てこないし、リンゼはファムと一いつ緒しよに図書館に入り浸びたりだ。

　そんなわけで、現在『格納庫』のガレージにはロゼッタとモニカしかいない。チビロボたちはいるけど。

　二頭身のチビロボを抱かかえ上あげて真正面から眺める。

「こいつらもゴレムと同じなのかなあ」

　どしたの？　という感じでチビロボが首を捻ひねる。床ゆかに下ろしてあげると、とてちてた～、と組み立て中の機体へとちょこまかと駆けていく。博士によると、アレらは擬ぎ似じ的てきに造られた召喚獣に近いもので、簡単な作業しかできず、自分で考えて行動はできないらしい。

　向こうのゴレムと比べると性能はかなり落ちるよな。自律型という点では向こうの方が優すぐれているってことか。

「だいぶ形ができてきましたね」

　僕の横に立ったユミナが、自らの機体を見上げて呟つぶやく。

　正面に立つ機体は、銀色に輝く装そう甲こうが六割ほど取り付けられ、フレームギアの形を成してきていた。

「この機体の名前ってもうあるんですか？」

「あるよ。ブリュンヒルデだ」

　狙そ撃げき戦特化型フレームギア、ブリュンヒルデ。遠えん距きよ離り攻こう撃げきに特化した機体である。銀色の装甲は、保護色となって周りの景色に溶とけ込む機能を有している。隠おん密みつ性の高い機体だ。

「ブリュンヒルデ……国の名を冠かんした機体を私が使っていいんですか？」

「いや、もともとみんなの機体名は九人の戦いくさ乙女おとめから取ったものだったからね。順じゆん繰ぐりに残ったというか。ブリュンヒルデとブリュンヒルドだし、そこまで気にしないでもいいよ」

　もともとはリヒャルト・ワーグナーの楽劇、『ニーベルングの指輪』に登場する九人の戦乙女ワルキユーレから取っている。







■ブリュンヒルデ（Brünnhilde）

ユミナ専用機　狙撃戦特化型

メインカラー：シルバー




■ゲルヒルデ（Gerhilde）

エルゼ専用機　格かく闘とう戦突とつ撃げき型

メインカラー：レッド




■オルトリンデ（Ortlinde）

スゥ専用機　防衛戦武装型

メインカラー：ゴールド




■ヴァルトラウテ（Waltraute）

ルー専用機　遊ゆう撃げき戦せん換かん装そう型

メインカラー：グリーン




■シュヴェルトライテ（Schwertleite）

八や重え専用機　白兵戦軽装型

メインカラー：パープル




■ヘルムヴィーゲ（Helmwige）

リンゼ専用機　空中戦可変型

メインカラー：ブルー




■ジークルーネ（Siegrune）

ヒルダ専用機　白兵戦重装型

メインカラー：オレンジ




■グリムゲルデ（Grimgerde）

リーン専用機　殲せん滅めつ戦砲ほう撃げき型

メインカラー：ブラック




■ロスヴァイセ（Rossweisse）

桜専用機　集団戦支し援えん型

メインカラー：ホワイト







　これらの機体を造ることで得たノウハウを、次に造る僕の機体に全部ぶち込む。

　正直、生身でも戦えないことはないんだが、やはり上級種相手とかだとさすがにしんどい。それに今はまだいいが、いずれ世界の結界が容易たやすく破られるほど弱くなったとしたら、複数の上級種が同時に出現する可能性だってゼロじゃないし。

　そんな時のために僕専用の機体を造っておくのは無む駄だじゃないだろう。それに僕だってやはり自分の機体が欲ほしい。

「ブリュンヒルデは遠えん距きよ離り狙そ撃げき用のスナイパーライフルと、中ちゆう距きよ離り迎げい撃げき用の飛操剣フラガラツハを四本装備している。また隠蔽ステルス機能を有した装甲により、隠密行動も可能だ。保護色に変化する装甲の、通常時の機体色が派手なのがちょっとアレだけど」

「目立ちますよねぇ……」

「まあ、機体の基本色を変えてしまうと装甲の特殊能力が活いかせなくなってしまうらしいから仕方ないよ。そのうち慣れるさ」

　目立つのは戦闘が始まる前までで、戦闘が始まればステルスで目立たなくなるだろうし。

「そういえば向こうの世界にもフレームギアみたいなものがあるんですよね？」

「フレームギアというよりも、あのミニロボみたいなやつだけどね。人間の命令に従って動く、召しよう喚かん獣みたいなものかな。魔法のような特殊な力を持つ機体もあるらしい」

「私も見てみたいです」

「そのうち向こうの世界へみんなも行き来できるようにしてみせるよ。その時はあっちの町を案内してあげる」

「約束ですよ？」

　ユミナは微笑ほほえんで僕の腕に自分の腕を絡からめる。

　そのためには向こうの世界で次元門を設置する土地を確保しなきゃならないが。あと数回は行かないといけないかなあ。







◇　◇　◇







「それじゃパレリウス島の方はうまくいっているんですね。ひと段落したら我わが国くにからも商船を……あっ、打たれた！」

　リーニエ国王が立ち上がり額に手を当てる。

　球場ではツーベースヒットを飛ばしたレグルスの選手が歓かん声せいに応えていた。

　東西会議が終わった後の親善試合。今回は騎き士し王国レスティアとレグルス帝てい国こくとの試合だ。

　リーニエ国王は親友であるレスティア騎士王のチームを応おう援えんしているらしい。

　レスティア騎士王であるラインハルト義兄さんは監かん督とくとして、レスティアのダッグアウトベンチの方にいる。ラミッシュ教皇とロードメア全州総そう督とくの女じよ性せい陣じんは、城でうちの婚こん約やく者しや勢のおもてなしを受けているので、この場にはいない。

「甘あまい甘い。見えすいた揺ゆさぶりに引っかかるレグルスではないぞ。果たしてこの回を抑おさえられるかな？」

「いやいやこれからですよ。球速はまだ衰おとろえていませんからね」

　同じ年配側としてベルファスト、リーフリース両国王が腕うで組ぐみしながらフフフと不敵に笑う。お二人ともそれ、悪人っぽいです。

　それに対して負けるもんか、とリーニエ国王がレスティアの肩を持つ。

　ずいぶんと仲良くなったもんだ。

「こういった試合も我々のガス抜ぬきになるし、庶しよ民みんの楽しみにもなる。冬とう夜や殿どのの言うスポオツ交流というのもいいものだな」

　ブリュンヒルド球場のＶＩＰ席で、隣となりに座すわったミスミドの獣王が試合から目を逸そらさずに呟く。頭の上の雪ゆき豹ひようの耳がピクピクと動いていた。

「野球だけじゃなくて他にもいろんな競技があるんですけどね。そっか、オリンピックみたいなものがあれば面白おもしろいかもしれないな」

「おりんぴ……なんだ、それは？」

「いや、何年かに一度、世界中の選手たちを集めて、いろんな競技を何日かにわけてやるのはどうかなって。そこで世界一を決めるんです。野球での世界一とかね」

「ほう！　世界一か。いい響ひびきだな。面白そうだ」

　まあ、それが実現するにはまだまだこの世界は混こん沌とんとしているが。

　それぞれの国でもやはりまだ、貧困に喘あえぐ人は尽つきないし、魔獣の被ひ害がいだってある。盗とう賊ぞくが跋ばつ扈こする地域や、怪あやしい闇やみの教団なんかもまだまだいるのだ。

　ユーロンとサンドラが潰つぶれたことにより、大規模な戦争は無くなったが、その国が抑えていた小さな悪党どもがのさばるようにもなった。

　ユーロンお抱えの暗殺者たちは盗賊や強ごう盗とうとなり、サンドラの奴ど隷れい商人たちには、闇商人や詐さ欺ぎ師しとなった奴やつらもいる。

　それを取とり締しまるのはやはり各国の役目なわけで。

　ある意味、僕が世界中に迷めい惑わくをばら撒まいたとも言えなくもない。ま、そんなこともあって、なにか力になれるなら、協力は惜おしまないつもりではいるのだけれど。

「そういえばこの間、冬夜殿に教えてもらったカラエ、いやカレーライスか。あれは美味うまいな。我が国でも広めていきたいのだが、米は今のところイーシェンでしか手に入らないのか？」

　ミスミドにはもともとカラエという食べ物が存在してたからな。米がなかったからパンに浸ひたして食べたり、スープのような食べられ方をしていたけど、イーシェンの米と出会って、奇き跡せきのコラボレーションが生まれた。それをカラエの本場、ミスミドに伝えたところ、なかなかに評判だったのだ。

「イーシェンの領主に知り合いがいるのでミスミドに定期的に輸出できないか聞いてみますよ。あとはイーシェンの農作民を何人か招いて、ミスミドでも作れるように教えを請こうとかですかね」

　基本的にミスミドはブリュンヒルドよりも少し暑い土地だが、稲いな作さくに適していないわけじゃない。水に関してはガウの大河があるしな。問題があるとすれば大樹海に近いので、イナゴなどの虫害がないかとか、魔獣などの獣害だろうか。

　まあそれはどこの土地でもあり得ることだし、そこらへんは僕なんかより、プロの農家のみなさんの方がわかってるだろ。最悪、耕助叔父おじに聞けばなんとかなると思う。なにしろ農耕神だし。

　イーシェンもあのサル……いや、秀ひで義よし事件以来、家いえ泰やすさんを中心にまとまってきているようだし、ある程度の輸出はなんとかなるんじゃないかな。

　今年の秋にはウチでも米が取れそうだし、楽しみだ。

　お、スリーアウトチェンジか。

　レスティアのチームはどっちかというと攻こう撃げき主体のチームである。

　もともと優れた騎士の多い国だからか、動体視力がよく、出しゆつ塁るい率りつも高い。ただ、パワーヒッターと呼ばれるほどの強打者がいるわけではないので、ドカンと大量得点を取るというよりは、確実に点を取るというスタイルだった。

　対してレグルスは攻こう守しゆともにバランスの取れたチームで、選手層が厚い。いかなるチームにも合わせた布ふ陣じんが取れる。

　リーニエ国王には悪いけど、レグルスの方に一日の長があるかなあ。

　観客席も大変な盛り上がりだ。当然ながら観客はブリュンヒルドの者がほとんどだが、気に入った二つのチームをそれぞれ応援している。

　娯ご楽らくの少ないこの世界では、『贔屓ひいきのチームが勝つ』ことよりも、試合そのものを観て楽しむことがメインの目的だ。

　だから、観客は贔屓のチームが負けたとしても、相手チームにも拍はく手しゆを送り、選手たちにいい試合を観せてもらったことを感謝する。

　負けた自分たちの選手に対して、暴言を吐はいたり、物を投げつけたりすることはない。あれは見ていて気分のいいもんじゃないしな。

　選手たちも本業は騎士だったり、野球だけで食べてるプロではないから、そこまでされることもないんだろうが。そう考えると草野球とあまり変わらないのかもしれない。

　なんにしろ、楽しんでもらえれば言うことはないけど。

　と、そんなことを思っていたら、強化ガラスで囲まれたＶＩＰ席に向かって、こちらへ駆けてくるスゥの姿が見えた。

　なんだ？　ものすごく慌あわててるみたいだけど。

　そのまま警護の騎士たちを押しのけて、ボックス席の扉とびらを開くと、僕へ向けて大きな声で叫んだ。

「冬夜！　子供ができた！」

　ガタタッ！　とボックス内の王様たちが立ち上がり、僕に視線を向けてくる。

　え？　ちょっ、待って!?　スゥってまだ御赤せき飯はん的なものは来てないとかユミナが言ってたような、って、それ以前に手ェ出してないわ、まだ！

「ちょっ、落ち着け、スゥ。子供って……誰の？」

　……僕のじゃないよな？　あり得ないけど。

「父上と母上のに決まっておろう！　わらわに弟か妹が出来たのじゃ！」

　ああ、そっち……。ふぅぅぅ、心当たりも無いのに焦あせった……。

　僕が安あん堵どのため息をつくと、ベルファスト国王がスゥの元へ歩み寄ってきた。

「スゥ、それは本当か？　アルに子供が？」

「本当じゃ。ラウル先生がそう言ったのじゃ！」

　王宮医術師のラウル医師か。じゃあ間違いないな。どうやらその話を盗ぬすみ聞いて、スゥはベルファストの自宅からここまで鏡の転移門ミラーゲートを通り、やってきたらしい。

　ベルファスト国王にとっても新たに甥おいか姪めいが生まれるわけだし、その子が男なら次代国王となるヤマト皇子を支える国の重臣となるだろう。

　にしても、オルトリンデ公こう爵しやくに子供かあ……。やっぱりアレのおかげなんだろうか。

　以前、エルフラウ王国に現れた巨きよ獣じゆう、スノラウルフを倒したお礼としてもらった、エルフラウ王家の魔道具アーテイフアクト、『命の祝福』。

　女性が身に付けると懐かい妊にんしやすくなるという、なんとも眉まゆ唾つばなものだったので、試ためしにとオルトリンデ公爵に貸し出だしていたのだが……本物だったのかねえ。

　とにかく僕は試合後の撤てつ収しゆうがあるのでこの場を離れられないけど、とりあえずベルファスト国王とスゥ、そして護衛のベルファストの騎士たちを【ゲート】でオルトリンデ公爵邸ていへ送り出した。

『命の祝福』に関しては、返へん却きやくはスゥに手て渡わたしてくれればと言付けておく。

　うーむ、これでますますもって博士の未来視が真しん実じつ味みを帯びてきたなあ。子供が九人……いや、それ以上の可能性もあるのか……。

　九人もお嫁よめさんがいる時点である程度の覚かく悟ごはしてたけど。そりゃ、できればそれぞれに子供を、って思うけどさ……。

　十八で結けつ婚こんして、十九前で九人の子持ちの可能性もあるわけか……。いや、少なくともスゥはまだ数年、間があるから八人か？　あまり変わらない気もする。

　うむむむむ。フレイズと戦うよりも相当な覚悟が必要って感じがする。あらためて考えると、これって大変なことだよなあ。いやまあ、スゥ以外の八人が同時にってわけじゃないだろうけど。
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　……ないよね？
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「おはようございます。冬夜さん」

「……おはよう、ユミナ。で、なんでここにいるの？」

　僕が自室のベッドの上で目覚めると、布ふ団とん越ごしにオッドアイの少女に跨またがられていた。

「……確か僕の部屋は内側から鍵かぎがかけられていたはずだけど？」

「外しました。こう、ちょちょいと」

　外したって……なんでそんなことできるの!?　僕のもっともな疑問に、ユミナは天使の微笑みを浮うかべながら、なんでもないことのように答える。

「私の七つの特技のひとつですから」

　答えになってない!?　なんだよそれ！　残り六つはどんなだよ！
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　朝から好きな女の子に起こされるのは悪い気分じゃないが、心臓に悪い。おまけにユミナも無防備なパジャマ姿なだけに、なおさら心臓に悪い。

　出会ってずいぶんになるが、いろいろと彼女も成長している。出会った時より身体付きはだいぶ女性らしくなったと思うが、こういった突とつ拍ぴよう子しもないところは変わってない。

　とはいえ、彼女ももうすでに十四歳さいになっているわけだし、こういった行こう為いは控ひかえていただきたい。

「冬夜さんの寝ね顔がおを充じゆう分ぶんに堪たん能のうしたので、今日は満足です」

「いつから乗っていたんだよ……」

　気づかない僕も僕だが。とりあえずユミナに出て行ってもらって、手早く着替える。

　朝食の前に訓練場に行くと、いつものように騎き士し団だんのみんなに混じって、八重やヒルダ、エルゼが訓練をしていた。

　ルーの姿が見えないところをみると、今日の朝食は彼女が作っているのかもしれない。だとしたら今日の朝食は和食だな。楽しみだ。

「やあ冬夜君、おはよう。早さつ速そくだけどお相手願えるかな？」

　みんなに朝の挨あい拶さつをしようとしたら、背後から忍しのび寄よってきた諸もろ刃は姉さんに捕つかまった。くそっ、不覚。油断してた。

「……構わないけどちゃんと手加減してよね」

「その必要はあるかな？　まあ、いつものように互たがいに魔ま法ほうも神力も無しってことで」

　互いに対たい峙じし、審しん判ぱん役やくを買って出たエルゼの合図で木ぼつ剣けんを撃うち交かわす。木剣といっても、強化を施ほどこした耐たい久きゆう性せいの強いものである。じゃなければ今の初撃で木っ端微塵に砕くだけているところだ。

　当然、身体に当たれば骨が砕けるだろう。ただ、僕と姉さんの場合はそこまでダメージを受けないとは思う。とはいえ、痛いことは痛いので、当たりたくはない。

「とっ!?」

　不意打ち気味に足を払はらわれた。バランスを後ろへ崩くずして倒たおれこむ僕に、間かん髪はつ入いれず、鋭するどい突つきが飛んでくる。

　慌てて横に転がり、それを躱しながら、腕うでの力だけで跳はね上がり、再び地面へと立ちあがった。あっぶな！

　こんにゃろ。手加減しろって言ったのにい。

　そっちがその気ならやってやろうじゃないか。僕は木剣をあらためて握にぎり直した。










『主、大だい丈じよう夫ぶですか？』

「うう～ん……」

　琥こ珀はくにちょいちょいとつつかれながら、僕は身体からだ中じゆうの痛みに耐たえていた。

　手加減する気が全く無かったぞ……剣神の名は伊達だてじゃない。

　全身に【ヒーリング】と【リフレッシュ】をかけて立ち上がる。魔法が無かったら指一本動かせないところだ。諸刃姉さんと模も擬ぎ戦をやると必ずボロ雑ぞう巾きんのようにされるな。今のところ全敗だ。三分持ったことがないからなぁ。

　諸刃姉さんはさっさと次の獲え物ものを見つけて、訓練の指導をしている。

　やれやれ、朝食前に過か剰じような運動をした。

　とりあえず朝食を取りに食堂へ向かうと、リンゼとまだ寝ねぼけた感じのリーン、そしてルーが食事を取っていた。

　僕らはいろいろと個人でやることがあるので、朝食はみんなで一緒に取ることは少ない。桜にいたっては、週の半分くらいはお母さんのフィアナさんと取ることがあるし。

　朝食はやはりルーが作った和食だった。ご飯に大根の味み噌そ汁しる、ダンジョン島でとれた焼き魚に、卵焼き、きんぴらごぼう、冷ひや奴やつこ、カブの漬つけ物もの。

　ルーは僕が好みだということもあってか、和食の方が得意になりつつある。イーシェンの人たちにいろんな和食を聞いて回り、腕を磨みがいているようだ。美味すぎて太らないか心配である。

　朝食が終わり、午前の執しつ務むをこなしていると、懐ふところのスマホが着信を知らせてきた。相手は……おろ？　珍めずらしい。レスティア騎士王であらせられるラインハルト義兄にいさんじゃありませんか。

「はい、もしもし？」

『ああ、公王陛下。お忙いそがしいところ申し訳ない。少し相談に乗って欲しいのだけれど……リーニエ国王のことで』

「リーニエ国王の？」

　レスティア騎士王国国王ラインハルト義兄（予定）と、リーニエ王国国王クラウドとは、歳が近いこともあってか、親しい付き合いをしている。

　もともとクラウドは今までの人生を、偽王子のザブンに虐しいたげられてきたため、友と呼べる者は少ない。ラインハルトも、王子という立場上、気安く付き合える相手はあまりいなかったのだろう。性格も似た二人が仲良くなるのは当然とも言えた。

　その友の相談に乗ってくれとは、なんかあったのだろうか？

「十分ほどしたらひと段落するんで、そちらでお話を聞きますよ。レスティア城の城門前に行きますんで」

『わかった。待っているよ』

　電話を切って、書類をまとめ、宰さい相しようの高坂さんに一応行き先を伝えておく。ヒルダも誘さそおうかと思ったが、リーニエ国王のことでの相談らしいし、結局一人でいくことにした。

　レスティア城門前に【ゲート】で転移すると、すでにそこには二人のレスティア騎士が待っていた。彼かれらに案内されて、城の中へと進み、奥おくまった一室へとたどり着くと、先頭を歩いていた騎士が恭うやうやしく扉を開く。

「やあ、わざわざ申し訳ない。誰だれに話を聞いてもらっていいものか、わからなくてね」

　部屋のソファに腰こし掛かけていたラインハルトが立ち上がり出で迎むかえてくれた。わざわざというか、何やら大事な相談らしいので電話よりも直接話した方がいいと思ったのだが。

　勧すすめられるままに義兄さんの向かいのソファに腰こしを下ろす。部屋の中にいた騎士を下がらせたあと、レスティア国王が僕に向けてその相談とやらを口にし始めた。

「リーニエとパルーフが、以前、戦争一歩手前までいってたのは知ってるだろう？」

「ああ、前の宰相、ワルダックの企たくらみによってですね。危なかったけど、リーニエ国王が即そく位いしてから友好路線に切きり替かえて、なんとかそれは回かい避ひされたんじゃ？」

　大陸の北西に位置する表世界最大の島、パルニエ島は、北にパルーフ、南にリーニエと二分され、長い間小さな衝しよう突とつを繰くり返かえしてきた。

　その北の国、パルーフを近年大冷害による凶きよう作さくが襲おそった。さらに国王、宰相の死と、立て続けに不幸が重なった時を狙ねらい、当時のリーニエ宰相であったワルダックが戦争を仕し掛かけようとしていたのだ。

　すんでのところで僕らの介かい入にゆうにより、ワルダックは失しつ脚きやく、戦争は回避された。それからは新たなリーニエ国王となったクラウドが、パルーフとは友好路線で親交を深めていくことになったはずだが。

「パルーフとの関係は概おおむね良好なんだ。パルーフ国王が亡なくなり、王子が王として即位して、内政的には落ち着いてきている。交易も順調だしね。ただ、ちょっと問題があって……」

「問題？」

「前パルーフ王には子供が二人いてね。一人はリュシエンヌ・ディア・パルーフ王女。もう一人はその弟のエルネスト・ディン・パルーフ王子。この姉の方のリュシエンヌ王女とリーニエ国王が仲良くなってね。いい感じなんだ」

「ほほう。それはそれは」

　クラウドにも春が来たってやつか？　長い間、あの馬ば鹿か王子（偽にせ）が付きまとっていたからな。自由が無かった悲ひ惨さんな青春を忘れて、夢に恋こいに青春を謳おう歌かしてほしいところだけど。

　だけど問題ってのは？

「さっき言った弟のエルネスト王子。この王子が王位についたわけだが、まだ十歳の子供でね。摂せつ政しようとなった前王弟や、周りの重臣たちに支えられてはいるが、まだまだ子供なわけさ。そしてこの子が姉上にべったりときている」

「ははあ、姉を取られるかもしれないとリーニエ国王を嫌きらっている？」

「ま、わかりやすく言えばそんな感じだね。露ろ骨こつに嫌いという態度は見せないが、どこか彼を避さけているように感じられる」

　そう言って苦く笑しよう気味に騎士王が笑う。

　まあ、わからなくもない。父親が死んで、わけのわからぬまま王様に祭り上げられ、姉まで自分の元から去ろうとしている。十の子供には納得し難がたいことなんだろう。

「それでパルーフの重臣たちの考えは？」

「重臣たちにとっては二国間の絆きずなを深めるいい機会だと、好意的に捉とらえられているそうだよ」

「本人たちの方は？」

「少なくともリーニエ国王はリュシエンヌ王女に王おう妃ひになってもらいたいと思っているようだが、肝かん心じんの王女の方がね……」

「結婚したくない、と？」

「そうではないが、まだ幼い弟を残しては嫁とつげない、といったところかな。王女は確か今、十九……だったかな。エルネスト国王の成長を待っていてはかなりの晩ばん婚こんになるし、リーニエ国王だって、世よ継つぎの問題もある。待ち続けるのは難しいかもしれない」

　エルネスト王子、いやエルネスト国王が一人立ちするのが十五だとして、あと五年……二十四になるまで待つのは長いか。

　この世界では女性はだいたい二十前後で結婚する。これが王家や貴族などだとさらに低くなり、十三、四で婚こん約やくなんてのもざらにある。しかし二十四でかなりの晩婚なんて、やはり感覚的に違い和わ感かんがあるなあ。

　リュシエンヌ王女にもリーフリース上級貴族の婚約者がいたらしいが、一度も会わぬまま、病気で相手が亡くなり、それから先代国王のこともあって、そのままいき遅おくれたらしい。

　リーニエ国王のクラウドとしては、エルネスト国王が大人になるまで、五年待つ気のようだが……それは個人としては許されても、国王としては難しいところだ。

　リーニエにだって王家の者はクラウドしかいない。跡あと継つぎを望む声はリーニエの重臣たちにもあるだろう。さっさと嫁を当てがってしまおうと考える者もいるはずだ。できれば自分の娘むすめを、と考える貴族も多いだろう。

　普ふ通つうなら第二王妃とかでも構わないと思うんだけど……。

「第一王妃が自国の貴族で、第二王妃が他国の王女ってのはさすがにまずい。パルーフの人間にしてみれば軽かろんじられたと思われかねないしね。公王陛下のように、王女を複数娶めとることができれば話は別なんだけど」

　おっと、なんかこっちに飛び火してきましたよ、と。

　僕の場合、第一王妃、第二王妃と決めているわけではないんだけど、世間的にはユミナが第一王妃、ルーが第二王妃と取られているようだ。ちなみに第三王妃が目の前の騎士王の妹であるヒルダと言われている。

　エルゼ、リンゼ、八重は庶民の出だし、血筋的なもので決まるなら、第四がスゥ、第五がリーン、第六が桜となるのか？

　桜は魔ま王おう国ゼノアスの魔王の血を引いてはいるが、庶しよ子しだし、世間的にその事実は知られてはいないしな。リーンは妖よう精せい族の族長だったし、ひょっとしたらスゥより上かもしれないが。

　まあ、どっちにしろ僕は順位なんかつける気はない。

　けれど他国ではそうはいかないようだ。

「だいたいの話はわかりましたけど……それで僕にどうしろと？」

「実はこのエルネスト国王なんだけど……ひどく公王陛下に憧あこがれていてね。普ふ段だんはあまりリーニエ国王と話をしようともしないんだが、ブリュンヒルドや公王の話となると、食いついて聞いてくるらしい。やっぱり子供は英えい雄ゆうに憧れるものなのかな？」

「……マジですか？」

　いや、嬉うれしいような、なんというか微び妙みような感じだな。英雄なんて呼ばれるようなことはしてないんだが。たまたまいろんなことが重なったり、どうしようもない状じよう況きよう下で足あ掻がいた結果でしかないし。状況に流されたとも言うが。

「つまり、相談というのは……」

「公王陛下にエルネスト国王を説得してほしい、ということさ。パルーフとリーニエの明るい未来のために」

　ですよねー。そうくると思った。

　パルーフの考えとしては、王女に嫁いでもらった方がいろいろと有益なんだろうけどなあ。そのために一人の少年から姉を奪うばってもいいものかどうか難しいところだね。

　無理やりに説得するのではなく、心から姉を嫁に送り出してほしいけど、そう簡単にいくかどうか。相手は子供だしな。

「とりあえずリーニエ国王のところに行って話を聞いてみましょう。向こうにも考えがあるのかもしれないし」

　無関係な他人がこうやって話し合っていても仕方ない。本人にその気がないのなら、余計なお節せつ介かいでしかないからな。

　スマホでリーニエ国王に連れん絡らくを取り、ちょうどこのあとの予定がキャンセルになったらしいので、面会を取り付けた。逆にレスティア騎士王の方はこのあと予定があるそうなので、僕ぼく一人で行くことにする。くれぐれもよろしく頼たのむと言われてしまったが。いい友達を持ったもんだな、リーニエの王様は。

【ゲート】で久しぶりにリーニエ城の城門前に転移すると、二人いる門番の一人が腰を抜かしていた。しまったな、もっと人ひと気けのないところへ出るべきだったか。

　しかしもう一人の門番は僕のことを知っていたようで、すぐに城内へと連絡を取り、しばらくすると見覚えのある老人がやってきた。

「これはこれはブリュンヒルド公王陛下。お久しぶりでございます」

「クープ侯こう爵しやく……いやクープ宰相、いきなりの訪問ですいませんね」

　相変わらず老人とは思えないがっしりとした筋肉が、まとった宰相衣の上からでもわかる。禿とく頭とうに白しら髭ひげのこの老ろう爺やは、リーニエ国王クラウドの右みぎ腕うでとして、荒あらされたリーニエを立て直すためにずいぶんと頑がん張ばっているようだ。

「ちょっとレスティア騎士王に頼まれましてね。こちらの王様と隣の国の王女様のことで」

「なるほど、それで。確かに我々も悩なやんでいます。国王陛下は他に妃きさきを持つ気はさらさらないようで……。まあ、先王陛下のこともありますからな。望まぬ結婚は不幸を呼ぶだけだと思っているのかもしれません」

　ああ、なるほど。そこか。

　クラウドの父であるリーニエ先王は、愛もなくダキア王妃と結婚した。その結果、騙だまされ、あの馬鹿王子を自らの息子むすことして、人生を振ふり回まわされたのだ。そういったことがあって、本能的に愛のない政略結婚を忌き避ひしているのかもしれない。

　本当ならば王としてまず国を第一に考えるべきなんだろうが、それは酷こくってもんか。

　ま、その先王陛下もクラウドの母であるエリア王妃と楽らく隠いん居きよして、今は幸せらしいけど。

　とにかく本人に聞いてみないことには始まらない。クープ宰相に案内された城内の応接間で、僕はクラウドと面会し、彼の本心を聞くことにした。

「確かに私はパルーフ王国王女リュシエンヌを妃にと望んでいます。しかしそのために幼いパルーフ国王の心を傷付けたくはない。僕が待てばいいだけのことです」

「と、言ってますけど、リーニエの臣下としては？」

「正直、個人としてはそれで構わないと思うのですが……やはり国内の貴族たちからいろいろと突き上あげをくらっているのも事実です。我が国にとってお世継ぎは何よりも先行すべき事案ですからな……」

　クープ宰相が難しい顔をして答えた。そりゃそうか。兄弟のいないクラウドに子供ができなければ、リーニエ王家は絶える。だけど大問題ではあるが、そんなに急ぐことでもない気もするんだけどな。まだ若いんだし。

「とりあえず婚約だけしとくってのは？」

「婚約はしたが、結婚まで五年も待つというのですか？　いずれその理由に国民も気付くでしょう。それではパルーフ国王が姉から離はなれたくないわがままな国王ということを喧けん伝でんするようなものですよ。向こうが難色を示すんじゃないでしょうか」

　クープ宰相の言うことももっともだけど、子供なんだから仕方ないと思うんだけどな。望んだことじゃないんだろうに、幼くして王様になんかになるもんじゃないねえ。

「向こうの重臣たちはお二人の婚こん姻いんを望んでいるのでしょう？」

「大半はそうですね。一部、王女を息子の嫁にと考えている貴族たちは反対のようですが」

　うーむ、そいつらが少年王に有る事無い事吹ふき込んでるんじゃないのか？　リーニエに嫁なんかに出したら不幸になるとかなんとか言って。

　正直、あの馬鹿王子（偽）のせいでリーニエ王家の評判はあまりよろしくなかったらしいからな。

　あのザブンの弟、と捉えられるとイメージ悪いことこの上ないだろうし。実際は血の繋つながらない赤の他人だと判明して、その処しよ遇ぐうもパルーフに伝わっているはずだけど。

「まあ、とりあえずリーニエ国王の気持ちはわかりました。それとは別に、パルーフ国王にも会ってみたいのですが、面会の橋はし渡わたしを頼めますか？」

「パルーフ国王に？　それはありがたい。大変喜ばれますよ。憧れの公王陛下に会えるのですから」

　他の国の国王に憧れる国王ってのも妙みような話だな。

　説得するとかそういうことは置いといて、会ってみたい気はする。もちろん姉離れができるに越したことはないんだろうが。

　こじらせて重度のシスコンになってしまっても問題だしな。

　何かいい解決方法が見つかればいいんだが。やれやれ。







◇　◇　◇







「はっ、初めまして公王陛下っ！　パルーフ王国国王、エルネスト・ディン・パルーフ、ですっ！　…………はぁ、言えたぁ……」

　パルーフ城の中庭で、決死の思いを告げるように一気にそうまくし立てた少年は、すぐさま気が抜けたように息を吐いた。

　なんかものすごく緊きん張ちようしているようだが。

「初めましてパルーフ国王陛下。ブリュンヒルド公国公王、望もち月づき冬夜です。このたびは突とつ然ぜんの訪問をお許しいただき、ありがとうございます」

「いっ、いえっ、こちらこそ！」

　軽く一礼すると、パルーフの少年王が慌てたように首をブンブンと振る。いちいちリアクションが大きい少年だね。

　歳は十歳と聞いていたが。ということはスゥより下なのか。身長は同じくらいだけど。少年王は金色の髪を切りそろえていて、身体に不ふ釣つり合あいな礼服と真っ白いマントを身に纏まとっていた。はっきり言って似合ってない。着せられてる感がバリバリだ。

　僕は隣にいたエルゼとリンゼを少年王に紹しよう介かいした。少年王は僕ほどではないが、やはり緊張しつつ二人と挨拶を交わす。

　今回の訪問はエルゼとリンゼに付いてきてもらった。シルエスカ姉妹は大人数の兄弟（正確には従兄弟いとこだが）の中で育っている。こういった姉し弟てい関係の問題で、なにかアドバイスがもらえるかもと考えてついてきてもらったのだ。

　一応、僕にも姉を名乗る人が二人いるけれども、いろいろと規格外でなあ……。

「パルーフ国王は公王陛下に会えるのを楽しみにしてたんですよ。いつも私から話を聞いていたので」

　僕の横にいたリーニエ国王クラウドがそう話しかけてくると、少年王は真っ赤になりつつ、そばにいた女性の後ろへと隠かくれた。

　困ったような顔で笑え顔がおを浮かべ、女性の方が僕らへ小さく頭を下げる。

「申し訳ありません。少し人見知りする子ですので……お気を悪くしないで下さい」

「いえいえ、かまいませんよ」

　この女性がリュシエンヌ・ディア・パルーフ。現パルーフ国王少年の姉にして、リーニエ国王クラウドの意中の人だ。

　緩ゆるくウェーブがかった弟と同じ金髪と、翡ひ翠すい色の瞳ひとみ。正直に言うと、ものすごく美人というタイプではない。ではあるが、どこかホッとするような雰ふん囲い気きを持った人だ。

　薔薇ばらのような絢けん爛らんさ、向日葵ひまわりのような力強さ、百合ゆりのような淑しとやかさはない。例えるならタンポポのような素そ朴ぼくさを持ち合わせた女性とでも言おうか。町まち娘むすめの格好をして城下を歩いていたら気づかないんじゃなかろうか。

「ほら、公王陛下にお願いがあるんでしょう？　自分の口から言わないと」

「お願い？」

　姉に言われておずおずと少年王が前に進み出てくる。なんだ？

「あっ、あのっ！　巨きよ人じん兵を見せてもらえませんかっ！」

「……巨人兵？　ああ、フレームギアのことか。構いませんけど……ここに呼んでも？」

　他国の城内にほいほい呼び出すわけにもいかないし、一応許可をと中庭の隅すみに並んでいたパルーフの重臣たちに視線を向ける。

　その中の一人、五十近い白いローブを着た、優やさしそうな男性が静かに手を挙げる。えっと、確かあの人は……。

「摂政のドノバン・レンブラント公爵、です。前王の弟で、二人にとっては叔父おじに当たる人ですよ」

　そうだったそうだった。背後からこっそりと教えてくれたリンゼに感謝する。記き憶おく力りよくが良くなっても初対面の人だと名前と顔が一致しないことがあるよなあ……。昔からそれは苦手だったけど。

「構いませぬ。その巨人兵とやらを陛下に見せてあげて下さい。楽しみにしてらしたので」

　にっこりと白いローブのレンブラント公爵が頷うなずく。許可をいただけたので、指を鳴らし、空中に転移門を開いた。

　そこからズンッ！　という地じ響ひびきとともに現れた灰色のフレームギア・重騎士シユバリエがパルーフの大地に降り立つ。装備なし、どノーマルの量産型そのまんまである。

「うわあぁぁぁ……！」

　パルーフの少年王は重騎士シユバリエを見上げて固まっている。

　スマホで操作して、重騎士シユバリエに片かた膝ひざをつかせ、コックピットのハッチを開く。胸部側面にある昇しよう降こう用ワイヤーフックが目の前まで降りてきた。

「乗ってみますか？　さすがに迷惑になるので動かしたりはできませんが」

「……っ！　はいっ！」

　少年王を抱かかえ、ワイヤーフックに足をかけて、コックピットまで自動で上る。シートに座すわったパルーフ王エルネストは、キラキラした目でフレームギアの操そう縦じゆう桿かんを握り締めていた。

　やはり異世界でも、こういったロボットや乗り物に対しての少年の憧れというものはあるのだろうか。

「これで公王陛下は巨獣や水すい晶しようの魔ま物ものを倒したんですよね。これに乗ったら僕も戦えるかな……」

「失礼ですが今すぐには無理ですね。このフレームギアを乗りこなすにはそれなりの訓練がいります。フレームギアを操あやつる技術だけじゃなくて、自らの基本的な武術訓練もしないと厳しいでしょう」

「う……」

　パルーフ王は華きや奢しやな身体付きから典型的なもやしっ子に見える。事実、身体を動かすことより、本を読んでいる方が好きなんだそうだ。

　国王なのだから別に前線に出るわけでもないし、そこまでの武力は必要ないかもしれない。だけど己おのれの身を守る程度の力は身に付けておいた方がいいんじゃないかと思うんだが。僕もじいちゃんに仕込まれたしな。……嫌いやになるほど。

「……公王陛下は人を傷付けるのって怖こわくないですか？　そのことによって恨うらみを買ったり、人に嫌われるのって辛くないですか？　僕は殴なぐるのも殴られるのも……怖いです」

「……そうですね。僕もできれば誰も傷付けたくはないです。けれど、そうしないと守れないものもある。僕はその方が怖いです。戦うべき時に力がなく、大切なものを守れない。それだけは絶対に嫌だと思います。パルーフ王にも守りたいものはあるでしょう？」

「……はい」

　少年王は少し視線を地上に向けて小さく頷く。そこにはリーニエ国王と楽しそうに談だん笑しようする、彼の姉の姿があった。

「お姉さんが大切ですか？」

「……はい。姉には幸せになってほしいです。リーニエ国王が姉を妃にと望んでいることは知っています。だけど、不安なんです。姉がいなくなることが。姉無しで僕は国王としてやっていけるのでしょうか……」

　なんだ、この子はちゃんとわかっているんじゃないか。見た目より大人びているんだな。

　その不安さは自信のなさから来るものだろうけど、そこは仕方ないような気もする。まだ子供なんだし、気が弱そうだしな、この王様は。

　リーニエとパルーフの城をリュシエンヌ王女しか通れないミラーゲートでつないでしまうか？　いや、そんな簡単な話じゃないんだろうな。

　友好路線で付き合いは進んではいるが、リーニエとパルーフは何百年単位で小さい衝突を繰り返してきた。もし両国へ自由にリュシエンヌ王女だけが行き来できるなどとわかれば、快く思わない輩やからが必ず出てくる。

　どちらの国からも裏切り者とかスパイとか、そういった噂うわさが立つ可能性もある。ブリュンヒルドではそれでよくても、他の国でも通用するとは限らない。

　一番いいのはやはりこの国王陛下が独り立ちしてくれることだが、さすがにまだ無理だよな。

　頼たよりになる臣下はけっこういると思うんだけど。人見知りすると言っていたし、王位に就ついたばかりで、周りの人ともまだ慣れていないのかもしれない。それでも叔父にあたる摂政のレンブラント公爵ぐらいは信しん頼らいしているようだが。

　多少なりとも自分に自信がつけば、もうちょっと王様らしくなるだろうか。

「パルーフ国王は剣けんとか魔法とか、なにか得意なものってありますか？」

「と、得意なものですか？　剣はあまり得意じゃありませんし、魔法もひとつの属性しか適性がありません……」

　そう言った少年王はしょぼんと落ち込んでしまった。しまった。逆に自信を無くさせてどうする！

　どうやってフォローしたもんかと思考を巡めぐらせていると、外部カメラに映った外の映像に、エルネストが目を向けた。

「あ」

「ん？」

　少年王が漏もらした声に、僕もコックピット側面のモニターに視線を向ける。そこには摂政であるレンブラント公爵と、その横に立つ小さな女の子が映っていた。あんな子、さっきいたかな……あれ？　なんかこっちを見上げて睨にらんでる？

「あの子は？」

「叔父上……レンブラント公爵のところの令れい嬢じようで、レイチェルっていって……その、僕の婚こん約やく者しや候補の子です」

　ほほう。少年も隅に置けませんなあ。まあ、王族ならそういう存在がいてもおかしくないか。関係としては従姉妹いとこに当たるみたいだけど。

　モニターに映る少女は金髪のウェーブがかった髪に、黒のカチューシャが一ひと際きわ映はえて見えた。イトコ同士ということもあるだろうが、そばにいるエルネスト王の姉上、リュシエンヌによく似ている。まるで妹のようだ。

　が、雰囲気はまた別で、ほわっとしたリュシエンヌ王女に比べ、いささか目付きが鋭く、勝ち気な性格に見える。腰に手をやり、ずっとこっちを睨んでるし。

「あの子、いくつです？」

「僕と同い年です」

　スゥより歳下なのに、あの迫はく力りよくはある意味すごいな……。ワガママ、おてんば、跳ねっ返り……。そんな言葉が僕の脳のう裏りをよぎった。

「レイチェルはすごいんです。魔法の適性も四属性持ってるし、剣の腕も大人に負けないくらい強いんです。百年に一人の天才って言われてるくらいで……」

　そりゃすごいな。天才児にして公爵家令嬢、さらに国王陛下の婚約者候補ときたか。そりゃあ、性格も勝ち気になるわ。ならん方がおかしく感じる。

　にしても……。

「なんでこっちを睨んでるんですかね？」

「その……たぶん、僕のせいです。本当は今日、彼かの女じよとお茶会の予定だったんです。でも公王陛下が急きゆう遽きよご訪問なさるってことになったから……」

　ちょい待ち！　それってお茶会をキャンセルされたから怒おこってるってこと!?　っていうか、その怒いかりの矛ほこ先さきって僕にも向いてるんじゃないの!?

　むう……ともかくここでこうしていてもあの子の怒りが増すだけかもしれない。さっさと降りるか。なんか地面を足でタンタン叩たたき出だしたし。イラついてる？

　ワイヤーフックでパルーフ国王陛下とともに地面に降り立つと、つかつかとカチューシャの子がこちらへやってきて、僕の前へ立ち、スカートの裾すそを両手でつまんで優ゆう雅がに一礼して見せた。カーテシーってやつだな。

「お初にお目にかかります。ブリュンヒルド公王陛下。レンブラント公こう爵しやく家長女、レイチェル・レンブラントと申します。エルネスト国王陛下の婚約者でございますわ」

「これはこれはご丁てい寧ねいに」

　婚約者？　エルネストは婚約者『候補』と言っていたが。この子の中ではもはや決定事じ項こうなのかな。

「突然のご訪問、碌ろくな歓かん迎げいもできず申し訳ございません。もう少し余よ裕ゆうを持ってご連絡をいただけたら、このようなことにはならなかったのですが」

「あー……ははは、では次はそうすることにしましょうか」

　顔は笑顔だが、やっぱり怒ってるなこりゃ。言葉の端はし々ばしにトゲトゲが見えるようだ。さしずめ、愛いとしの少年王との楽しいお茶会を邪じや魔まされた腹いせってところか？　まあ、天才児とはいえ子供のすることだし、微笑ほほえましいっちゃ微笑ましいけど。

「レ、レイチェル、そんな言い方は……」

「なによ？　エルは公王陛下の味方なの？」

「う……別にそういうわけじゃ……」

　あかん。この二人が結けつ婚こんしたら間ま違ちがいなく王様が尻しりに敷しかれる。少年が自信のないのって、この子のせいじゃなかろうか。

　見るからに勝ち気で、強ごう引いんそうなお嬢じようさんだもんなあ。自分のところの王様を萎い縮しゆくさせてどうするよ。

　レイチェルは言葉を濁にごしている少年王にむすっとしていたが、やがて両手をポンと叩いて、僕の方へと視線を向けた。

「そうだわ。確か公王陛下は金ランクの冒ぼう険けん者しやでもあるとか。ひとつ、私わたくしにご指南していただけたらと思うのですけど」

「え？」

「お噂に名高いその強さを見せていただきたいわ。お願いできますか？」

　少女が獰どう猛もうそうな笑えみを浮うかべる。あれえ？　ひょっとして僕、ケンカ売られてる？
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「妙な話になってきましたけど、いいんですかね？」

　パルーフ騎き士し団だんの訓練場へ向かう途と中ちゆうで、前を歩いていたレンブラント公爵にこそっと話しかける。

　十歳さいの女の子に戦せん闘とう訓練とかそこんとこどうなのよと、レイチェルの実の父親に聞いてみたわけで。

「構いませぬ。親の贔屓ひいき目めを除いても、あの子は確かに強いです。しかし、そのせいで少し増長しているところがございます。その鼻っ柱を公王陛下が叩き折って下さればありがたい。あの子のためにもその方がいいでしょう」

　公こう爵しやく令れい嬢じようや国王陛下の婚約者という立場から、他の騎士たちが遠えん慮りよしたり手を抜ぬいたりしてるのかと思ったが、そうではないようだ。

　どの世界にも天才児というものはいるものだなあ。だけど確かに子供の頃ころから思い上がってしまうと、教育上、よろしくない気はする。

　過剰な強さへの自信は、他者を侮あなどり、傲ごう慢まんさへと向かうこともある。まあ、ここの少年王のように全く自信がないってのも問題あるけど。

　模擬戦をすること自体に文句はないんだけど……これ、逆に恨まれたりしないかね？　でなくても、子供相手に勝つとかイメージ悪いのに。かといってわざと負けるわけにもいかんし。

「ちょっと冬夜、どうすんのよ？」

「やるしかないだろ……。見ろよ、あの顔。自分が負けるって微み塵じんも思ってないぞ、たぶん」

「子供って根こん拠きよのない自信を持つわよね……。あたしもそういう時があったなあ」

　エルゼがしみじみと語るが、なぜだろう。すごく簡単に想像できるのは。それに対して小さくため息をつく妹さん。

「確かにお姉ちゃんもあんな感じだったよね……。いつも付き合わされた私がどれだけ巻まき添ぞえに……」

「あ、あはは……。ま、まあ、子供のころってそんな暴走とかしがちじゃない？　冬夜にもあったでしょ、そういうの」

「……ボクハナイヨ」

　ジト目でエルゼが見てくるがスルーする。子供のころの黒歴史を知られてはならぬ……。

「だけど、そんな自信満々の子供も絶対にどこかで壁かべってものを知ることになるわ。そういった意味じゃちょうどいいのかもしれない。変に僅わずかの差で負けたりすると、更にこじらせることになりかねないからね」

　んー……そうは言ってもなあ。相手は女の子だし、泣かすわけにもいかんだろ。

　訓練場へ着くと動きやすい訓練着と革鎧姿に着替えてきたレイチェルが、手慣れた感じで木ぼつ剣けんを振り回し、準備運動をし始めた。やる気満々だな。

　仕方ない。嫌われる覚かく悟ごでちょっと厳しめに相手するか。親公認だし。

　とは言っても女の子だ。残るような傷はつけないつもりだけど。

　訓練場は一応結界で覆おおわれているようで、上級魔ま法ほうまでなら外への被ひ害がいを出さずに済みそうだ。

　僕はそんなことを確かく認にんしながら、訓練場で待ち構えるレイチェルの元へ向かう前に、地面に落ちていた細い木の枝を拾い上げる。

「公王陛下……それは？」

「武器。君相手ならこれくらいが手て頃ごろでしょ」

「……ッ！　あとで言い訳しないで下さいね！」

　ありゃ、怒ったかな。ま、いいや。これが実戦ならここで怒る時点で、マイナスだぞ。挑ちよう発はつに弱そうだな、このお嬢じよう様さまは。

　対たい峙じする僕らの間に若手の騎士が審しん判ぱん役やくとして立つ。

「両者、準備はよろしいか？　では、始め！」

　騎士が放った開始の合図と共に、レイチェルが突っ込んでくる。なかなか速いな。そのまま真横に振り抜かれる木剣を僕はひょいと躱かわし、小枝で頭頂部を軽くピシッと叩く。

「ッ!?」

「相手の出方もわからないのに無む闇やみに飛び込まない方がいいよ。それでも飛び込む時は、なにか別の手を用意してからにしな」

　バッ！　と後方へ一足飛びに離れたレイチェルが今度は左手を翳かざし、魔法の詠えい唱しようを始める。

「【炎ほのおよ来たれ、紅ぐ蓮れんの炎槍、ファイアスピア】！」

　左手から僕ぼく目め掛がけて炎の槍やりが撃うち出される。……んー、これもなあ。

　迫せまり来る炎の槍を右へステップして、なんなく躱す。そのまま結界にぶち当たった炎の槍が見事に爆散した。

「スピア系の魔法は軌き道どうが読まれやすい。追つい撃げきに使うか、でなければバインド系で相手の動きを阻そ害がいしてから使うとか工く夫ふうした方がいいと思う」

「くっ……！」

　顔を顰しかめたレイチェルが、再び突とつ進しんしてこようと木剣を構える。駆かけ出そうとするタイミングで僕も魔法を放つ。

「【スリップ】」

「うきゃっ!?」

　勢いよく転倒したレイチェルに接近し、その頭頂部をまたしてもピシリと木の枝で打つ。

「いっ、今のはたまたま転んだだけです！　無効です！」

「残念。転ばせたのは僕の魔法。『転ばせる』。それだけの魔法が最強の魔法にもなり得る。魔法は使い方次し第だいってことさ」

　破は壊かい力りよくがある魔法がすごい魔法とは限らない。そこんとこを考えてほしいんだけどな。ま、これはリーンの受け売りですが。

「っのおっ！」

　立ち上がり、木剣を右に左に打ち付けてくる。なかなか鋭するどい打ち込みだな。単調な中にもフェイントを入れたりしてる。確かに十歳の少女としてはとんでもない逸いつ材ざいなのかもしれない。

　しかし僕はそれを躱しつつ、小枝でピシリピシリと悪い部分を打うち据すえていく。伊達だてに剣けんの神様に毎日のよーにしごかれてないぞ。どこが悪いかは手に取るようにわかる。

　っていうか、諸もろ刃は姉さんもこんな気持ちなのかなあ。

「【土よ絡からめ、大地の呪じゆ縛ばく、アースバインド】！」

「お？」

　地面から盛り上がった砂が、僕の足首を固定する。剣を振りながら魔ま力りよくを集中させてたか。

「【雷かみなりよ来たれ、白びやく蓮れんの雷槍、サンダースピア】！」

　おお？　さっき教えた通りに攻せめてきたな。変なとこで素す直なおな子だ。だが、これも絶対じゃないんだよね。

「【水よ来たれ、螺ら旋せんの防ぼう壁へき、アクアシェル】」

　僕が生み出した水の防壁に雷の槍が吸収され、地面に流れて消しよう滅めつする。

「やあっ！」

【アクアシェル】が消滅するタイミングを狙ねらって、レイチェルの鋭い突つきが繰くり出される。危ないな、っと。

　避けながら木剣を持つ手をピシリと打つ。

「うぐっ！」

「だーかーら、不用意に飛び込むなっての。っていうか、まだやんの？」

「うっさい！　ちまちま打ってばかりいないで、そっちからもちゃんと攻こう撃げきしてきなさいよ！　逃にげてばかりいないで！」

　口調が変わっとる。っていうか、こっちが地だな、絶対。戦闘中に我を忘れちゃいかんよ。

　ま、お望みとあらば攻めさせてもらおうかね。

「【来たれ雷氷、百ひやく雷らいの氷ひよう霧む、ボルティックミスト】」

「うぎゃっ!?」

　レイチェルが僕の作り出した霧きりに突っ込み、痺しびれてゴロゴロと地面を転がる。威い力りよくは最低に抑おさえておいたから、さほどのダメージじゃないと思うけど。ちょっと強い静電気くらい？

「なによ、その魔法!?」

「合成魔法だ。水と風の属性を合わせて雷らい撃げきを与あたえる霧を作り出すんだよ」

「合成魔法!?　そんなの聞いたことないわ！　ズルい!!」

　ズルいって言われてもなあ。仕方ない。じゃあ、普通の魔法で。

「【氷よ来たれ、青の飛礫つぶて、アイスキューブ】」

「くっ！」

　初級も初級の水属性の魔法、放たれた氷の小さなキューブをレイチェルが身体を捻ひねって躱す。そのままこちらへ向かってこようとする少女に、間かん髪はつ入いれず二発目の氷のかけらを放った。

「そら」

「わっ！」

「もいっちょ」

「とっ！」

「もっかい」

「だあっ!?　なんでそんなに連続で撃てるのよ!?　詠唱してないじゃない！　おかしいじゃない！」

　詠唱はあくまでなんの魔法を撃つかのガイドラインであって、実は体内の魔力を術式につなげっぱなしにしとけば、一回の詠唱でその後の詠唱は省略できる。別の魔法を使うとキャンセルされてしまうし、同時には撃てないけどな。

　次々と放たれる氷の雨を必死の形相で動き回り、なんとか避けまくるレイチェル。フハハ、甘あまいわ。

「【スリップ】」

「あいたっ!?　いたあっ!?」

　転んで尻しり餅もちをついたところに飛んできた小さな氷ひよう塊かいが額に当たる。威力は最低だから怪我けがをするほどではないけど、痛いことは痛いだろう。少し涙なみだ目めになっているし。

「ま、こんなもんか。そろそろ終わりにしてくれるとありがたいんだけ、」

「まだ負けてない！」

「ど、って、ええ――……」

　負けてないって……何回叩いたと思ってんのさ。真しん剣けんならとっくに死んでるぞ。魔法だって加減してたからそれぐらいで済んでいるのに。

「いあぁぁ！」

　木剣を握にぎりしめて、レイチェルが再び斬きりかかってきた。それを右に左に受け流しながら、どうしたもんかと考える。生半可な手じゃあ降参しないだろうなあ、このお嬢様は。ちょっと面めん倒どうになってきたわあ……。

「そこまで言うなら仕方がない。気をしっかり持っとけよ。次で終わりだ」

「上等よ！　なにをする気かわからないけど、絶対に負け、」

「【ゲート】」

「え？」

　打ちかかってきていたレイチェルの足あし下もとに転移門が開き、ストーンと落ちていった。と、同時に真上からものすごい絶ぜつ叫きようが聞こえてくる。

「っきゃああああああああああぁぁぁぁ!?!?」

　上空五百メートルに現れたレイチェルがまっすぐに落ちてくる。逸それないように風属性の魔法で修正しているので、確実にここへ落ちるはずだ。

「レ、レイチェルっ!?」

　さすがにパルーフ少年王も真っ青になって、落ちてくる婚約者に目を見開く。

「ひぃいいいいいぃぃぃぃぃぃっっっ!!」

「【風よ吹け、舞まい上がる旋せん風ぷう、ワールウインド】＆【レビテーション】」

　落ちてくる速度を緩めて、浮ふ遊ゆう魔ま法ほうを使い地上一メートルの位置でピタリと止める。異世界の変則フリーフォール終しゆう了りようだ。

「…あっ…ッ……！　ふッ……！　はッ……」

「降参か？」

　口をパクパクさせて身体をガタガタと震ふるわせていたレイチェルが、こくこくと頷く。さすがに効いたか……ってマズい。やりすぎた……。

「【水よ来たれ、清せい廉れんなる水流、ウォーターフォール】」

「ひゃっ!?」

　ドザーッと、レイチェルの頭上から大量の水が降り注ぐ。あっという間に濡ぬれ鼠ねずみだ。

　僕ぼくの行動に周りのギャラリーたちは首を傾かしげているが、地面に下ろされたレイチェルだけは顔を真っ赤にさせて、俯うつむいている。

　うあああ。ひょっとして高所恐きよう怖ふ症しようとかだったか。よっぽど怖かったんだろうなあ……。すぐ水を被らせたんで、周りの人たちにはバレてないとは思うけど。戦う前にトイレとか行ってなかったのか？

「レ、レイチェル！　大だい丈じよう夫ぶかい!?」

「だっ、大丈夫よっ！　全然平気！」

　濡れたままレイチェルは勢い良く立ち上がり、僕の方をキッと涙目で睨みつけて訓練場の外へ駆け出していく。

　うっわ、マズすぎる……。年とし端はもいかない少女に重い十じゆう字じ架かを背せ負おわせた気がする。ヤバい、穴があったら入りたい。

「あー……失敗したなあ……」

　もっと上手うまいやり方が他にもあったろうに。凹んでいる僕のところへ父親であるレンブラント公爵がやってきた。

「どうかお気になさらずに。あれだけこっぴどくあしらわれれば、あの子も自分がまだまだ未熟者だと気付いたことでしょう」

　いやいや、未熟者なのは僕の方でして……。反省しきりですわあ……。はたから見たら十歳の女の子を虐いじめたみたいで引かれてるんじゃ……。

　ちら、と観客たちを窺うかがうと、苦笑いを浮かべた人たちの顔が見えた。……ですよねー。

　ブリュンヒルド公王は子供にも容よう赦しやがない、血も涙もない鬼おにのような暴君だ、とか噂になったらどうしよう。

「すいません、パルーフ国王陛下。後でレイチェルに謝あやまっといてもらえますでしょうか。おそらく今は僕の顔を見たくないと思いますので……」

「あ、はい。わかりました。でもたぶんレイチェルも公王陛下に怒っているわけじゃないと思います。力が及およばなかった自分に怒っているんですよ」

　そうかな？　とてもそうとは思えないんだが。しかし、小さな子に慰なぐさめられるとか……ますます凹むなあ……。

「えっと、なんというか……お疲つかれ様さまです……」

　苦笑いを浮かべて、リーニエ国王が僕に声をかけてくる。まあそんな反応になりますよね。気持ちはわかります。

「でもなんで最後にあんな水の魔法を？」

「あー……まあ、あの子がカッカしてたんで、頭を冷やせって意味で」

　適当に誤ご魔ま化かしておく。あの子の名めい誉よのためにも本当のことはさすがに言えない。ホント悪いことしたなあ。

「公王陛下はお優しいのですね」

「え？」

　リーニエ国王の横に立っていたリュシエンヌ王女が微笑みかけてくる。あれ？　ひょっとして気付いてる？

「エルネスト。公王陛下のおもてなしは私がしばらく代わりますから、レイチェルのところへ行ってあげて」

「え、でも……」

　姉からの提案に僕の顔を見て躊ちゆう躇ちよしていた少年王だったが、僕がひとつ頷くと、一礼してレイチェルが走り去った方へと駆けて行った。

　なんとか慰めといてほしいものだが。僕がため息をついていると、苦い顔をした婚約者二人と目が合った。

「ちょっと冬夜……。さすがにアレはどうかと思うわよ……？」

「まあ、最後のフォローはよかったと思います、けど……」

　言わないで。自分でもわかってるから……。というか、エルゼたちもびしょ濡れにした意味に気が付いていたようだ。

　まあ、それを差し引いてもアウトってことだが。

「では公王陛下、お茶の用意がしてありますのでこちらへ」

　リュシエンヌ王女に訓練場から城内へと案内される。歩きながら子供相手って難しいなあと、つくづく感じた。スゥやメイドのレネ、ブリュンヒルド城下の子供たちとはうまくやれたんだがなあ。自信なくすわあ……。
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　パルーフ城のバルコニーで出されたお茶を飲みながら、僕はようやく落ち着いた気分を取とり戻もどした。

　さっきまでちょっと自己嫌けん悪おに陥おちいっていたからさあ。さすがにやりすぎたと反省した。確実に嫌きらわれたろうなあ。嫌われても問題ないっちゃないんだけど……。

　リュシエンヌ王女が僕らに頭を下げる。

「この度たびは従姉妹いとこのレイチェルが失礼なことを……申し訳ありません」

「いえいえ。子供のしたことですから」

　相当に失礼なことをしたとは思うけど、これで『無礼な！　あの子供を打ち首にしろ！』とか言い出したら、どんだけ心の狭せまい人間なんだか。それこそ暴君だろ。そんな最低な人間にはなりたくない。

「あの試合は身分など関係ないものですから。そこで文句をつけるくらいなら初めから断ってますよ。問題ありません」

　まあ、僕の方はキレイさっぱり水に流すことができるんだが、向こうは無理だろうなあ……。

「そう言っていただけると助かります。エルネストも喜んでいたようですし、本日はありがとうございました」

「公王陛下はパルーフ国王をどう思われました？」

　リーニエ国王の発言に、バルコニーに置かれた丸いテーブルに座る二人の視線が僕に向けられる。

「そうですね……。素直な方だとは思いましたよ。自分に自信がないのか、ちょっと考え方が後ろ向きなのが気になりましたけど」

　要はネガティブってことなのだが。まあ、そこまで酷ひどいものじゃないし、あの公爵令嬢みたいなのよりはよっぽどマシだろう。

　あの二人の性格が逆だったらと思うと、ちょっと怖いな。国王という立場も関係無しに好き勝手しそうだ……って人のこと言えないかぁ。好き勝手させてもらってます。

「パルーフ国王陛下にはなにか得意なことってないんです、か？」

　リンゼがリュシエンヌ王女に尋たずねる。リンゼもどちらかというと自分に自信がないタイプだ。そんなことは全くないのだが、自己評価が低いというか。だから同じタイプのエルネスト少年が気になったのかもしれない。

「得意なことですか……。これと言って……。あの子は剣けん術じゆつも魔法もあまり得意な方ではありませんし。少々笛を吹ふけますけど、それも得意というほどの腕うで前まえではありません」

　ううむ。ザ・平へい凡ぼん少年か。いや、王様ってだけで平凡ではないんだが。

　もっと王位継けい承しよう者しやとかって自信たっぷりに育つような気がしたけど、近くにあんな天才がいたら自信も無くすか。

「あ、でも……」

「なにかあるんですか？」

　何かを思いついたようにリュシエンヌ王女はバルコニーから室内へ戻ると、小さな箱と折りたたまれた板を持って戻ってきた。え、それってもしかして……。

「将しよう棋ぎ、ですか？」

「はい。公王陛下もご存じでしたか」

　いや、ご存じも何も、この世界にコレ持ち込んだの僕だからねえ。

　盤ばんを広げてテーブルに置き、箱の中を開けて駒こまを取り出す。やっぱり将棋だ。少し形は違ちがうが。駒が五角じゃなくて真四角だ。

「パルーフ国王がこれを？」

「はい。一時期、朝から晩までやっておりました。ただ、対戦相手に困っていたようですけど」

　立場上、国王がそこらへんのメイドさんを捕つかまえて将棋をしよう、とはいかないだろうけど。さらに言うなら、あの子の性格じゃそういったことを言い出すのも難しいんじゃないかな。人見知りするんだろうし。

「もっぱら私か叔父おじ様さまを相手にやっておりました。もっとも私は弱すぎて相手にならなかったみたいですけど」

「レイチェル嬢とはやらなかったんですか？」

「やったのですけど、レイチェルが完かん膚ぷなきまでに負けて、盤をひっくり返し、二度とやらないと……」

　子供か。ああ、子供だったか。その時の光景が目に浮かぶな。

　しかし将棋ときたか。どれだけの腕前なのかちょっと気になるところだが。

　そんな僕の考えを知ってか知らずか、バルコニーへ件くだんの少年王がやってきた。

「お待たせして申し訳ありませんっ！」

「いえいえ、お気になさらず。レイチェルの方は落ち着きましたか？」

「はい。まあ、なんとか。部屋に閉じこもっちゃいましたけど、機嫌悪い時はいつもああですから……」

　ううむ。大丈夫だろうか。それで引きこもりになられても困るんだが。

「あれ？　それって……」

　少年王が僕の手元にある自分の将棋セットに目を留める。

「ああ、リュシエンヌ王女からパルーフ国王が夢中になってやっていたと聞きまして。実はこれ、僕が広めたものなんですよ。パルーフまで浸しん透とうしていたとは驚おどろきです」

「そうなんですか!?」

「どうです？　一局指しませんか？」

　どれくらいの腕前か見てみたいという、ちょっとした好こう奇き心しんから対局を申し込むと、パルーフ国王は目を輝かがやかせて首を縦に振ふってきた。

　円えん卓たくではやりにくいので室内にある小さなテーブルに対面して座すわり、互たがいに駒を並べていく。

　どれ、それじゃあいっちょやってみますか。久しぶりだけど、なんとかなるだろ。










「……参りました」

「ありがとうございました」

　先に頭を下げた僕に続き、パルーフ国王も頭を下げる。うむう。これで僕の三連敗だ。

「情けないわねぇ。あっという間に負けちゃうなんて」

　エルゼが盤ばん面めんを覗のぞき込みながら笑う。いや、そうは言うけど、この子かなり強いよ？

　自じ慢まんじゃないが、もともと僕は将棋が強い方ではない。だけど相手の強さはそれなりにわかる。なんとなく、だけどな。

「なかなかお強い。僕が対戦した相手でも、一、二を争あらそう実力ですよ」

「ほ、本当ですか？　ほとんど叔父上としか対戦したことがないのですが」

　ってことはレンブラント公爵もけっこう強いってことか？

　ふむ。これはちょっと面白おもしろいかもしれないな。この子に自信をつけることができるかもしれない。瞬しゆん間かん、僕は頭に浮かんだ思い付きを口にしていた。

「実はブリュンヒルドで半月後に将棋の大会があるのですが、陛下もこっそり参加なさいませんか？」

「えっ!?　で、でも僕なんかが参加していいんでしょうか!?」

「問題ありません。他にも他国から貴族の人や王族の人がこっそり参加しますし。安全は絶対に保証しますよ」

　エルゼとリンゼが『そんな大会あったっけ？』『知らないよぉ』と口に出さずに目で会話している。うん、そんな予定はないです。

　大会自体は今思いついたのだが、絶対にベルファスト国王やオルトリンデ公爵なんかが参加するだろうから、まったく嘘うそってわけでもないんじゃないかな、と。

　っていうか、大会を開いたのを黙だまっていたら後で絶対に文句を言われる。

　僕が強いと思われる人をシードにして、あとは自由参加で集めれば、それなりに形になるんじゃないか？

「どっ、どうしようかな……」

　おろおろと考え込んでいるパルーフ国王に、姉のリュシエンヌ王女が話しかけた。

「深く考え込まなくていいんじゃない？　ちょっとブリュンヒルドへ遊びにいくと思えば。もちろん私もついていくから大丈夫よ？」

「……じゃ、じゃあ参加してみようかな……」

「決まりですね」

　僕は、はい決定、と手を叩く。

　忙いそがしくなりそうです。まあ、それを含ふくめても面白そうだし、いいけどね。







◇　◇　◇







「……とまあ急ですが、将棋の大会を開くことになりまして」

「本当に急だな」

　リフレットの町、宿屋『銀月』の本店。目の前には赤毛の髭ひげ男。ミカさんの親父おやじさん、ドランさんだ。

「で、その大会に招待枠わくとして俺おれたちに参加してほしいってんだな？」

「まあ、招待枠って言っても予選免めん除じよってだけで、そんなに有利ってわけじゃないですけどね」

　宿屋『銀月』のドランさんを含め、武器屋『熊八』のバラルさん、道具屋のシモンさんらを一応シードエントリーしておいた。彼かれらはこの世界で将棋を始めた初期プレイヤーで、少なくとも僕よりはずっと実力は上だ。

「で、参加します？」

「ったりめぇだ。将しよう棋ぎ発はつ祥しようの地、リフレットの名にかけて、絶対に優勝はいただくぜ」

　そんな名めい称しよういつの間についたのか。確かに発祥の地と言えば、発祥の地だけどさ。

「あとはどんな奴やつが出場するんだ？」

「まだ、数名しか招待者は決定してませんけど、それなりにみんな実力者ですよ。一日目は予選で、二日目に本戦を予定してます。ドランさんたちは二日目からですから一日遅おくれて来ても大丈夫ですけど、どうします？」

「冗じよう談だんじゃねえ。対戦相手になるかもしれない奴の対局を見み逃のがせるかよ。初日から行くぜ。宿はミカのところがあるしな」

　ドランさんは初日から、っと。予選当日に迎むかえに来ることを告げて、リフレットを後にする。

　帰ってからベルファスト国王やオルトリンデ公爵、その他、他の王様たちに電話をかけて、出場希望者を募つのった。

　それと、同時に武術大会と野球大会も行うことになったので、各国の騎き士したちによければ参加してほしい旨むねを頼たのんでおく。

　将棋だけではいささか派手さに欠け、もっといろんな人たちが楽しめるものもほしいという各国王陛下たちの意見を取り入れたわけですが。確かに武術大会とかなら、野球や将棋のルールを知らない人たちも楽しめると思ったので。

　その結果、とんでもないメンツになってしまったわけでして……。

「なんですか、この参加者表は……」

「うん、まあ、気持ちはわかる」

　書き出したリストを目にしたユミナが引きつった笑いを浮かべた。







■将棋大会出場希望者




　ベルファスト国王（ベルファスト）

　オルトリンデ公こう爵しやく（ベルファスト）

　レグルス皇こう帝てい（レグルス）

　リーフリース国王（リーフリース）

　パルーフ国王（パルーフ）

　レンブラント公爵（パルーフ）

　ロードメア全州総そう督とく（ロードメア）

　ドラン（ベルファスト：リフレット）

　バラル（ベルファスト：リフレット）

　シモン（ベルファスト：リフレット）




■武術大会出場希望者




　ミスミド獣王（ミスミド）

　レスティア騎士王（レスティア）

　ガスパル騎き士し団だん長（レグルス）

　レオン将軍（ベルファスト）

　騎士リオン（ベルファスト）

　ガルン護衛隊長（ミスミド）

　馬場信晴（ブリュンヒルド）

　山県政景（ブリュンヒルド）

　九重ここのえ重太郎（イーシェン）




■野球大会出場チーム




　ブリュンヒルド

　ベルファスト

　ミスミド

　レグルス

　レスティア

　リーフリース

　リーニエ

　ロードメア







　各国の関係者や知り合いだけでもこんなにいる。これはちょっと予想外だった。

「警備とか大丈夫でしょうか？」

「そこらへんは抜ぬかり無ない。王様たちには特定の人物以外、別人に見える魔道具を身につけてもらうし、各国からも同じように目立たなくした、護衛の人たちが付くしね。もちろん、僕らも陰かげながら警護するけど。ニャンタローの猫ねこ部隊にも手伝ってもらうし」

　琥こ珀はくたちの眷けん属ぞくにも手伝ってもらうしな。そこらへんは大丈夫なんだが、それよりも面倒なのが、将棋大会にバビロン博士、武術大会に諸刃姉さんと狩奈姉さんが出場するとか言い始めないかが心配だ。

　なんとか思いとどまってもらうけど、引ひき替かえに無理難題を求められそうで少し怖こわい。

「こうなってくるとお祭りですね」

「まあ、間ま違ちがっちゃいないよ。露ろ店てんも並ぶし、いろいろとちょっとしたイベントもある。惜おしむらくは準備期間が短いってことだけど」

　思い付きで始めちゃったからな。みんなを巻き込んで悪かったけど、それなりに楽しみにしてくれているみたいで、そこは助かったが。もし第二回をやるなら、もう少し準備期間を設けよう。

　高坂さんなんかには、せめて一ヶか月げつあればもっと国外へ宣伝をして、より高い収益を得ることもできたのに、と愚ぐ痴ちをこぼされた。いや、わかりますけど。

「八重さんやヒルダさん、エルゼさんも武術大会に出たがってましたけど」

「今回は警備の方に回ってもらうからね。我が慢まんしてもらおう」

　彼かの女じよらはすでにかなりの強さになっていると思う。毎日のように剣神である諸刃姉さんに鍛きたえられてるし、さらに『神の加護』の影えい響きようもあるんじゃないかな。

　おそらくだが、僕、花恋姉さん、諸刃姉さんの三人の加護を受けている可能性がある。

　これは言ってみればその神の庇ひ護ご下にあるということだ。様々な恩おん恵けいを受け、常人離れした能力を得る。

　ただ、別に剣神の加護を受けたからといって、剣の腕前が上がるといった、直接的なものではなく、その影響は個人それぞれ、千せん差さ万ばん別べつらしい。実際、目の前のユミナには、数秒先の未来予知能力が現れてきている。たぶんこれは僕の加護だと思うんだけど、なんでこんな力が発現したのかはよくわからない。

　そんな彼女らが武術大会に出場するのはちょっとズルい気もする。今回は参加者を含め、みんなに楽しんでもらいたいし、悪いが遠えん慮りよしてもらおう。でないと諸刃姉さんらの出場を止める意味がなくなる。

　馬場の爺じいさんと山県のおっさんは、会場の警備という名目で押おし切きられた。

　確かに出場者によからぬ考えを持った者がいないとも限らないし、必要っちゃ必要だけど。そこらへんも魔道具や結界できちんとするつもりだが、絶対という言葉はないからな。

「ああ、それとラミッシュ教皇猊げい下かと花恋お義姉様が、城下の教会を貸してほしいと言ってましたよ」

「教会を？　礼拝でもするのかな？」

「なんでもお悩なやみ相談所をやるんだとか。あとは神様のお話を」

　お悩み相談ねえ。や、構わないんですけどね。恋やら人生やらアドバイスできそうな方々ですし。しかしこれ、教皇猊下も身分を隠かくして参加ってことか？　教会はラミッシュ教国の大使館も兼かねているから大丈夫だとは思うけど……。

　腕うでを組んで首を傾げていると、懐ふところのスマホが振しん動どうし始めた。ん？　着信か。

　取り出だして画面を見ると『着信　神様』の文字。うえっ!?

「も、もしもし？」

『おお、冬夜君。ワシもそのお祭り、ちょっとだけ参加していいかな。なに、少しだけ見物したいのと、教会で軽くお話するだけじゃから迷めい惑わくはかけんよ』

「マジですか……」

『降りた神々みんなにも会いたいしの。ひとつよろしく頼むよ』

　スマホの向こう側で、ほっほっほ、と笑う声を聞きながら、僕は顔が引きつるのを感じた。……ヤバい。とんでもないことになってきた。

　ある意味、最強の守護者が御ご降こう臨りんなされるが、大丈夫か、この祭り。もちろん神としてやってくるわけじゃないんだろうけど。

　いかん、各国の国王がお忍しのびで集まるとか、なんでもないことのように思えてきたわ……。

　えらいこっちゃ。







幕間劇　ぬいぐるみ幻想曲ファンタジア







「……………………」

　目をゴシゴシと擦る。

　おかしいな、朝から酒なんか飲んだ覚えはないのだが。

　しかし何度目を擦っても、やっぱり目の前にあるものが二つに見える。おいポーラ、お前いつから双ふた子ごになった？

「なにかの幻げん覚かくか……？　そういや昨日、寝ねる前に観た映画が面白くて夜よ更ふかししたけど、まだ寝ぼけてるのかな……」

「なに馬ば鹿か言ってるの。実際に二体あるのよ」

　呆あきれたようなリーンの声が背後から飛んできた。あ、やっぱり？

　おはよう！　とばかりに、しゅたっ！　と手を挙げた右のポーラに対して、左のポーラはくたっ、と力なくしゃがみこんだ。慌あわてて右のポーラが左のポーラを立ち上がらせ、手を挙げさせて僕に挨あい拶さつをさせる。
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「ぬいぐるみか。いや、ポーラもぬいぐるみなんだけど」

　ポーラはリーンの無属性魔ま法ほう【プログラム】により、様々な動き、リアクションなどがインプットされている。それによりまるで生きているかのような反応をするのだ。

　闇やみ属性の適性を持たないリーンが、召しよう喚かん獣に憧あこがれて製作したもので、二百年に渡わたり施ほどこされた膨ぼう大だいな【プログラム】によってポーラという存在は成り立っている。時折、それ以上の演技力を発揮するような気もするが。

　僕はポーラそっくりのぬいぐるみを抱だき上あげてみた。お。重さもそっくりだな。よく出来ている。こっちのポーラは当然ながら動いたりはしなかった。

「これってどうしたの？」

「リンゼよ。あの子、最近手芸に夢中になってるらしいじゃない。試ためしに作ってみたんだって。どうせダーリンがなんか吹き込んだりしたんでしょう？」

「失礼な……。吹き込んだりはしてないよ。……まあ、その手の本を渡したけれども」

　例の裏世界から持ち帰った本。あれに手芸に関する本が混ざっていたのだ。どうやら珊さん瑚ごたちが適当に積んだやつらしい。

　それを見つけたリンゼが読み、自分でも作ってみたくなったらしい。子供たちが多い環かん境きようで育った彼女は、もともと自分の服を修しゆう繕ぜんするくらいには裁さい縫ほうは得意だった。興味を持った、というよりは、再燃した、というのが正しいのかもしれない。

　それならば、と僕も一式の詰つまったソーイングボックスと、様々な布素材をプレゼントしたのだ。ここらへんは使い道がなく、タンスならぬ【ストレージ】の肥やしと化していたので役に立ってよかったが、それが火に油を注ぐことになったのかもしれない。

「しかしすごいな……。ホントにそっくりじゃないか。あれ？　ポーラの本体ってリーンが作ったんだっけ？」

「いいえ。ポーラはエリスに作ってもらったのよ。あの子そういうの得意だったから」

　げ。ポーラお前、あのエリスさんがお母さんなのか……。妖よう精せい族の里で僕に突つっかかってきたミスミドの宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師しを思い出し、ちょっとゲンナリする。いろいろと残念な人だった……。

　ポーラがリーンにジェスチャーで何かを伝えている。リーンだとこれで通じるんだよな……。

「え？　無理よ。その子に【プログラム】をかけてもあなたのようになるとは限らないし、また何百年もかかるわ。それに正直、あなたにどんな【プログラム】をしたか細かくまで覚えてないのよ」

　リーンの言葉にポーラがしょぼんとする。なるほど、こいつも同じように動けるようにしてくれと頼んでたのか。うーん、こればっかりはなあ。

　リーンはポーラにその都度思いついたリアクションを【プログラム】していったらしく、どんな反応をさせるようにしたかまでは覚えてないという。

　そのためか、複数の行動がポーラにはランダムで起こるようになっているのかもしれない。

　例えば叩たたかれた時、『怒おこる』というリアクションをする時もあれば、『悲しむ』というリアクションをする時もある。他にも『逃にげ出し』たり、『応戦する』こともあるが、それらもひとつひとつ、リーンが思いついた時に【プログラム】していったわけだ。

　さらに言うなら『怒る』という反応一つにしても、『足を踏ふみ鳴ならして怒る』、『両手を振り上げて怒る』、『イライラと怒る』など、いろんなバージョンがあるのだ。……確かに覚えてられないよな。

　せめて一いつ緒しよにいられるようにと、ポーラのリボンに【ストレージ】を付ふ与よしてやった。リボンの右を引っ張ると収納し、左を引っ張ると取り出せる。一つのものしか入れておけないが、これでこの子を持ち歩くことができるだろ。

「ありがと、ダーリン」

　リーンとポーラにお礼をされたが、ま、これくらいはね。

　しかしリンゼの腕前はすごいな。もともと絵も上手いし、手先の器用な子だとは思っていたけど。

　ちょっと気になったのでリンゼに会いに行くことにした。朝食でも会わなかったけど、まだ寝ているのかな？　几き帳ちよう面めんなリンゼにしては珍めずらしいけど。

　リーンも誘さそったが、これからまたスゥとレネの訓練に付き合うらしい。なんだかんだ言いながら世話好きなのだ、彼女は。

　城の階段を登り、僕はプライベートエリアへと足を踏み入いれる。ここには城の騎士たちも立ち入ることはほぼない。来るとすれば執しつ事じのライムさんやメイドの人たち、あとは花恋姉さんたちくらいか。

　奥おくにあるリンゼの部屋の扉とびらをノックする。婚こん約やく者しやといえども礼れい儀ぎは礼儀だ。

「リンゼ。冬とう夜やだけど入っていいかな？」

「……ふぁ？　あ、はい、いいれす、よ」

　……いいれすよ？　なんかイントネーションがおかしかったが、一応許可をいただけたのでノブを回して入室する。

「失礼しま～……うおっ!?」

　思わず声が出てしまった。

　いや、だって部屋中にぬいぐるみが山と並んでいたら驚くよ！　いつの間にこんなに集め……。いや……ひょっとしてコレ、リンゼが全部作ったのか!?

　当の本人は椅い子すに腰こし掛かけたまま、眠ねむそうに目を擦っている。

「え、寝てた？」

「すみましぇん、作りながりゃ、いつの間にか寝てたみたいで……」

　危ないなあ！　針とかハサミとか使っているんだから気をつけないと！

【ストレージ】からコーヒーを取り出してリンゼに手て渡わたす。コーヒーを見て渋しぶい顔をしたリンゼだったが、ちゃんとミルクと砂糖も出してやると笑え顔がおを見せてくれた。

　これで例の異世界カフェイン効果で目覚めるだろう。本当はしっかりと寝てもらいたいが。

「ふう。美味おいし……」

「いや、それにしても……。これ全部リンゼが作ったのか？」

「全部じゃないですよ。いくつか参考に買ったものもあります」

　いや、その売ってたものとの区別がつかんのだが。ローチェストの上にあったぬいぐるみをひとつ手に取る。白い虎とら。間違いなく琥珀だな、コレ。

　横を見ると、琥珀だけではなく、珊瑚に黒曜、紅玉に瑠る璃りのぬいぐるみまであった。みんなディフォルメ化したかわいいデザインのものだったが、実によくできている。

「あれ、これって……」

「え？　はわわっ!?　そっ、それはっ、その！　ちょ、ちょっと試しに……！」

　ちょこんと座った男の子のディフォルメされたぬいぐるみ。黒くろ髪かみに白いコート、黒のズボン。これ……僕ぼくか？　僕とはとても思えないほど可愛かわいらしく作られているが。

　だけどもリンゼが慌てているのはこっちの僕の人形ではなく、その人形と仲良く手をつないでいる女の子の人形の方が理由だろう。

　ショートカットの銀ぎん髪ぱつに幅はば広ひろのヘアバンド。そっくりな青い瞳ひとみの女の子が僕の横で赤くなっている。

「……かわいいよね」

「はわっ!?　えっと、そっ、そそ、それはどっち、の……？」

　ぬいぐるみもご本人も最高にかわいいですが、なにか。

「これ……もらっていいかな。大切に部屋に飾かざるからさ」

「ど、どうぞ！　もらっていただければその子たちも嬉うれしい、かと！」

　リンゼにお許しをもらった。宝物ができたな。

　それにしても作りに作ったりだな……。部屋の中をあらためて見回す。大小含めて確実に百個以上はあるよな。

　大半は猫とかウサギとかの動物だ。どれもこれも、ものすごく可愛らしくディフォルメされたデザインで、男の僕でもズキュンとくるものがある。

「つい夢中になってしまって……。作っていると楽しくて、時間を忘れてしまうんです。次から次へと作りたいものが出てきて……」

「わかるけどね。でもちゃんと休まないと。倒たおれたりしたら心配する人がたくさんいるんだからさ。もちろん僕もね」

「はい……」

　一いつ生しよう懸けん命めいなのはリンゼの美徳だが、根を詰め過ぎてしまうのはいただけない。エルゼと違ってあまり体力がないのだから、無理はして欲ほしくないんだよね。

　僕らの知らないところで頑がん張ばりすぎる子だからさ……。まあ、そういうところが尊敬できるし、僕の好きな部分なんだけどね。

「あれ？　こっちのは作りかけ？」

「あ、そっちのはぬいぐるみじゃありません。新しい服です。お姉ちゃんに似合うかなと思って」

　服まで作ってんの!?　確かに手に取ってみると、洋服の肩かたから袖そでの部分だった。細かいレースが袖口に編み込まれているが、まさかこれも……？

「いえ、さすがにそこまでは……。そのレースはザナックさんのところでいただいてきたものです。編み物はまだ苦手で……いつかは自分で編みたいと思います、けど」

　編む気なのか……。ザナックさんのところに就職とかする気じゃないよね？　今や『ファッションキングザナック』は、飛ぶ鳥を落とす勢いで急成長している店だけれども。

　僕が妙みような心配をしていると、背後の扉が突とつ然ぜんガチャリと開いた。

「……おはよう、リンゼ。あれ？　王様がいる。なんで？」

　扉を開けて入ってきたのは桜だった。ノックぐらいしろって。眠そうな目をしながら僕とリンゼを交こう互ごに眺ながめていた。手には何やらたくさんの布を持っている。

「机で寝ちゃってたのを起こしてもらった、の。あ、できたの？」

「ん。ちゃんと型紙通りに切っておいた」

　桜が机の上にいろんな形に切られた布のパーツを並べる。これってぬいぐるみのパーツか？　にしても、多いなあ……。

「桜も手伝っていたのか？」

「これはお母さんの学校で使う人形。リンゼに作ってもらってる。子供たちに見せる人形劇に使うの」

「こういうのですよ」

　リンゼが両手に手て袋ぶくろのような動物の人形をはめて、わーい、と寸劇をしてくれた。これって確かハンドパペット、だったか。なるほど。

「物語に登場する動物が多くて。それでちょっと徹てつ夜やを……」

「そうだったのか。うーん……手伝ってあげたいけど、布だと【モデリング】も効果がないからなぁ……」

【モデリング】は基本的に木とか鉱物とかを変形させる魔法だ。布製品や革かわ製せい品ひんを変形させることはできない。

　裁縫の役には立たないよなあ。針とかハサミとかならいくらでも作れるけど……あれ？

「待てよ。確かバビロンの『蔵くら』に『魔導裁さい縫ほう機』ってのがあったけど、あれってミシンのことじゃないのかな……」

「ミシン？」

　首を捻ひねるリンゼ。えーっと、見せた方が早いか。僕は動画サイトに転がっていた適当なミシンの動画を二人に見せた。あ、これミシンの通つう販はん動画だな。さすが、わかりやすい。

「ふわあ、速いです！　あっという間に縫ぬってしまいました！」

「これは便利。断言する」

　二人とも動画のミシンに釘くぎ付づけになった。小さいミシンがトトトトトッ、と針を上下するだけで瞬またたく間まに縫えていく。

　ネットで調べりゃミシンの構造もわかるだろうし、ひょっとしたら僕にも造れるのかもしれないが、こんな複雑なものはできない。いいとこ足で踏むベルト式の古いミシンがせいぜいだろう。

『蔵』にある『魔導裁縫機』とやらがどんなのかはわからないが、ベルト式よりは高性能なんじゃないかな。魔法文明のものなんだし。

「これが『蔵』にあるの？」

「と、思うんだけど……うおっ!?」

「行きましょう、冬夜さん！　これがあれば！」

　リンゼにぐいっと腕を引っ張られる。待て待て、わかった、わかったから、一回落ち着こう！

　このミシンとまったく同じものがあるとは限らないし、箱に布を入れたらあっという間に服ができました～、なんて、作り手としては全然面白くないものかもしれないぞ。

　……などと、期待に目をキラキラさせたリンゼの前ではとても言えず、僕は黙ってバビロンへと【ゲート】を開いた。
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「コレが『魔導裁縫機』デスね。簡単に布を縫うことができるもので、博士の作品ではなく、ロゼッタの作ったものデス」

『蔵』の管理人、パルシェが持ってきたものは糸車が取り付けられた極ごく太ぶとのペンのようなものだった。これがミシン？

「極小の転移魔法を使って糸の先を次々と転移させ、布を縫い合あわせていくのデス。針がないから安全デスよ。もちろん安全装置が組み込まれているので、指を縫ってしまうなんてこともないデス」

　試しにリンゼが魔ま力りよくを流し、重ねた布の上をそのペンでなぞると、その通りに糸が引かれ、上下に縫い合わされた。おお。こりゃすごい。定規を当てて引くこともできるし、様々な縫い方かたもできるのか。

「確かに便利ですけど、魔力の消費がけっこう多いです、ね。小さくても転移魔法を使っているのだから仕方がないのかもしれません、けど」

「わかる。【テレポート】を使うとけっこうしんどい」

　転移魔法の使い手でもある桜がリンゼの言葉にうんうんと頷うなずく。すみません、ほとんど疲つかれたことありません……。

　まあ、なんにしろこれがあればリンゼの負担が減る……のかな？　幸い魔導裁縫機は三つあるし、リンゼ以外の人でも使えるんだから負担は減るだろう。

　魔力切れで倒れたりしないかだけが心配だが。

「大だい丈じよう夫ぶです、よ？　無理はしませんから。いざとなったらこの指輪から冬夜さんの魔力を補ほ充じゆうしますし」

　僕の考えを察したのか、リンゼが微笑ほほえみながら左手の婚こん約やく指輪を見せる。その魔力がなくなるほど根を詰めたりはしないでほしいのだけども。

「これで人形劇には間に合う。よかった」

「その人形劇ってのはいつやるんだ？」

「あさって。だからリンゼも無理してた」

　詳くわしく聞くと、桜のお母さん、フィアナさんが校長を務める学校ではいろいろな催もよおしをやっているようで、今回の人形劇もその一つらしい。子供たちに観みせる劇なのか。学校の子供たちだけじゃなく、誰だれが来てもいいらしいが。

「学校にも人形はあったんですけど、もうボロボロで……。それを直すより、一から作ってしまった方が早いと思ったんです。けど、いろいろと手を加えすぎちゃいまして……」

「リンゼはこだわり過ぎ。誰も裏地の細かいところまで気にしない。そこは手を抜いていいと思う」

「手に装着した時の違ちがいがあるんだよぅ……」

　こだわるね。まあ、作り手というものはそういう人たちなのかもな。かく言う桜だって、わずかな音程の違いを気にしたりするし。

「子供たちに観せる人形劇か……。僕も幼よう稚ち園えんの時に観たなあ。人形劇もそうだけど、あの時は幼稚園にやってきた着ぐるみが嬉しかったな……」

「きぐるみ？　木製のぬいぐるみ、ですか？」

　いやいや、『木ぐるみ』じゃなくてね？　翻ほん訳やくされないってことは、こっちの世界にはないのか？　大樹海の部族には頭付きの熊の毛皮を被っている部族がいたし、似たようなものはあるような気がしたけど。

　またネットから画像を出して説明する。

「着ぐるみってのはこういう……人が中に入れるくらい大きなぬいぐるみのこと。僕の世界ではイベント……催しとかでよく見かけるんだ」

　映し出された画像には着ぐるみを着て、頭部分を外した人がいた。子供が見たら夢を打うち砕くだかれる画えではあるが、わかりやすいと思ってさ。

「面白い。これ使いたい」

「いいね！　子供たちも喜ぶよ、きっと！」

　え？　ちょっとまって、もしかして作るの？　これから？

　ヤバい、ひょっとして新たな導火線に火をつけたかも……。魔導裁縫機で時間短縮しても、そのぶん新たな作業を増やしたんじゃ意味がない。

「冬夜さん、外側は私たちが作りますから、中身を作れません……か？」

　上うわ目め遣づかいでリンゼが尋たずねてくる。ぬぬぬ……。これに対して僕がノーと言えるわけがないじゃないか。

「え、いや、できないことはない、と思うけど……」

「さすが王様」

「ありがとうございます！　桜ちゃん、魔導裁縫機これを使って残りの人形を一気に作っちゃおう！」

「ん」

『蔵』の収納ボックスから残りの魔導裁縫機を取り出して、リンゼと桜が地上への転移門へと駆かけていく。

　……どうしてこうなった。

「マスター。私も手伝うデスか？」

「いい。気持ちだけありがたく受け取っておく……」

　この上ドジっ子を加えたらさらに時間がかかるじゃないか。

　着ぐるみの素材ってなんだっけ……。検けん索さくっと……発はつ泡ぽうスチロールとかウレタンか。

　発泡スチロールはこないだ倒した巨きよ大だいトレントのスカスカ木材で代用できんかな。ウレタン的な素材も低反発枕まくらのような魔獣の皮が確かあったよね……あれを改良して……。

　僕の頭の中ではすでに着ぐるみの設計図が作られつつあった。むう。作るとなると確かにリンゼのように細かいところまでこだわりたくなるな。

　ま、とりあえずやってみよう。
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「うわっ、可愛い！　なにこれ、なにこれ！」

　エルゼがボフッと抱きついてくる。くそっ、外装を大きめにしたから感かん触しよくが伝わらん！　失敗した！　ゆるキャラタイプではなく、人型タイプにするべきだったか！

「おおおっ！　おっきな琥珀じゃ！　かわいいのう！」

　反対側からスゥも抱きついてくる。衝しよう撃げきを吸収する魔ま法ほう付ふ与よがかけられているのでダメージはない。動きづらいが。

　完成した着ぐるみは琥珀を元にデザインされている。さらにディフォルメして二足歩行するゆるキャラと化した『こはくくん』だ。や、女の子だから『こはくちゃん』か？

　ブリュンヒルドのゆるキャラとして根付くといいが。僕がゆるキャラ特有の動きで挨拶をしてみせると、みんなから『おお～』と拍はく手しゆをいただいた。なかなか難しい。人気者の黒ネズミのようにはいかないな。

《主……。自分はそんな奇き妙みような動きはしません！》

《いや、これは外観が琥珀をモデルにしてるだけだからさ。キャラは別物だよ》

　目の前にいる琥珀から念話が飛んできた。少々ご立腹らしい。

《ぷぷっ、アタシはいいと思うけどぉ～。琥珀ちゃんっぽくて》

《ゆるんだ表情とか君にそっくりじゃないか。なにを怒る必要がある？》

《黒曜、瑠璃、貴様ら……》

《言っとくけど、瑠璃たちのもいずれ作るからな。あまりからかわない方がいいぞ？》

　僕の言葉に二匹ふたりは口をつぐみ、琥珀はざまあみろ、という表情を浮うかべた。そんなに嫌いやがらんでもいいだろ。子供たちに大人気のキャラになるかもしれないぞ。ま、黒曜は珊瑚とセットだが。

「それにしても先さき程ほどからなんで喋しやべらんのじゃ？」

「……これ中に冬夜が入っているのよね？　あれ、知らない人？」

　エルゼがちょっと離れる。嬉しいような悲しいような。

「あ、いえ。なんでも【サイレンス】の魔法が付与されていて、頭部を被ったままだと声が伝わらないようになっているんです。喋るのは伝統的にダメだとか……」

　リンゼが苦く笑しようしつつみんなに説明してくれる。いや、喋るゆるキャラもたくさんいるけどね。でもそれだと中に入る人が限定されてしまう。喋りが苦手な人は入れなくなるからさ。ここはオーソドックスに喋らない路線でいこうかと。そのぶん動きでカバーだ！

「これなら子供たちも喜んでくれますね」

「ん。大勝利」
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　ユミナに桜がドヤ顔で答える。いや、こっちがメインじゃなく、人形劇がメインだろ。

　しかしかなりしんどいな、コレ……。【グラビティ】でけっこう軽量化しているんだが、動きを制限されるってのは、それだけでキツい。

　おまけに暑い。検索した構造を参考にして、風魔法で空気を送り込むようにはしたんだがなあ。冷気にするべきだったか？

　ダメだ。一いつ旦たん取ろう。……あれ？

　首が取れないようにヘルメットのようなベルトを付けたのだが、着ぐるみの手が短くて首に届かない。着るときはリンゼたちに手伝ってもらったからな……。仕方ない、外してもらうか。

『ごめん、頭を取ってもらえるかな？』

　……しまった。【サイレンス】で声が伝わらない……ちょっと待て、どうすればいいんだ、これ!?

　僕は身み振ぶり手て振ぶりでなんとかみんなに伝えようとするが、みんなはキョトンとして不思議がっている。まあ、そうだよね！

「……冬夜はなにをしているのじゃ？」

「むう。……なにかを拙せつ者しやたちに伝えたいのではあるまいか？」

　八や重え、正解！　ビシッと八重に向けて指を差す。

「おお！　やはりでござるか！」

　その指先をそのまま僕の頭へ向けて、首のベルトのことを伝えようとするが、みんなは首を傾かしげて考え込んでしまった。

「『僕が』、でしょうか？」

「いえ、『琥珀が』じゃない？」

「それなら琥珀を差すと思いますわ」

　ヒルダ、リーン、ルーがそれぞれ自分の考えを述べる。ちょっと待って、なんでジェスチャーゲームみたいになってんの!?

　それから数分、僕は必死こいて首が取れない、ということをジェスチャーでみんなに伝えた。わかってもらえたときには、肉体的にも精神的にもヘトヘトで、その場で倒れたほどだ。首のベルトはリンゼと桜しか知らなかったのが敗因だな……。

「王様、【テレポート】で出ればよかったのに」

「あ……」

　桜の言葉に追おい討うちを食くらい、がくりと力が抜ける。ごもっともで……。
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「うわー！　やわらかーい！」

「ふわふわー！」

　遠慮がない子供たちのタックルが多方向からドスドスと決まる。ダメージはないが、動けんぞ、これ……。

　人形劇当日、早くも僕は人気者になった。正確には『こはくくん』が、だが。（琥珀とは別物ということでオスという設定になった）

　初めはなにかの召喚獣かと思ったのか警けい戒かいしていた子供たちだったが、すぐに打ち解けてこのような状じよう況きようになっている。

　打ち解けたのはいいんだけど、ちょっと打ち解け過ぎかな……。ちょっ、背中に登っちゃダメ！

　ちょっと距きよ離りを置こうと逃げ出すと、子供たちが、わーっ！　と追いかけてくる。ぬおっ！　足が短くて速く走れない！

　さらに視界の悪さで何かにつまずき、頭から転んでしまった。あいたっ！　くそっ、改良が必要だ！

　倒れた僕に子供たちが次々と乗っかってくる。ぬぬっ……！

『【パワーライズ】！』

「うわー！　すごーい！」

　数人の子供たちにしがみつかれながらも立ち上がり、一人ずつ引っぺがしていく。危ないことしちゃいけないよ！　と、ジェスチャーで伝えようとするが、聞いちゃくれん。

「はいはい、みんな。人形劇が始まりますよー。早く中に入ってね。遅おくれると観れませんよー」

　校長先生であるフィアナさんがパンパン、と手を叩くと、素す直なおにはーい、と返事をして子供たちが次々と教室へと入っていく。手慣れたもんだな……。本当に尊敬するよ。

「大丈夫でしたか？　すみません、こういったものを初めて見たもので、興奮したんだと思います」

　フィアナさんが頭を下げてくる。こちらの声が伝わらないので、『いえいえ、お気になさらず』とまたしてもジェスチャーで答えておいた。これ、【サイレンス】のオンオフ機能付けるべきだな……。

　子供たちが全員教室へと入ったのを見計らって、僕の方はこそこそとフィアナさんに教えられた別の教室へ入っていく。そして誰もいないことを確かく認にんして、【テレポート】で着ぐるみの中から一いつ瞬しゆんにして外へ出た。中身を失った『こはくくん』が横で、くたっ、と倒れ込み、大きな頭がゴロンと転がった。

「ふう」

　ああ、しんどかった。まだまだ改良の余地があるなあ。

　脱ぬぎ捨すてた『こはくくん』を【ストレージ】にしまい込む。こんな状態を子供たちには見せられないからな。

　空き教室を出て、人形劇が行われている教室へと向かう。人形劇はミエットさんとエルフのレイセールさん、学校の先生二人が企き画かくしたらしい。それに桜が乗っかり、リンゼが手伝いを申し出たようだった。

　さらにその話を聞いて、ユミナとルーも手伝いたいと申し出て、昨日は四人で遅おそくまで台詞せりふ合わせをしていた。僕も先生たちのパートをやらされたが。

　教室近くまで来ると、リンゼたちの声が聞こえてきた。もう始まっているらしい。

　今から入室して邪じや魔まするのも悪いから、こっそりと見るか。

【インビシブル】で姿を消し、【テレポート】で教室内の後ろの席へと跳とぶ。

　侵しん入にゆう成功。と思ったら、妙な顔をして教室内にいたニャンタローがゆっくりと近づいて来た。クンクンと鼻を動かし、辺りを探さぐっている。あ、匂においでバレたな、こりゃ。

「……？　王様、そこにいるニャ？」

「いるよ。邪魔しちゃ悪いと思って姿を消してる」

　ものすごく小さな声で返事をする。ニャンタローなら聞き取れるだろう。

「ニャらいいニャ。変なのが紛まぎれ込んだかと警戒したニャ」

「悪い悪い。桜にも念話で伝えといて」

「わかったニャ」

　全く音を立てずにニャンタローが離はなれていく。さすが猫ねこ騎き士し。警備は万ばん全ぜんか。

　教室の前方では一メートルほどの高さで、横に長い舞ぶ台たいの上に、猫や兎うさぎ、熊に犬など動物の人形たちがたくさん登場していた。リンゼたち演者は観客からは見えない。ひょこっと人形のみが舞台に姿を現している。ずっと腕うでを上げているのってなにげにキツいんだよな……。

　物語の概がい要ようはこうだ。楽しく暮らしていた動物たちの森に、ある日魔ま女じよがやって来る。魔女は動物たちに意地悪をし、この森から出ていけと迫せまった。魔女はとても強く、動物たちはとてもかなわない。だけど、動物たちはそれぞれ得意なことを駆く使しして一いつ致ち団結、協力し、最後には魔女を森から追い出だす……というお話である。

　話としては『さるかに合戦』に似ている。『さるかに合戦』はストレートに仇あだ討うちがテーマだが、こちらはみんなで力を合わせればどんな困難も乗のり越こえられる……といったものがテーマかな。

『この森は暮らしやすくて気に入った。私の森にするからお前ら動物たちはさっさと出ていけぇ！』

　魔女が脅おどかすと動物たちはブルブルと震ふるえながら逃げ出してしまう。あのしわがれた声の魔女をやっているのが、ユミナとは信じられん。同じくユミナは動物のウサギちゃんも担当していたりする。演技力あるなぁ……。

　というか、舞台の横で楽器を鳴らしているの奏助兄さんか？　なにしてんの音楽神!?

　奏助兄さんのＢＧＭとともに物語が進むにつれ、子供たちは動物たちに声せい援えんを送ったり、不安な顔を見せたりと、だんだんと引き込まれているようだった。

　ただその中で一人だけ、人形劇を真しん剣けんな目で見つめ、表情を変えない男の子がいたのが気になった。六、七歳さいくらいか。ずっと人形たちの動きをただ見つめている。まるでそれを記き憶おくに刻みつけるかのように。ぶつぶつとなにやらつぶやいてもいるような。……変な子だな。

　ま、楽しみ方は人それぞれだ。みんながみんな面白おもしろいと思うものなんて、そう簡単にあるもんじゃない。

　そんなことを考えているうちに、いつの間にかラストシーンへと差さし掛かかっていた。

『やった！　ぼくらの森を取とり戻もどしたぞ！』

　リンゼの操あやつる猫のぬいぐるみ人形が叫さけび、話は大団円となる。エンディング曲なのか、桜の操る小鳥が奏助兄さんの伴ばん奏そうに合わせて歌を歌い始めた。

　これって……。いや、なんでその曲!?

　相変わらず英語の意味を知らずに歌っているんだろうけど、僕は意味が分かるだけに、思いっきり『土曜の夜だ！　土曜の夜だ！』と繰くり返かえしているのを聞くとなんとも不思議な気分になる。

　ノリはいい曲なので、子供たちも手て拍びよう子しをしている。舞台の動物たちも楽しげにリズムを取りながら歌い始めた。ううむ、ロックンロールは時代も世界をも超こえる……。

　こうして人形劇は大成功に終わった。










「ふあぁ……。疲れました……」

「大成功。よかった」

「面白かったですね！」

「私わたくし、何なん箇か所しよか台詞を噛かんでしまいましたわ……」

「お疲れさん。よかったよ、みんな」

　人形や舞台を片付け、子供たちが帰った教室で僕らは打ち上げをしていた。といっても、夕食前だし軽い食べ物とお茶だけだけど。いや、ニャンタローだけはマタタビ酒を飲んでフィアナさんに頭を撫なでられてゴロゴロしているが。

　おい、猫騎士、緩ゆるみ過ぎだろ……。ちなみに奏助兄さんはいつの間にかいなくなっていた。

「みなさん、今日は本当にありがとうございました。子供たちもみんな喜んでましたわ」

「楽しんでもらえてよかった、です」

　フィアナさんの言葉に照れながらリンゼがそう返す。

「リンゼの頑張りが報むくわれたね。でも、今日からはちゃんと休むこと。無理はしないでくれ」

「はい。わかりました」

　くすりと微笑むリンゼ。ま、なんにしろ成功してよかったな。

　ところが帰かえり際ぎわ、事件が起こった。

　他の教室に置いていた人形をちゃんとしまうために戻ると、入れていた袋ふくろごと人形たちがなくなっていたのである。確かに舞台の横にあるこの箱に入れたのに……。

「そんな！　どうして……!?」

　慌あわててリンゼが箱をどかしたり、机の下を覗のぞきこんだりしているが、袋は見当たらない。けっこう大きな袋だ。あればすぐ見つかるはずなのに、それがないということは……。

「……泥どろ棒ぼう？」

　桜がぼそりと呟つぶやく。いや、確かに出来はいいけど人形は人形。それほど価値のあるものではないと思う。泥棒が狙ねらうかな？

　だけどあの人形は僕らにとって、とても価値のあるものだ。不安そうなリンゼを見て僕はなんとしても人形を見つけようと心に決めた。

　ニャンタローが酔よってなければ気がついたかもしれないのになあ。ケット・シーも酔うと鼻がきかなくなるらしい。

「……役立たず？」

「ウッ!?　姫ひめの言葉が胸に痛いニャ……！　油断したニャ！　今すぐに怪あやしい匂いを辿って……！　……マタタビの匂いしかしニャいニャ……」

　ニャンタローは役立たず、と。まあ、そんなに落ち込むな。こんなこともあるさ。どんまい。

「冬夜さん、探せますか？」

「任せてくれ。必ず取り戻すよ」

　少し気取ってユミナに答え、スマホを取り出してマップアプリを起動させる。あの人形はリンゼのオリジナルで二つとない。検索をかければすぐに……ほら、見つかった。

「町からは出ていないな。よし、ちょっと行って取っ捕つかまえてくるか」

「わっ、私も行きます！」

【テレポート】で跳ぼうとする僕にリンゼが同行を志願してきた。自分で取り戻そうというのだろうか。ま、彼かの女じよなら泥棒の一人や二人平気だろうけど。

　しかしリンゼの志願に乗って、他の三人もついていくと言い出した。こんなにぞろぞろ行く必要はないと思うんだけどな……。

「じゃあ【ゲート】で行くか。ニャンタローはここを見張れ。また仲間が来るとも限らないし」

「今度はしっかりする。ダメならご飯抜ぬき」

「ニャッ!?　了りよう解かいしたニャッ！」

　桜の言葉に直立不動の姿勢でビシッと敬礼するニャンタロー。一応酒を抜いておいてやるか。【リカバリー】をニャンタローにかける。

「よし、じゃあ行こう」

【ゲート】をくぐり、目的地へと出る。町の外れ、比ひ較かく的てき新しい家が立ち並ぶ一角だ。夕暮れ時ということもあり、周りの家からいろんな夕飯の匂いが漂ただよってくる。

　目的の場所は【ゲート】で出たすぐ横にある家だ。この中にリンゼの作った人形たちがいる。そしておそらくそれを盗ぬすんだ犯人も。

　有う無むを言わせず、いきなり突とつ入にゆうしても構わなかったのだが、不意に桜が僕を制止した。え、なに？

「話し声が聞こえる……。なんかおかしい」

「おかしいってなにが？」

「私たちの劇の台詞が聞こえる」

「え？」

　劇の台詞が？　どういうことだ？

　そっと窓から中を覗くと、扉とびらの開いた奥おくの部屋で男の子がなにやら動いている。あれっ？　あの子ってひょっとして人形劇をじっと見てた男の子か？

　ちらっと見えた男の子の手にはリンゼの作った人形が嵌はめられていた。どうやら犯人はあの子らしい。でもなんでだ？

「ここからだとよく見えないな……。【ロングセンス】」

　視覚と聴ちよう覚かくを室内に飛ばし、スマホから空中に画面を投とう影えいさせる。よし、これで……。

『お前ら動物たちはさっさと出ていけぇ！』

　突然聞こえてきた声に僕らはびっくりして目を見開く。投影された画面を見ると、男の子が魔女の人形を手に持って、ベッドで横になる小さな女の子に見せているところだった。

　たどたどしい言葉で両手に嵌めた人形を使い、劇を再現している。

「私たちの劇を再現しているんでしょう、か？」

「たぶん……。そうか、さっきあんなに真剣に見ていたのは台詞や物語を覚えていたのか」

　あんな小さな子がよく覚えられたな……。細かいところはいろいろと違うんだろうけど。

　ベッドで横になる女の子（たぶん妹かなんかだと思うけど）の額の上には濡ぬらした手ぬぐいが乗せられていた。少し咳せきもしているし、病気なのかな……。

「なんとなくわかりましたわ。あの男の子はあっちの女の子に劇を見せたかったのでしょう。それで人形を盗んだんですわ」

「ううん……。だからといって決して盗んでいいというわけではないですけど……」

　ルーの言葉にユミナが考え込む。確かになあ。一言言ってくれればよかったのに。

　ユミナが僕ぼくに窺うかがうような視線を向けてくる。

「どうします？」

「どうしますと言ってもな……」

　理由はどうあれ盗みは盗みだし……。でもレネの時、ベルファストの王様は見み逃のがしてくれたんだよなぁ。だから二度とスリをしないと誓ちかわせて、レネをメイド見習いとして雇やとったわけで。情じよう状じよう酌しやく量りようの余地はある、かな？

「リンゼと桜はどう思う？」

　盗まれた当事者たちに尋ねてみる。

「私は人形さえ返してもらえれば……。やっぱりあれは学校の子供たちのものです、から」

「桜は……」

　と、僕が声を発するより先に、当の桜が立ち上がって、そのままバンッと扉を開いて家の中へと入っていってしまった。おおおい!?

「あ……」

　少年が侵入してきた桜を見て固まる。両手に物的証しよう拠こを持っているのだ。言いい逃のがれはできない。

「……違う」

「え？」

「そこは台詞が違う。『俺おれたち』じゃなくて『僕たち』。まるっきり違う。その子はそんな言葉言わない」

　少し睨にらみをきかせた視線で桜がそう言い放つ。……そこ、気になるか？

　桜は男の子から無理やり犬の人形を奪うばい取ると、ベッドの横にあったテーブルの向こう側に回り込み、しゃがんでひょこっと犬の人形だけを出した。

『僕たちだけじゃ魔女になんてかなわないよっ！』

　犬の人形がオーバーアクションで叫ぶ。いやいや、なんで見本見せてんの？

　ポカンとしている僕の横でリンゼがくすりと笑った。そしてやおら立ち上がり、桜と同じように家の中へと入っていく。

　そして人形の入っている袋からリスの人形を取り出して腕に嵌め、桜の横にしゃがみ込んだ。

『じゃあどうするの？　この森を出て行くの？　この森にはたくさんたくさん思い出があるのに……！』

　あの、リンゼさん？　なぜにあなたまで見本を見せているのでしょうか？

　ふと横を見るとユミナとルーがいない。おっとお!?

『魔女は魔ま法ほうを使うんだぞ。おいらたちなんかあっという間にやられちゃう』

『無理だよ。どうしようもない。仕方がないんだ……』

　テーブル上には狐きつねくんと狸たぬきくんがいつの間にか増えていた。

　そのまま続行されるリンゼたちの人形劇を、ベッドの上で寝ねたままの女の子がハラハラとした表情で眺ながめている。……そういうことか。

　僕も家の中に入り、ポカンとしている男の子の横にしゃがみ込んだ。視線は合わさず、僕もテーブルの上の人形たちに目を向ける。

「妹かい？」

「……うん」

「あの子に人形劇を見せたかったんだね？」

「……あいつ、すごく楽しみにしてたんだ。でも朝になってすごく熱が出て……。お母さんが寝てなくちゃダメだって……だからおれ……。ちゃんと明日返すつもりだったんだ！　ホントだよ！」

　男の子が必死に弁明する。たぶんその言葉に嘘うそはないだろう。しかし罪は罪だ。悪いことをしたと反省はしてもらわないとな。

「あの人形はさ、学校の子供たちのために、あのお姉さんが一いつ生しよう懸けん命めい作ったんだ。夜もろくに寝ないでずっとね。その人形が無くなったと知ったとき、どれだけ悲しかったかわかるかい？」

「…………ごめ……ん、なさ、い……」

「もう二度としないね？」

　今にも泣き出しそうな表情で男の子はコクリと頷いた。

　ふう。反省しているようだし、これくらいでもういいよね？　子供を叱しかるのは苦手なんだよ……。

　あとでちゃんとみんなにも謝あやまるように約束させて、僕らは人形劇の第二幕を一いつ緒しよに観ることにした。
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「そのようなことがあったのでござるか……」

「うん。ま、結果良ければ全すべて良し。人形劇も大成功だったし、とりあえずはよかったよ」

　夕食を食べながら僕らは人形劇での顛てん末まつをみんなに話していた。

　男の子はちゃんとリンゼたちに謝ったし、明日校長先生であるフィアナさんにも謝りに行くと約束してくれた。妹ちゃんには『錬金棟』特製の風邪かぜ薬ぐすりを渡わたしてきたから明日には元気になっているはずだ。【リカバリー】じゃ風邪は治せないからなあ。

「その子の気持ち……ちょっとだけわかるなあ。あたしも小さいときリンゼがよく寝込んだりしたから……」

　エルゼが小さくつぶやく。同じ妹を持つ身としてなにか思うところがあるらしい。

「お姉ちゃん、私が寝ていたら『お土産みやげよ』って、林りん檎ごを持ってきてくれたんです、よ」

「へえ」

　いいとこあるじゃないか。エルゼは優やさしいからな。小さい時のその姿が目に浮かぶようだ。……エルゼさん、なぜ目を逸そらしますか？

「でもその林檎、よその家の庭に生なっていたやつで……。そのあとお姉ちゃん、ラナ叔母おばさんにものすごく怒おこられていました」

「あらら。でも林檎一個くらい……」

「いえ、その林檎を取るのに林檎の木を一本倒たおしてしまったので……」

「しっ、仕方なかったのよ！　高いところにしかなくて、手が届かなかったし！　【ブースト】で木を殴なぐれば落ちてくると思ったの！　まさか折れるとは思わなかったけど……」

　ほのぼのしたいい話だと思ったら、なんとまあ豪ごう快かいなエピソードだった。木に登るという発想より、殴るという発想が先とは。

　子供の頃ころから暴走気味なところがあったんだな。それも容易に目に浮かぶ。

「むむう。しかし残念じゃ。わらわもその人形劇を観たかったのう。父上も勉強時間をズラしてくれればいいものを……」

　久しぶりにスゥが夕食を食べに来ていた。基本的に彼女は実家であるオルトリンデ公こう爵しやく家で家族と食事をとるため、こういったことは珍めずらしい。昼はよく食べに来たりするが。

「大丈夫。お母さんに頼たのんでちゃんとスマホに録画してもらった。あとでみんなで観る」

　桜が自分のスマホを取り出し、ドヤ顔でそう語る。なにげにみんな使いこなしてきているな……。

　エルゼが肉をフォークに刺さしたまま、隣となりの妹さんに声をかける。

「ねえねえ、また次も演やるんでしょう？　次はどんな話にするの？」

「え、と、まだ考え中なの。冒ぼう険けんものか、家族ものか、どっちかにしようかなって思ってて……」

「冒険もの！　いいでござるな！　旅の剣けん豪ごうとか出ないでござるか!?　なんなら拙者がお手伝いするでござるが！」

「冒険ものといったら、騎き士し物語ですわ！　リンゼさん、竜退治のお話なんか盛り上がると思うんですけれども！」

　向かいの席に座すわっていた八重とヒルダが身を乗り出してきた。なんだかんだで出演したいのね……。

「なに？　ポーラ。あなたも出演したいの？」

　はいはいはーい！　と、テーブル下で手を挙げる熊のぬいぐるみに、リーンが呆あきれたように目を見張る。いや、サイズが違いすぎるから。いや、森を守る巨きよ人じん……巨熊とかにすれば出れないこともないのか……？

「次は私も参加させるのよー！　リンゼちゃん、恋れん愛あいもの、恋愛ものをやるのよ！」

「っきゃあ!?」

　突とつ然ぜん現れた花恋姉さんが背後からリンゼに抱だきつく。本気で驚おどろいたリンゼがスープ皿にスプーンを落っことした。それやめろっての。ホント心臓に悪いんだぞ……。

　面白そうなことを察知すると、この人はどこからでも飛んでくる。花恋姉さんの面白センサーは範はん囲いが広すぎだ。

　食事を終えた僕らはフィアナさんの撮とった人形劇を全員で観みることにした。子供向けではあったが、みんなも充じゆう分ぶんに楽しめたようで、リンゼと桜も喜んでいた。

　なぜか『こはくくん』が子供たちに追いかけ回されている動画も入っていたが。フィアナさん、なに撮ってんスか……。

　次の日、部屋にあった僕とリンゼのぬいぐるみがみんなにバレてしまい、残りの全員ぶんをリンゼが作ることになってしまった。申し訳ない。

　まだしばらく彼女のぬいぐるみ製作は続くようである。ま、本人は楽しんでいるみたいだし、無理をしなければいいか。

　おかげで僕もちょっとぬいぐるみに興味を持ってしまった。そのうち『ファッションキングザナック』のザナックさんと、交易商人のオルバさんを引き込んでぬいぐるみのブランドを立ち上げても面白いかもしれない。その時はリンゼにアドバイスをもらうことにしようっと。




　――――やがてブリュンヒルドといえば『お土産はぬいぐるみ』と言われるほどになるなど、この時は予想もしていなかった。なにが当たるか世の中わからないねえ……。







あとがき。







　はい！　『異世界はスマートフォンとともに。』第十二巻をお届けしました！

　あとがきがまた一ページだよ！　うわん！

　今巻はブリュンヒルド初の祭りを最後まで入れるか入れないかで悩みました。全部入れてしまうと、どうしても長すぎて書き下ろしとかを入れる余裕がなくなってしまう状態だったからです。

　それはちょっと……ということで祭りが始まる前で次巻へ続く、となりました。三ヵ月お待ち下さいませ！　ほいでは謝辞を！

　兎塚エイジ様。琥珀くんがかわいくて最高です。中に入りたい……。小笠原智史様。いつもカッコいいフレームギアをありがとうございます。

　担当Ｋ様、ホビージャパン編集部の皆様、本書の出版に関わった皆様方にも謝辞を。

　そしていつも「小説家になろう」と本書を読んで下さる全ての読者の方に感謝の念を。

冬原パトラ
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